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ご使用の前に「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。
この「安全上のご注意」は製品を安全に正しく使用していただき、あなたや
他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、重要な内容を記
載しています。内容を理解してから本文をお読みいただき、お読みになった
後は、お使いになる方がいつでも見られるところに必ず保管してください。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡
または重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

記号は、注意（警告を含む）を促す内容を告げるものです。図の中や
近くに具体的な注意内容（左図の場合は感電注意）が描かれています。

●記号は、行為を強制すること（必ずすること）を告げるものです。図
の中や近くに具体的な強制内容（左図の場合は電池を取る）が描かれてい
ます。

記号は、禁止（してはいけないこと）の行為を告げるものです。図の中
や近くに具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。

警告

注意

絵表示の例

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害
を負う可能性が想定される内容および物的損害の発生が想
定される内容を示しています。

危険
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡
または重傷を負う可能性が高いと想定される内容を示して
います。

お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。

表示と意味は次のようになっています。

安全上のご注意
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警 告（カメラについて）

分解したり修理・改造をしないこと

感電したり、異常動作をしてケガの原因となります。
分解禁止

スピードライトを人の目に近づけて発光しないこと

視力障害の原因となります。
特に乳幼児を撮影するときは1m以上離れてください。

落下などによって破損し、内部が露出したときは、露出部に手を触れないこと

感電したり、破損部でケガをする原因となります。
電池を抜いて、販売店またはニコンサービスセンターに修理を依頼してください。

熱くなる、煙が出る、こげ臭いなどの異常時は、速やかに電池を取り出すこと

そのまま使用すると火災、やけどの原因となります。
電池を取り出す際、やけどに充分注意してください。
電池を抜いて、販売店またはニコンサービスセンターに修理を依頼してください。

水につけたり、水をかけたり、雨にぬらしたりしないこと

発火したり感電の原因となります。

引火、爆発のおそれのある場所では使用しないこと

プロパンガス、ガソリンなど引火性ガスや粉塵の発生する場所で使用すると爆発や火災の原因となります。

接触禁止

電池を取る

使用禁止

すぐに修理依頼を

すぐに修理依頼を

水かけ禁止

レンズまたはカメラで直接太陽や強い光を見ないこと

失明や視力障害の原因となります。

車の運転者等にむけてスピードライトを発光しないこと

事故の原因となります。

ストラップが首に巻き付かないようにすること
特に幼児・児童の首にストラップをかけないこと

首に巻き付いて窒息の原因となります。警告

幼児の口に入る小さな付属品は、幼児の手の届かないところに置くこと

幼児の飲み込みの原因となります。
万一飲み込んだ場合は直ちに医師にご相談ください。

見ないこと

発光禁止

保管注意

発光禁止
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ぬれた手でさわらないこと

感電の原因になることがあります。
感電注意

製品は、幼児の手の届かないところに置くこと

ケガの原因になることがあります。
保管注意

使用しないときは、レンズにキャップをつけるか太陽光のあたらないところに保管すること

太陽光が焦点を結び火災の原因になることがあります。
保管注意

三脚にカメラやレンズを取り付けたまま移動しないこと

転倒したりぶつけたりしてケガの原因になることがあります。
移動注意

電池を火に入れたり、加熱しないこと

液もれ、発熱、破裂の原因となります。
禁止

電池をショート、分解しないこと

液もれ、発熱、破裂の原因となります。
分解禁止

電池に表示された警告・注意を守ること

液もれ、発熱、破裂の原因となります。
警告

使用説明書に表示された電池を使用すること

液もれ、発熱、破裂の原因となります。
警告

注 意（カメラについて）

警 告（リチウム電池について）

安全上のご注意 －つづき－

電池からもれた液が目に入ったときはすぐにきれいな水で洗い、医師の治療を受けること

そのままにしておくと、目に傷害を与える原因となります。
危険

危 険（リチウム電池について）
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新しい電池と使用した電池、種類やメーカーの異なる電池をまぜて使用しないこと

液もれ、発熱、破裂の原因となります。

電池は幼児の手の届かないところに置くこと

幼児の飲み込みの原因となります。
万一飲み込んだ場合は直ちに医師にご相談ください。保管注意

電池の「＋」と「－」の向きをまちがえないようにすること

液もれ、発熱、破裂の原因となります。

禁止

警告

水につけたり、ぬらさないこと

液もれ、発熱、破裂の原因となります。

充電式電池以外は充電しないこと

液もれ、発熱、破裂の原因となります。

水かけ禁止

電池を廃棄するときは、テープなどで接点部を絶縁すること

他の金属と接触すると、発熱、破裂、発火の原因となります。
お住まいの自治体の規則に従って正しく廃棄してください。

禁止

警告

外装チューブをはがしたり、キズをつけないこと

液もれ、発熱、破裂の原因となります。
警告

電池からもれた液が皮膚や衣服に付いたときはすぐにきれいな水で洗うこと

そのままにしておくと、皮膚がかぶれたりする原因になります。
警告
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このたびはニコンF6をお買い上げいただき誠にありがとうございます。ご使用の前に
この「使用説明書」をよくお読みのうえ、充分に理解してから正しくお使いください。
お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られる所に必ず保管してください。

このカメラには、次のような特長があります。
● 9つのクロスタイプセンサーを含む11個のセンサーを備えた、高速AFモジュール（マル
チCAM2000）の搭載により、高速連続撮影においても優れたAF性能を発揮し、動きの
不規則な被写体でも精度の高いピント合わせを可能にします。

●「1005分割RGBセンサー」を使用した「3D-RGBマルチパターン測光」により、ほとん
どのシーンで簡単かつ効果的に適正露出を得ることができます。

● 大型背面表示パネル上でのメニュー形式による各種設定や、撮影者の好みに合わせて内容
をセットすることが可能なカスタム機能、2種類のコマンドダイヤルやマルチセレクター
の採用により、極めて高い操作性を実現しています。

● 堅牢なボディーと、交換レンズをはじめとする豊富なニコンシステムアクセサリー群により、
このカメラ1台で様々な撮影領域をカバーすることが可能です。また、ニコンクリエイティ
ブライティングシステムにも対応しており、ニコンクリエイティブライティングシステム機
能を搭載したスピードライトと組み合わせて使用すると、多彩なスピードライト撮影を行う
ことができます。

● 撮影時のシャッタースピードや絞り値、レンズの焦点距離などの撮影データをカメラに記憶
し、コンパクトフラッシュカードに保存することができます（別売のデータリーダー使用）。

はじめに

本文中のマークについて

：カメラを使用する場合に、便利な情報を記載しています。

：カメラを使用する前に知っておいていただきたいことを記載しています。

：カメラの故障を防ぐために注意していただきたいことや守っていただきたいこ
とを記載しています。

■表記上のおことわり

：参照ページが書かれています。

：カスタムメニューにより、各機能を撮影者自身の好みに合った状態にセットで
きる内容が書かれています。小文字のアルファベットおよび数字はその機能の
メニューナンバーです。

CSM

■インターネットご利用の方へ

● 使用上のヒントなど、最新の製品テクニカル情報を以下の当社webサイトでご覧いただ
けます。

http://www.nikon-image.com/jpn/support/index.htm

・製品をより有効にご利用いただくため、定期的にアクセスされることをおすすめいたします。
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■保証書とカスタマー登録カードについて
この製品には保証書とカスタマー登録カードが添付されていますので、ご確認ください。
● 保証書の詳細につきましては、P.185の「アフターサービスと保証について」をご覧
ください。

● カスタマー登録は下記ホームページからも行えます。
http://reg.nikon-image.com

■使用説明書の再発行はニコンサービスセンターへ
使用説明書の内容が破損などによって判読できなくなったときは、ニコンサービスセンター
にて新しい使用説明書をお求めください（有料）。

■撮影の前には試し撮りを
大切な撮影（結婚式や海外旅行など）をする時には、必ず試し撮りをして、カメラが正常
に機能するかを事前に確認してください。
● 本製品の故障に起因する付随的損害（撮影に要した諸費用及び利益喪失等に関する損害）
についての補償はご容赦願います。

■定期的に点検サービスを受けてください
カメラは精密機械ですので、1～2年に一度は定期点検を、3～5年に一度はオーバーホー
ルされることをおすすめします（有料）。
● 特に業務用にご使用になる場合は、早めに点検整備を受けてください。
● 点検整備を依頼される際は、より安心してご愛用いただけるよう、一緒にお使いのレン
ズやスピードライト等も併せて点検依頼されることをおすすめします。

■本製品を安心してご使用いただくために
本製品は、当社製のレンズ及びスピードライトなどのアクセサリーに適合するように作ら
れておりますので、当社製品との組み合わせでご使用ください。
● 他社製品との組み合わせ使用により、事故、故障などが起こることもございます。

ご確認ください

ストラップ

ストラップの取り付け方

ボディーキャップ xP.25

3Vリチウム電池 2本 xP.20

■付属品について

● この製品には次のような付属品が同梱されていますので、ご確認ください。
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各部の名称と主なはたらき

■カメラ本体

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

1

18

16

17

20

21

22

19

23
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24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

42

43

44

40

41

1 測光モードダイヤルロックボタン
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.30、64

2 視度調節ノブ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.83
3 測光モードダイヤル . . . . . . . . xP.30、64
4 上面表示パネル. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.12
5 露出モードボタン. . . . xP.30、66～73
6 吊り金具
7 露出補正ボタン. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.76
8 シャッターボタン . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.22
9 電源スイッチ. . . . . . . . . . . . . . . . . xP.20、23
!p サブコマンドダイヤル . . . . xP.16～17
!q プレビューボタン . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.85
!w 巻き戻しクランク . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.49
!e 巻き戻しノブ. . . . . . . . . . . xP.26、36、49
!r セルフタイマー表示LED . . . . . . . . xP.84
!t 給送モードセレクトダイヤルロックボタン
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.26、47、84、86

!y シンクロターミナル . . . . . . . . . . . . xP.162
!u 10ピンターミナル. . . . . . . . . . . . . . xP.176
!i ターミナルキャップ
!o レンズ取り外しボタン . . . . . . . . . . . xP.24
@p フォーカスモードセレクトダイヤル
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.50、63

@q ファンクションボタン
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.110、151、158

@w 三脚ネジ穴. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.191

@e 電池ホルダー着脱ノブ . . . . . . . . . . . xP.20
@r アクセサリーシュー . . . . . . . . . . . . xP.162
@t アイピースシャッターレバー xP.83、84
@y 給送モードセレクトダイヤル
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.26、47、84、86

@u オートブラケティングボタン. . . xP.77
R2（フィルム巻き戻し）ボタン. xP.48

@i コマンドロックボタン . . . . . xP.69、71
@o フィルム確認窓. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.27
#p 背面表示パネル. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.14
#q MENUボタン. . . . . . . . xP.15、90、153
#w ISO感度ボタン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.46
#e ファインダー接眼窓
#r アイピースDK-17 . . . . . . . . . . . . . . . . xP.83
#t AE/AFロックボタン xP.60、74、101
#y AF作動ボタン. . . . . . . . . . . . . . . . xP.51、97
#u メインコマンドダイヤル . xP.16～17
#i マルチセレクター . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.18
#o マルチセレクターロックレバー
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.28、53、90

$p AFエリアモードセレクトダイヤル
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.28、52、54

$q R1ボタンカバー. . . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.48
$w R1（フィルム巻き戻し）ボタン. xP.48
$e INFOボタン. . . . . . xP.124、150、153
$r シンクロモードボタン . . . . . . . . . xP.163
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各部の名称と主なはたらき －つづき－

■上面表示パネル

4 5321

7

6

9 10 11 12 13 14

8

1 シャッタースピードロックマーク. xP.69
2 シャッタースピード表示
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.68、72、82

3 絞り段数マーク. . . . . . . . . . . . . . xP.25、42
4 絞りロックマーク . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.71
5 絞り値表示. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.70、72
6 シンクロマーク. . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.106
7 露出モード表示. . . . . . . xP.30、66～73
8 オートブラケティングマーク. . . xP.77

9 プログラムシフトマーク. . . . . . . . . xP.66
!p 露出補正マーク. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.76
!q バッテリーチェック表示. . . . . . . . . xP.23
!w 露出補正値表示. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.76
!e 露出インジケーター . . . . . . . . . . . . . . xP.73
露出補正インジケーター. . . . . . . . . xP.76
オートブラケティングインジケーター xP.77

!r フィルムカウンター . . . . . . . . . . . . . . xP.26

● 説明のため全ての表示を点灯した状態です。
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■ファインダー内表示

6 7 8

5

4

3

9 10 11 12 14 1715 16 18

2

1

201913

1 中央部重点測光エリアφ12mm. xP.65
2 フォーカスフレーム（エリア）. . xP.52
スポット測光エリア . . . . . . . . . . . . . . xP.65

3 露出インジケーター . . . . . . . . . . . . . . xP.73
露出補正インジケーター. . . . . . . . . xP.76
オートブラケティングインジケーター xP.77

4 露出補正マーク. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.76
5 オートブラケティングマーク. . . xP.77
6 AEロックマーク. . . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.74
7 シャッタースピードロックマーク. xP.69
8 絞りロックマーク . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.71
9 ピント表示. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.32、33
!p 測光モード表示. . . . . . . . . . . . . . xP.30、64

!q FVロックマーク. . . . . . . . . . . . . . . . . xP.158
!w 露出モード表示. . . . . . . xP.30、66～73
!e シンクロマーク. . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.106
!r シャッタースピード表示
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.68、72、82

!t 絞り段数マーク. . . . . . . . . . . . . . xP.25、42
!y 絞り値表示. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.70、72
!u 多重露出マーク. . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.143
!i バッテリーチェック表示. . . . . . . . . xP.23
!o フィルムカウンター . . . . . . . . . . . . . . xP.26
露出補正値表示. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.76

@p レディーライト. . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.162

● 説明のため全ての表示を点灯した状態です。
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各部の名称と主なはたらき －つづき－

■背面表示パネル（撮影情報表示時）

7

1

14

2

10

9

3

8

1312

4

5

6

11

1 フィルム（ISO）感度マーク . . xP.46
2 フィルム（ISO）感度表示. . . . . xP.46
3 DXマーク . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.27
4 オートブラケティング補正ステップ
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.77

5 オートブラケティングマーク . . xP.77
6 シンクロモード表示 . . . . . . . . . xP.163
7 オートブラケティングインジケーター
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.77

8 多重露出マーク . . . . . . . . . . . . . xP.143
9 多重露出回数 . . . . . . . . . . . . . . . xP.143
!p 写し込みマーク . . . . . . . xP.133、137
!q カスタム表示. . . . . . . . . . . . . . . . . xP.93
!w フォーカスエリア表示 . . . . . . . . xP.52
!e AFサーボ表示 . . . . . . . . . . . . . . . . xP.50
!r レンズNo.表示. . . . . . . . . . . . . . xP.150
!t シャッタースピード表示
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . xP.68、72、82

!y 絞り値表示 . . . . . . . . . . . . . . xP.70、72
!u 露出補正マーク. . . . . . . . . . . . . . . xP.76
!i 露出補正値表示. . . . . . . . . . . . . . . xP.76

ノーマル表示時

5

15

1410

7

4

16

3

818 9

17
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拡大表示時

3

7
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詳細表示時

● 撮影情報表示は通常、ノーマル表示で表示されますが、カスタムメニュー「d7：背面情
報表示」で「詳細表示」または「拡大表示」に変更できます（xP.105）。

● 説明のため全ての表示を点灯した状態です。
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● カスタムメニュー（xP.92）

■背面表示パネル（メニュー画面表示時）
● 撮影情報表示時にMENUボタンを押すと表示されます。MENUボタンをもう一度押す
と撮影情報表示に戻ります。

● カスタムメニュー、セットアップメニュー、撮影メニュー、レンズ情報、言語
（Language）に分かれています。

● セットアップメニュー（xP.113）

● 撮影メニュー（xP.129）

● レンズ情報（xP.150）

● 言語（Language）（xP.152）
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各部の名称と主なはたらき －つづき－

■コマンドダイヤルと操作ボタン
● このカメラには2種類のコマンドダイヤルがついています。各操作ボタンと併用、また
は単独操作で次のような機能がセットできます。

サブコマンドダイヤル

メインコマンドダイヤル

■フィルム関係

● フィルム（ISO）感度のセット（xP.46）

■露出関係

● 露出モードのセット（xP.30、66～73）

● 露出モードが ¡ の時のプログラムシフト（xP.66）

● 露出モードが ™ または ¢ の時のシャッタースピードのセット［※1］
（xP.68、72）

● 露出モードが £ または ¢ の時の絞り値のセット［※1］（xP.70、72）
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● 露出モードが ™ または ¢ の時のシャッタースピー
ドのロック／解除［※1］（xP.69、72）

● 露出モードが £ または ¢ の時の絞り値のロッ
ク／解除［※1］（xP.71、72）

● 露出補正量のセット［※2］（xP.76）

● オートブラケティングの撮影コマ数のセット
［※3］（xP.77）

● オートブラケティングの補正ステップのセット
［※3］（xP.77）

■スピードライト関係

● シンクロモードのセット（xP.163）

CSMe8：メインコマンドダイヤルでオートブラケティングのON/OFFを、サブコマ
ンドダイヤルで補正ステップと撮影コマ数の組み合わせをセットできるよう
に変更できます（xP.108）。

［※3］

CSMf4 ：シャッタースピードのセットをサブコマンドダイヤルで、絞りのセットをメ
インコマンドダイヤルで行えるように変更できます（xP.111）。

［※1］

CSMb3：コマンドダイヤルの操作だけで、露出補正が行えるように変更できます
（xP.99）。

［※2］
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各部の名称と主なはたらき －つづき－

■マルチセレクターの基本操作
● マルチセレクターを操作して、フォーカスエリアの選択
（xP.52）やメニュー操作（xP.90）、撮影データの
表示（xP.124）を行うことができます。

● カスタムメニュー「f2：マルチセレクター起動」を「半
押し起動する」または「AF起動する」にセットすると、
半押しタイマーがOFFの時にマルチセレクターの操作で、
半押しタイマーがON、またはオートフォーカスが作動
するように変更できます（xP.109）。

■フォーカスエリア選択時

P（上） ：上のフォーカスエリアまたはフォーカスエリアグループを選択［※1］
{（下） ：下のフォーカスエリアまたはフォーカスエリアグループを選択［※1］
>（右） ：右のフォーカスエリアまたはフォーカスエリアグループを選択［※1］
<（左） ：左のフォーカスエリアまたはフォーカスエリアグループを選択［※1］
●（中央）：中央のフォーカスエリアまたはフォーカスエリアグループを選択［※2］

■メニュー操作時

P（上） ：項目を選択、または数値等の設定［※3］
{（下） ：項目を選択、または数値等の設定［※3］
>（右） ：決定、または次の画面に進む［※3］
<（左） ：キャンセル、または1つ前の画面に戻る［※3］
●（中央）：決定、または次の画面に進む［※3］

■撮影データ表示時

P（上） ：フィルム番号を選択、またはコマ情報を選択表示
{（下） ：フィルム番号を選択、またはコマ情報を選択表示
>（右） ：フィルム番号を決定、またはフィルム番号選択画面に戻る
<（左） ：撮影情報表示画面またはフィルム番号選択画面に戻る

CSMf1 ：マルチセレクターの中央を押したときの機能を、ファインダー内で選択され
ているフォーカスエリアのフレームを点灯させるように変更したり、中央を
押しても何も機能しないように変更したりできます（xP.109）。

［※2］

CSMf4 ：通常マルチセレクターを使用するメニューの操作を、コマンドダイヤルも使
用してメニューの操作が行えるように変更できます（xP.112）。

［※3］

CSMa6：マルチセレクターの押す位置を変えることなく反対側のフォーカスエリアの
選択が可能になる循環方式に変更できます（xP.98）。

［※1］
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装着レンズ → GタイプまたはDタイプAFレンズ xP.24

フィルム感度 → s xP.27

フィルム給送モード → S（1コマ巻き上げ） xP.26

フォーカスモード → S（シングルAFサーボ） xP.28

AFエリアモード → g（シングルエリアAFモード） xP.28

測光モード → ”（3D-RGBマルチパターン測光） xP.30

露出モード → ¡（プログラムオート） xP.30

カスタムメニュー → 全て初期設定 xP.92～112

撮
影
の
基
本
ス
テ
ッ
プ

撮影の基本ステップ

ここでは、もっとも簡単な撮影方法として下表の装着レンズ、カメラ各部
の設定を前提としています。一般的な撮影は、この撮影方法でほとんど行
えます。

プログラムオートによる簡単な撮影方法を説明しています。
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このカメラには、3V CR123A リチウム電池を2本使用します。

電源スイッチをOFFにし、電池ホルダー（MS-41）
着脱ノブを◊の方向に回してロックを解除します。
● 電池を入れる時は電源スイッチをOFFにしてから、2
本とも同じメーカーの新品電池を使用してください。

1

電池ホルダーをカメラから引き出し、ホルダー
内の+-表示にしたがってリチウム電池を2本
入れます。
● +-を間違えると、故障の原因となる場合があり
ます。

2

電池ホルダーをカメラに挿入し、着脱ノブを◊

の反対方向に回して確実にロックします。3

1. 電池を入れます。
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電池の保管のご注意

● 電池は幼児の手の届かないところに置き、万一、お子様が飲み込んだ場合はただちに医
師に相談してください（安全上のご注意 xP.5）。

海外などへお出かけの際は、予備の電池をお持ちください。

新品電池で撮影可能なフィルム本数についてはP.190をご覧ください。

3V CR123A リチウム電池以外の電源について

● マルチパワーバッテリーパックMB-40（xP.172）を使用することにより、単3形電池
8本またはLi-ionリチャージャブルバッテリーEN-EL4a/EN-EL4（バッテリー室カバー
BL-3を併用）が使用可能になります。

内蔵時計用のバックアップ電池について

● このカメラには、内蔵時計用のバックアップ電池が内蔵されています。このバックアッ
プ電池は3Vリチウム電池やマルチパワーバッテリーパックMB-40（xP.172）でカ
メラに電源が供給されている時に、約48時間で充電されます。充電が完了すると、カメ
ラから3Vリチウム電池を取り出したり、マルチパワーバッテリーパックMB-40を取り
はずしても、記憶された日時が約4カ月間保持されます。

カメラの内蔵時計がリセットしている場合について

● 長期間カメラに電源が供給されない状態が続いた場合や、ご購入
後初めてカメラに電池を入れた時、電源スイッチをONにすると背
面表示パネルにイラストのような警告が表示される場合があります
（各操作ボタンおよびコマンドダイヤルを操作すると通常の表示画
面に戻ります）。この場合、日時の設定を行ってください（xP.127）。
・日時が設定されていなくても通常の撮影には支障はありませんが、撮影データ（年月
日、時刻）の記憶（ P.114）、撮影データ（日時分、年月日、時刻）の写し込み
（xP.130）、インターバルタイマー撮影（xP.145）は正しく行われません。
・時計がリセットした後に電源スイッチをONにすると、日時が2004年1月1日0時0
分にセットされ、計時を開始します。このまま日時を設定しない状態で使用すると、
電源スイッチをONにするたびに背面表示パネルにイラストのような警告が表示され
ます。
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上面表示パネルまたはファインダー内表示で電池容量を確認できます。

電源スイッチをONにして、バッテリーチェック表
示 で電池容量を確認します。
● が点灯している場合、電池の容量は充分です。
他の表示状態の場合は、次ページの表をご覧ください。

● 電源スイッチをONにすると、半押しタイマーがONにな
り、カメラの露出計が作動します。

2. 電池の容量を確認します。

上面表示パネル

ファインダー内表示

● 電源スイッチをONにしてから約8秒間、何の操作も行わ
ないでいると上面表示パネルの一部、背面表示パネルの
一部、およびファインダー内表示の全てが自動的に消灯
します（半押しタイマーOFF）。この状態でシャッター
ボタンを半押し（軽く押す）すると、半押しタイマーが
作動して、再点灯します（半押しタイマーON）。

● カメラの設定状態が以下の場合、半押しタイマーがOFF
の時に背面表示パネルに「F6 Nikon」と表示されます。
・フィルム感度：s

・AFエリアモード：g（シングルエリアAFモード）
・フォーカスエリア：中央選択
・露出モード：¡（プログラムオート）
・露出補正：0.0（補正無し）
・ブラケティング：設定無し
・写し込み：設定無し（全てOFF）
・シンクロモード：先幕シンクロモード

■シャッターボタンの半押し操作と半押しタイマーについて

CSMc4：半押しタイマーの作動時間を変更できます（xP.102）。



● 電池が入っている状態で電源スイッチをOFFにすると、上
面表示パネルにフィルムカウンターのみが表示されます。
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電源スイッチをOFFにした場合の表示について

言語と日時の設定について

● 言語を設定すると、背面表示パネルに表示される内容が、設定した言語で表示されます。
日本語以外に、「ドイツ語」、「英語」、「スペイン語」、「フランス語」、「中国語（簡体）」
に設定可能です（xP.152）。

● 日時を設定すると、撮影データの記憶（xP.114）や写し込み（xP.130）、インター
バルタイマー撮影（xP.145）などで正しい日時を使用することができます（xP.127）。

電池の容量は充分です。

上面表示パネル ファインダー内表示
（半押しタイマーON時）

内容

（点灯）（点灯）

（点灯）（点灯）

（点灯）（点灯）

（点滅）（点滅）

電池容量が減り始めました。

電池容量がわずかです。予備の電池を準
備してください。

電池を交換してください（シャッターが
きれなくなり、背面表示が消灯します）。

バッテリーチェック表示について

● バッテリーチェック表示の点灯状態と電池容量については以下の通りです。

● 使用する電池のメーカーや使用する場所の温度により、電池消耗の度合が異なります。
特に低温時は、常温時より早めにバッテリーチェック表示 が点灯、点滅する場合
があります。また、低温のために、一時的にバッテリーチェック表示 が点灯、点
滅した電池でも、常温に戻るとバッテリーチェック表示が や に戻る場合
があります。



24

3. レンズを取り付けます。

CPUレンズには信号接点があります。 Gタイプレンズ Dタイプレンズ

カメラの機能を充分に活用するためには、GタイプまたはDタイプのCPUレ
ンズの使用をおすすめします。

電源スイッチをOFFにします。
● レンズの取り付け・取り外しを行う時は、カメラ
の電源スイッチをOFFにしてください。

1

カメラにレンズを取り付けます。
● レンズの着脱指標とカメラの着脱指標を合わせ、
時計と反対回りにカチッと音がするまでレンズを回
します。

● レンズ取り外しボタンは押さないでください。

2

絞りリングを最小絞りにセットします（Gタイ
プ以外のCPUレンズの場合）。
● 絞りリングを最小絞り（最も数値の大きい絞り）
にセットし、必ずロックしてください。絞りリング
が最小絞りにセットされていない時は、電源スイッ
チをONにすると上面表示パネルとファインダー内
表示に ƒEE が点滅し、シャッターがきれません。

● 絞りリングのないGタイプレンズを使用する場合、
最小絞り（最も数値の大きい絞り）にセットする必
要はありません。

3

● カメラの電源スイッチをOFFにして、レンズ取り外しボ
タンを押しながら1、時計回りにレンズを回します2。

1

2

■カメラからレンズを取り外すには
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レンズの着脱の際には

● レンズの取り付け、取り外しの際は、レンズが不用意に作動しないよう、カメラの電源
スイッチをOFFにしてください。また、レンズの着脱は、直射日光を避けて行ってくだ
さい。

カメラからレンズを長時間外しておく時には

● カメラからレンズを長時間外しておく時は、付属のボディーキャップ（xP.9）、また
は別売のボディーキャップBF-1Aを装着して、カメラの内部を保護してください（旧タ
イプのボディーキャップBF-1は装着できません）。

使用可能なレンズについての詳細はP.40をご覧ください。

CPUレンズ以外のレンズ（非CPUレンズ）について

● 非CPUレンズを使用する場合、絞り値の表示が開放からの段数表示（例： 2［開放か
ら2段の場合］）になりますが、「レンズ情報」（xP.149）でレンズの焦点距離と開放
絞り値を設定することにより、絞り値の表示やRGBマルチパターン測光など、CPUレ
ンズ装着時のみ使用できる機能の一部が使用可能になります。また、非AI方式レンズを
使用する場合は、そのままでは装着できませんのでP.43をご覧ください。
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電源スイッチをONにし、巻き戻しノブを引き
上げて裏ぶたを開けます。1

フィルムを入れ、フィルムの先端をカメラの赤
色マークに合わせます。
● フィルムのパトローネをイラストのように斜めに
して、パトローネ上部をパトローネ用ガイドの下
にくぐらせるようにして入れると、フィルム装填
が容易に行えます。

● フィルムの先端をしっかりと赤色マークに合わせ
てください。赤色マークより手前にしたり、越え
たりすると、フィルムが正しく装填されない場合
があります。

● フィルムが浮き上がらないように、フィルムのパ
トローネを押さえてください。

2

4. フィルムを入れ、給送モードをセットします。

引き出した巻き戻しノブを戻し、裏ぶたをパチ
ンと音がするまで静かに閉じると、フィルムが
自動的に1コマ目まで空送りされます。
● 上面表示パネルのフィルムカウンターに1 が表示
されると、フィルムの装填は完了です。

● 上面表示パネルとファインダー内表示に Errと E

が点滅し、背面表示パネルに「空送りエラー」と
表示されている場合は、フィルムが正しく装填さ
れていません。裏ぶたを開けてフィルムを入れ直
してください。

3

給送モードセレクトダイヤルロックボタンを押
しながら、給送モードセレクトダイヤルをS
（1コマ巻き上げ）にセットします。

4
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CSMd1：フィルムの1コマ目までの空送りが、シャッターボタンを押すことで開始されるよう
に変更できます（xP.103）。

フィルムの出し入れの際のご注意

● 初めてご使用になる場合は、シャッター幕を保護するカバーが
付いていますので、フィルムを入れる前にこの保護カバーを取
り外してください。

● シャッター幕は非常に薄い幕でできています。フィルムの出し
入れの際、指やフィルムの先端がシャッター幕に触れないよう
に充分注意してください。

● フィルムの交換は、直射日光を避けて行ってください。

DXマーク付フィルムについて

● フィルム感度を s にセットしてある時は、DXマー
ク付フィルムを使用すると、フィルム感度が自動的
にセットされます（ISO 25～5000）。

● フィルム感度を s にセットしてDXマーク付フィ
ルム以外のフィルムを入れると、上面表示パネル
とファインダー内表示に Errが点滅し、背面表示パネルに「DX ERR」と表示して警告
します。この状態ではシャッターがきれませんので、手動でフィルム感度をセットして
ください（xP.46）。

● フィルム感度がsにセットされていない場合はP.46をご覧ください。

DXマーク付
フィルム

ISO（フィルム
感度）表示

DXマーク

フィルムの感度と規定コマ数は、フィルム確認窓で確認できます。

巻き戻しクランクおよび巻き戻しノブについてのご注意

● 巻き戻しクランクでフィルムのたるみを取る操作はしないでください。フィルムがスプロ
ケットの歯から外れ、フィルムが正しく給送されなくなることがあります。また、シャッ
ター幕を破損する原因になります。

● フィルム装填後はフィルムを巻き戻すまで、巻き戻しノブを強く押したまま給送するな
どして巻き戻しクランクの動きを妨げることのないようにご注意ください。フィルムが
正しく給送されなくなることがあります。

● このカメラの巻き戻しノブには裏ぶた開閉のロック機構がありませんので、ご注意くだ
さい。

給送モードについての詳細はP.47をご覧ください。

フィルム上の撮影画像とコマ番号は一致しない場合があります。
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マルチセレクターロックレバーを回転させて
ロックを解除し、マルチセレクターで中央の
フォーカスエリアを選択します。
● シャッターボタンを半押しし、マルチセレクターの
≤／≥／<／>を押して中央のフォーカスエリア
を選択します（マルチセレクターの中央を押すと、
中央のフォーカスエリアが選択されます）。

● ファインダー内では、選択したフォーカスエリアの
フレームが赤色に一瞬点灯します。また、背面表
示パネル（ノーマル表示時および詳細表示時）に
は、選択したフォーカスエリアが表示されます。

3

AFエリアモードセレクトダイヤルを
にセットします。

● 11カ所のフォーカスエリアの中から、撮影者自身
が選択した1つのフォーカスエリアだけを使用して
ピント合わせを行う、シングルエリアAFモードと
なります（xP.54）。

2

フォーカスモードセレクトダイヤルを
S（シングルAFサーボ）にセットします。
● フォーカスモードセレクトダイヤルの操作は、カ
チッと音がするまで確実に行ってください。

1

5. フォーカス機能をセットします。

ノーマル表示時
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フォーカスモードをSまたはCにセットした時のご注意

● フォーカスモードをS（シングルAFサーボ）またはC（コンティニュアスAFサーボ）に
セットした時は、レンズの距離リングを手で回さないでください（使用するレンズが
M/AモードにセットしたAF-SレンズおよびAF-Iレンズを除くAFレンズの場合）。

フォーカスモード、フォーカスエリア、AFエリアモードなどフォーカス機能の
詳細はP.50～63をご覧ください。

オートフォーカスが苦手な被写体についてはP.62をご覧ください。

選択した1つのフォーカスエリアだけを使用してピント合わせを
行います。

AFエリアモード 特長

シングルエリア
AFモード

選択した1つのフォーカスエリアを使用してピント合わせを行い、
選択したフォーカスエリアからピントを合わせたい被写体が一時
的に外れてしまった場合でも、他のフォーカスエリアからのピン
ト情報を利用して同じ被写体に対してピント合わせを行います。

ダイナミック
AFモード

選択したフォーカスエリアグループ（隣り合う複数のフォーカ
スエリアの組み合わせ）内の中央のフォーカスエリアを使用し
て、フォーカスエリアグループ内でダイナミックAFモードのよ
うにピント合わせを行います。

グループ
ダイナミック
AFモード

11カ所のフォーカスエリアのうち、自動的に最も手前にある被
写体に重なっているフォーカスエリアを使用してピント合わせ
を行い、被写体が動いてピントの合ったフォーカスエリアから
外れた場合でも、他のフォーカスエリアを使用してピント合わ
せを行います。

至近優先
ダイナミック
AFモード

AFエリアモードの特長



30

測光モードダイヤルロックボタンを押しながら、
測光モードダイヤルを ”（マルチパターン測光）
にセットします。
● ファインダー内表示にマルチパターン表示 が点
灯します。

● 1005分割RGBセンサーにより得られるさまざま
な情報に基づいて、最適な露出値を決定します。さ
らにGタイプまたはDタイプレンズを装着した場合
には、画面内の最大輝度、輝度差情報に加え、カメ
ラから被写体までの距離情報を加味して測光の精度
を高めた3D-RGBマルチパターン測光となります
（xP.64）。

1

測光モードを ”（マルチパターン測光）に、露出モードを ¡（プログラム
オート）にセットします。

露出モードボタンを押しながら、メインコマンド
ダイヤルで露出モードを ¡（プログラムオート）
にセットします。
● シャッターボタンを半押しすると、適正露出が得ら
れるようにカメラが自動的にセットしたシャッター
スピードと絞り値が、上面表示パネル、背面表示パ
ネル（拡大表示時および詳細表示時）およびファイ
ンダー内表示に点灯します。

2

6. 測光モードと露出モードをセットします。
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カメラが自動的にシャッタースピードと絞りをセットします。
また、プログラムシフト（xP.66）や露出補正（xP.76）に
より、撮影者の意図を反映させることもできます。

露出モード表示 特長・こんな時に使用すると便利です。

¡

P.66
プログラム
オート

撮影者が好みのシャッタースピードをセットすると、カメラが
絞りを自動的にセットします。動きの速い被写体の瞬間を速い
シャッタースピードで写し止めたり、遅いシャッタースピード
で動きを強調したりすることが可能です。

™

P.68
シャッター優先
オート

撮影者が好みの絞りをセットすると、カメラがシャッタースピー
ドを自動的にセットします。手前から奥まで鮮明に写す、背景を
ぼかすなどの被写界深度（ピントの合う前後の範囲 xP.38）
を生かした撮影に最適です。

£

P.70
絞り優先
オート

撮影者がシャッタースピードも絞りも自由にセットできます。
他の露出モードでは意図した撮影が難しい時などに便利です。
長時間露出（バルブ）撮影もこのモードでできます。

¢

P.72
マニュアル

各露出モードの特長

露出（露光）について

● 被写体（写したい対象物）をカメラのレンズを通してフィルムに感光させて記録するこ
とを「露出（露光）」といいます。その時、被写体の明るさとフィルムの感度に合わせて
シャッタースピードと絞りを調節し、フィルムに最適な光量（適正露出）を与えること
が大切です。このカメラは、プログラムオート、シャッター優先オート、絞り優先オー
ト、マニュアルの4つの露出モードを備えています。

測光について

● 撮影しようとする被写体（写したい対象物）の明るさを測ることを測光といいます。測
光は露出（露光）決定時の重要な情報源で、これによりフィルムに最適な光量（適正露
出）を与えるシャッタースピードと絞りの組み合わせが決定されます。通常、被写体が
含まれる撮影画面内の明るさは必ずしも一様ではないため、このカメラは、画面を
1005分割し、それぞれの部分を独立して測光した情報を利用して適正露出を決める
「マルチパターン測光」（xP.64）と、撮影画面内中央部の明るさに重点を置いて適正露
出を決める「中央部重点測光」（xP.65）、11カ所のフォーカスエリアのうち選択した
1つに重なる狭い測光エリアで測光する「スポット測光」（xP.65）の3つの測光モード
を備えています。
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カメラを正しく構えます。
● わきを締めてひじは軽く体につけ、片足を軽く踏み
出して上半身を安定させます。

● 右手で、カメラのグリップを包みこむように持ち、
左手でレンズを支えます。

1

構図を決め、シャッターボタンを半押しして、
ピントを合わせます。
● ピントを合わせたいものにフォーカスエリアを重
ねてシャッターボタンを半押しすると、フォーカス
フレームが一瞬点灯し、カメラが自動的にピント合
わせを行います。

● ピントが合うとファインダー内のピント表示 ● が
点灯します。

2

シャッターボタンを半押しすると、カメラがピント合わせを行います。

7. カメラを構え、ピントを合わせます。
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手ブレとシャッタースピードについて

● 手ブレを防ぐには、一般にシャッタースピードを「1/装着しているレンズの焦点距離」
秒より高速にします。たとえば50mmレンズの場合、シャッタースピードを1/50秒よ
り高速にすると手ブレをある程度防ぐことができます。シャッタースピードを低速にし
たい場合は、三脚またはVRレンズのご使用をおすすめします。

構図を決める際のご注意

● このカメラのファインダーで確認できる範囲（ファインダー視野率）は、実際に撮影さ
れる画面の約100%ですが、ネガフィルムをサービスサイズなどでプリントした場合に
は、実際に撮影した画面よりも画面の周囲が数ミリカットされる傾向がありますので、
ご注意ください。

/ （点灯）：被写体にピントが合っています。

< （点灯）：目的の被写体よりも手前にピントが合っています。

>（点灯）：目的の被写体よりも後方にピントが合っています。

?（点滅）：オートフォーカスでピント合わせができません。

ピント表示について

● ファインダー内のピント表示 ● の点灯および点滅については以下のとおりです。

ファインダーの中の表示や被写体がはっきりしない時は、視度を調節してくだ
さい（xP.83）。ファインダーの中の表示や被写体が確認しやすくなります。

ピントを合わせたいものがフォーカスエリアから外れる場合は、フォーカス
ロック撮影を行ってください（xP.60）。

オートフォーカスが苦手な被写体については、P.62をご覧ください。

マルチパワーバッテリーパックMB-40について

● 縦位置シャッターボタンを備えたマルチパワーバッテリーパックMB-40（別売
xP.172）を装着すると、縦位置に構えた時にシャッターがきりやすくなります。

CSMa4：オートフォーカスでピント合わせる時に、シャッターボタンの半押しではなく、
AF作動ボタンの操作でのみオートフォーカスが作動するように変更できます
（xP.97）。
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シャッターボタンを半押しし、ファインダー内
表示を確認します。
● シャッタースピードと絞りは1/3段ステップで表示
されます。

● 表示パネルやファインダー内表示に警告が行われた
場合、P.67を参考に対応してください。

1

ピント表示 ● の点灯を確認して、静かにシャッ
ターボタンを押し込みます。
● シャッターをきるとフィルムは自動的に1コマ巻き
上げられ、次の撮影の準備が完了します。

2

ピント表示 ● を確認し、シャッターボタンをゆっくりと押し込んでシャッ
ターをきってください。

8. ファインダー内表示を確認し、シャッターをきります。



35

撮
影
の
基
本
ス
テ
ッ
プ

セルフタイマー撮影については、P.84をご覧ください。

リモート撮影については、P.176をご覧ください。

撮影データの写し込みと記憶について

● このカメラは、フィルムの「画面内」、「コマ間」および「0コマ目」に日時やシャッター
スピード、絞り値、レンズの焦点距離などの撮影データ（写し込む場所によって写し込
める内容は異なります）をフィルムに写し込むことができます。また、カメラの内蔵記
憶メモリに撮影時の撮影データが記憶されます。撮影データの写し込みについての詳細
はP.130を、撮影データの記憶についてはP.114をご覧ください。

予測駆動フォーカスについて

● フォーカスモードセレクトダイヤルをS（シングルAFサーボ xP.50）またはＣ（コン
ティニュアスAFサーボ xP.50）にセットして、シャッターボタンを半押し、またはAF
作動ボタン（xP.51）を押し続けてピント合わせを行っている時、動いている被写体を
カメラが認識すると、自動的に予測駆動フォーカスに切り換わります。予測駆動フォー
カス作動時は、被写体がカメラに向かって近づいてくる場合や、遠ざかっていく場合に、
シャッターがきれる時点での被写体の到達位置を予測しながらピントを追い続けます。
・S（シングルAFサーボ）の場合は、初めから動いている被写体に対して予測駆動フォー
カスが作動し、被写体が静止した時には、ピントはそこでロックされます。
・Ｃ（コンティニュアスAFサーボ）の場合は、途中から動き出した被写体に対しても予
測駆動フォーカスに切り換わり、被写体が静止してもピントがロックされることはあ
りません。

CSMb1：上面表示パネル、背面表示パネル（拡大表示時および詳細表示時）およびファイン
ダー内に表示されるシャッタースピードと絞りのステップを1/2段または1段に変
更できます（xP.99）。
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最後のコマが撮影されると、フィルムは自動的
に巻き戻されます。
● フィルムの巻き戻し中は、上面表示パネルおよび
ファインダー内表示にフィルム巻き戻し表示が
o––→ o–→ o の順に点灯し、フィルムコマ数が
カウントダウン表示されます。また、背面表示パ
ネルには「巻き戻し中」と表示されます。

1

フィルムの最後のコマが撮影されると、カメラが自動的にフィルムの巻き戻
しを開始します。巻き戻しの完了を確認してから、フィルムを取り出してく
ださい。

上面表示パネルの E の点滅を確認し、巻き戻し
ノブを引き上げて裏ぶたを開け、フィルムを取
り出します。
● 上面表示パネルおよびファインダー内表示に E が
点滅し、背面表示パネルに「巻き戻し完了」と表示
されると、巻き戻しは完了です（半押しタイマーが
OFFになると、上面表示パネルの E が点灯に変わ
り、ファインダー内表示、および背面表示パネルの
「巻き戻し完了」は消灯します）。必ず E の点滅ま
たは「巻き戻し完了」の表示を確認してから、直射
日光を避けて裏ぶたを開け、フィルムを取り出して
ください。

2

9. フィルムを巻き戻します。
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巻き戻しノブのご注意

● このカメラの巻き戻しノブにはロック機構がありませんので、ご注意ください。
● フィルムの巻き戻しを行う際には、巻き戻しノブが下がっていることを確認してください。

フィルムの途中巻き戻しについては、P.48をご覧ください。

巻き戻しクランクを使用した手動巻き戻しについては、P.49をご覧ください。

CSMd2：自動的に巻き戻しを開始せずに、ボタン操作により巻き戻しが開始されるように
変更できます（xP.103）。

CSMd3：フィルムを巻き戻す時に、パトローネ内にフィルムを全て巻き取らずに、フィル
ムリーダー部を残すように変更できます。（xP.103）。

CSMd4：35コマ目、または36コマ目の撮影が終了した時点でフィルム給送を停止するよ
うにできます（xP.104）。

フィルムの規定コマ数を超えて撮影したコマは、現像処理上カットされること
があります。
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ここでは、ピントと被写界深度についての基礎知識を説明します。

■被写界深度

一点にピントを合わせると、その前後にもピントの合う範囲があります。このピン
トの合う範囲を被写界深度といい、撮影距離、レンズの焦点距離、絞りなどによっ
て変化します。
特にレンズの絞りは、絞る（大きい数値にする）とピントの合う範囲が前後に広く
なり、被写界深度が深くなります。逆にレンズの絞りを開く（小さい数値にする）
とピントの合う範囲が前後に狭くなり、被写界深度が浅くなります。
また、他の条件が同じであれば、撮影距離が近いほど、あるいはレンズの焦点距離
が長いほど被写界深度が浅くなり、撮影距離が遠いほど、あるいはレンズの焦点距
離が短いほど被写界深度が深くなります。さらに、被写界深度はピントを合わせた
一点の手前に浅く、奥に深くなります。被写界深度と絞り、レンズの焦点距離、撮
影距離の関係は表にすると以下のようになります。

コラム：被写界深度

絞りを絞った場合 F32
（被写界深度が深い場合）

絞りを開いた場合 F2.8
（被写界深度が浅い場合）

絞り
絞る（大きい数値）

開く（小さい数値）

レンズの焦点距離
短い（広角レンズ）

長い（望遠レンズ）

撮影距離
遠い

近い

被写界深度が深い

被写界深度が浅い
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操作の詳細

このカメラの各機能をレンズ、フィルム、ピント、
露出、その他の機能の順に詳細に説明しています。
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このカメラには、CPUレンズ（DXおよびIXニッコールを除く）のご使用をおすすめ
します。特に、GタイプまたはDタイプAFレンズを使用すれば、カメラの機
能が最大限に使用できます。

■CPUレンズ
モード フォーカスモード 露出モード 測光モード

オート フォーカス マルチパターン測光 中央部 スポット
レンズ フォーカス エイド

マニュアル ¡ ™ £ ¢
3D-RGB RGB 重点測光 測光

GタイプAFレンズ
DタイプAFレンズ

※1、2
AF-Sレンズ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○
AF-Iレンズ

PCマイクロ ― ○※4 ○ ― ― ― ○ ○ ― ○ ○
85mm F2.8D ※3

AF-Sテレコンバーター ○※6 ○※6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○
AF-Iテレコンバーター

※5

GタイプおよびDタイプ

○※7 ○※7 ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○以外のAFニッコール
（F3AF用を除く）

AI-Pニッコール ― ○※8 ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○

このカメラに使用可能なレンズについて

※1：このカメラは、VRニッコールレンズのVR（手ブレ補正）機能に対応しています。

※2：DXニッコールは使用できません。また、IXニッコールは装着できません。

※3：カメラの測光モード、および調光制御機能は、アオリ操作（シフト、ティルトとも）を行っているとき、また
は開放絞り以外に絞りがセットされている時には、正しく機能しません。

※4：アオリ操作を行っていない場合のみ可能。

※5：AF-Sレンズ、AF-Iレンズ専用。

※6：合成絞りがf/5.6以上明るい場合のみ使用可能。

※7：AF 80-200mm F2.8S AF 35-70mm F2.8S AF 28-85mm F3.5-4.5S（New） AF 28-85mm
F3.5-4.5Sレンズを使用し、ズームの望遠側かつ至近距離で撮影した場合、ファインダースクリーンのマット
面の像とオートフォーカスのピント表示が合致しない場合があります。このような場合は、マニュアルフォー
カスによりファインダースクリーンのマット面を利用してピントを合わせて撮影してください。

※8：開放絞りがf/5.6以上明るい場合のみ使用可能。

・使用可能なAF-SおよびAF-Iレンズは以下の通りです。

＊1：AF撮影はできません。
＊2：AF-S TC-17E II、AF-S TC-20E II、AF-I TC-20Eとの組み合わせでは、AF撮影はできません。

・上記以外のレンズには使用できません。レンズ後部がテレコンバーターに接触し、破損する恐れがあります
ので、取り付けないでください。

AF-S VR マイクロ ED105mm F2.8G ＊1

AF-S VR ED200mm F2G
AF-S VR ED300mm F2.8G
AF-S ED300mm F2.8D II
AF-S ED300mm F2.8D
AF-I ED300mm F2.8D
AF-S ED300mm F4D ＊2

AF-S ED400mm F2.8D II
AF-S ED400mm F2.8D
AF-I ED400mm F2.8D

AF-S ED500mm F4D II ＊2
AF-S ED500mm F4D ＊2

AF-I ED500mm F4D ＊2

AF-S ED600mm F4D II ＊2
AF-S ED600mm F4D ＊2

AF-I ED600mm F4D ＊2

AF-S VR ED70-200mm F2.8G
AF-S ED80-200mm F2.8D
AF-S VR ED200-400mm F4G ＊2
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■非CPUレンズ他
モード フォーカスモード 露出モード 測光モード

レンズ／ オート フォーカス マルチパターン測光 中央部 スポット
アクセサリー フォーカス エイド

マニュアル ¡ ™ £ ¢
3D-RGB RGB ※1 重点測光 測光※2

AI-Sレンズ
AIレンズ △※3 ○※4 ○ ― ― ○ ○ ― ○ ○ ○
シリーズEレンズ

改造AIニッコール ― ○※4 ○ ― ― ○ ○ ― ○ ○ ○

非AI方式レンズ※5 ― ○※4 ○ ― ― ○※6 ○※7 ― ― ○※8 ○※8

メディカル120mm F4 ― ○ ○ ― ― ― ○※9 ― ― ― ―

レフレックスレンズ※10 ― ― ○ ― ― ○ ○ ― ― ○ ○

PCニッコール※10 ― ― ○ ― ― ○※11 ○※12 ― ― ○※13 ○※13

テレコンバーター ○※14 ― ― ― ― ○ ○ ― ○※15 ○※15 ○※15
TC-16AS

AI-Sテレコンバーター ― ○※16 ○ ― ― ○ ○ ― ○※15 ○※15 ○※15
AIテレコンバーター

ベローズPB-6 ― ○※16 ○ ― ― ○※17 ○※7 ― ― ○※13 ○※13
（接写用リング併用）

オート接写リング ― ○※16 ○ ― ― ○ ○ ― ― ○ ○
（PK-11A.12.13. PN-11）

※1 ：「レンズ情報」（xP.149）でレンズの焦点距離と開放絞り値を設定することにより可能です。ただし、一
部のレンズでは焦点距離と開放絞り値を設定しても充分な精度が得られない場合があります。この場合は、
中央部重点測光またはスポット測光で撮影してください。

※2 ：測光エリアは中央に固定されます。
※3 ：TC-16ASを装着し、合成絞りがf/5.6以上明るい場合のみ使用可能。
※4 ：開放絞りがf/5.6以上明るい場合のみ使用可能。
※5 ：そのままでは装着できませんが、カメラの露出計連動レバーを可倒式に改造することにより装着可能です

（xP.43）。
※6 ：絞り込み測光で使用可能（プレビューボタンを押したままシャッターをきってください xP.85）。
※7 ：絞り込み測光で使用可能。
※8 ：絞り込み測光となります。絞りがf/4（f/4含まず）より暗い場合は、カスタムメニューの「b6：スクリー

ン補正」で「＋0.5」にセットしてください（xP.100）。
※9 ：1/125秒以下の低速シャッタースピードで使用可能（ただし、カメラの露出計は使用できません）。
※10：一部装着不可能なレンズがあります（xP.42）。
※11：絞り込み測光で使用します。レンズ側で絞りプリセットを行い、AEロック後アオリ操作を行ってください。
※12：絞り込み測光で使用します。レンズ側で絞りプリセットを行い、アオリ操作を行う前に測光して露出を決定

してください。
※13：絞り込み測光となります。カスタムメニューの「b6：スクリーン補正」で「＋0.5」にセットしてください

（xP.100）。
※14：一部装着不可能なレンズ（xP.42）を除き、開放絞りがf/3.5以上明るいAI-S、AI、シリーズEレンズで使

用可能。
※15：レンズとの組み合わせにより、露出補正が必要な場合があります（ご使用になるテレコンバーターの使用説

明書をご参照ください）。
※16：合成絞りがf/5.6以上明るい場合のみ使用可能。
※17：絞り込み測光で使用可能（ベローズ側で絞り込みを行い、測光後シャッターをきってください）。
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このカメラに使用可能なレンズについて －つづき－

■非CPUレンズの使用にあたって

非CPUレンズ使用時の制約事項
● 露出モードを £（絞り優先オート）または ¢（マニュアル）にセットしてください。これ
以外にセットした場合は、上面表示パネルの露出モード表示（ ¡ または ™ ）が点滅して
警告すると同時に、自動的に露出モードを £ に切り換えて制御します（ファインダー内表
示には £ が点灯します）。

● AI方式レンズの場合、「レンズ情報」（xP.149）でレンズの焦点距離と開放絞り値を設定
すると、RGBマルチパターン測光が可能になります。設定を行わないまま、マルチパター
ン測光 にセットした場合は、自動的に中央部重点測光 に切り換えて制御します。

● AI方式レンズの場合、「レンズ情報」でレンズの開放絞り値を設定すると、絞り値の表示が
可能になります。設定を行わない場合は開放からの段数表示（例： 2［開放から2段の場
合］）になります。

● 絞りのセットはレンズの絞りリングで行ってください。コマンドダイヤルによる絞りのセッ
トは行えません。

ベローズPB-6について
● 接写用リングを併用すると装着できます（縦横変換を行う場合はPB-6Dが必要です）。
・ダブルレリーズAR-10（変換コードMC-25併用）を使用すると便利です。

使用できない非CPUレンズ等について
● 下記の非CPUレンズ等は使用できません。無理に装着しようとすると、カメラやレンズ
を破損しますのでご注意ください。
・フィッシュアイ（6mm F5.6 7.5mm F5.6 8mm F8 OP10mm F5.6）
・旧21mm F4 ・旧PC35mm F3.5
・旧レフレックス500mm F8 ・旧レフレックス1000mm F6.3
・F3AF用（80mm F2.8 200mm F3.5 テレコンバーターTC-16S）
・K2リング ・複写装置PF-4

AFテレコンバーターTC-16ASに装着できないレンズについて
● レンズの開放絞りがf/3.5以上（f/1.2～3.5）明るい場合は、TC-16ASにAIニッコールレ
ンズを装着して、オートフォーカス撮影が可能となりますが、下記のレンズはTC-16ASに
装着できません。
・PCニッコール全製品・AI改造ニッコール全製品・AIマイクロニッコール55mm F3.5
・AIニッコール　20mm F2.8、35mm F1.4、400mm F2.8、400mm F3.5、
28mm F2（No.540020以前の製品）、28mm F2.8（No.500000以前の製品）、
35mm F2（No.931000以前の製品）、35mm F2.8（No.880000以前の製品）、
50mm F1.4（No.398000以前の製品）、50mm F2（No.364000以前の製品）

ニッコール13mm F5.6（AI-S、AI、非AI方式）の使用について
● カメラのグリップ部とレンズ外周の間隔が狭くなっているため、三脚のご使用をおすすめ
します。
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非AI方式レンズを使用する場合は、カメラの露出計連動レバーを可倒式に改造
する必要があります（有料：ニコンサービスセンターにお問い合わせください）。
改造後は、下記の手順で取り付けてください。

■AI方式レンズと非AI方式レンズの見分け方

■非AI方式レンズの使用にあたって

● AI方式のレンズは、露出計連動ガイドが付いていま
す。また、露出計連動爪は穴のあいたタイプになっ
ています（ただし、AFニッコールレンズ［F3AF用
は除く］、AI-Pニッコール等のCPUレンズ、シリー
ズE、ニッコール50mm F1.8Sには露出計連動爪
は付いていません）。

AI方式レンズ

露出計連動爪 露出計連動ガイド有り

● 露出計連動レバーを押し上げます。1

● レンズの絞り指標とカメラの着脱指標を合わせて、
時計と反対回りにカチッと音がして止まる位置
（絞り指標が真上になる）までレンズを回します。

2

■露出計連動レバー改造後の非AI方式レンズの取り付け方

露出計連動レバー

非AI方式レンズ

露出計連動爪 露出計連動ガイド無し
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このカメラに使用可能なレンズについて －つづき－

カメラの改造により使用可能になるレンズについて

● 下記のレンズは、カメラの露出計連動レバーを可倒式に改造することにより使用可能と
なります（有料）。
・AI改造をしてないレンズ（非AI方式レンズ）
・PC28mm F4（No.180900以前の製品）
・PC35mm F2.8（No.906200以前の製品）
・レフレックス1000mm F11（No.142361～143000）
・レフレックス2000mm F11（No.200111～200310）
・ED180-600mm F8（No.174041～174180）
・ED360-1200mm F11（No.174031～174127）
・200-600mm F9.5（No.280001～300490）
※：上記レンズにつきましては、すでに修理可能期間をすぎておりますので、修理依頼
はお受けできません。
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フィルムについて

■フィルムの巻き上げ状態の確認方法
裏ぶたを開けたまま、フィルムの巻き上げ状態を確認することができます。

● フィルムの穴（パーフォレーション）をスプール
の突起部に合わせ、フィルムの先端をフィルム先端
指標に合わせて指先で軽くフィルムを押しつけたま
まシャッターボタンを押すことにより、裏ぶたを開
けたまま、フィルムの巻き上げ状態が確認できます。

● 確認後、裏ぶたを閉じると、さらにフィルムの空送
りが行われ、1コマ目がセットされます（カスタム
メニューの「d1：フィルム自動空送」を「シャッ
ター釦全押し」にセットしてある場合はシャッター
ボタンを押してください xP.103）。

● フィルム巻き上げ状態確認のため、シャッターボタ
ンを繰り返し押すと、シャッターボタンを押した回
数分撮影可能なフィルムコマ数が少なくなります。

電源スイッチをONにし、巻き戻しノブを引き上
げて裏ぶたを開けます。1
フィルムを入れ、巻き戻しノブを下げます。2
フィルムの先端をフィルム先端指標に合わせ、
シャッターボタンを押します。3
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ISO感度ボタンを押しながら、メインコマンドダイ
ヤルで使用するフィルムのISO感度をセットします。
● コマンドダイヤルの回転でフィルム感度を s または
ISO 6～6400の範囲（1/3段ステップ）にセットする
ことができます。

● DXマーク付フィルムの場合は、s にセットしてフィル
ムを装填するとISO 25～5000の範囲でフィルム感度
は自動設定されます。

● DXマークがないフィルムの場合は、ISO 6～6400の
範囲でセットできます。

● セットされているフィルムの感度は背面表示パネル
（ノーマル表示時および詳細表示時）に表示されます
（拡大表示時はISO感度ボタンを押すと確認できます）。

CSMd6：s にセットして、誤ってDXマークがないフィルムを装填すると、上面表示パネル
およびファインダー内表示に Err が点滅し、背面表示パネルに「DX ERR」と表
示して警告しますが、通常、フィルムを1コマ目まで空送りした後に行われるこの
警告を、電源スイッチONの状態で裏ぶたを閉じただけで（1コマ目まで空送りせ
ずに）行われるように変更できます（xP.104）。

■フィルム感度のセットと確認
DXマークの付いていないフィルムを使用する場合や、DXマーク付きでもフィ
ルム感度を変更して増感撮影する場合は、下記の操作でフィルム感度を設定し
てください。

フィルムについて －つづき－

フィルムの増感・減感について

● DXマーク付フィルムを装填しても、s 以外の感度にセットするとその感度が優先され
ますので、フィルムの増感・減感を行う撮影に便利です。
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■給送モードの選択
給送モードダイヤルにより、S（1コマ巻き上げ）、CL（低速連続巻き上げ）、
CH（高速連続巻き上げ）、CS（超低速連続巻き上げ）、V（セルフタイマー）、
M-UP（ミラーアップ）から選択できます。

給送モードセレクトダイヤルロックボタンを押しな
がら、給送モードセレクトダイヤルをセットします。

※：巻き上げ速度は、フォーカスモードC、露出モード ¢、シャッタースピード1/250秒以
上、常温20℃、新品3Vリチウム電池使用時の1～36コマ撮影時の平均値です（［ ］内
は別売のマルチパワーバッテリーパックMB-40使用時 xP.172）。

電池消耗時の巻き上げ速度について

● 給送モードS、CH、およびセルフタイマー時に、電池が消耗している場合（バッテリー
チェック表示 の点灯時）は、通常はミラーダウン開始時に行われるフィルム巻き
上げが、ミラーダウン完了後に行われるように自動的に切り換わるため、巻き上げ速度
が遅くなります。この場合、早めの電池交換をおすすめします。

S ： 1コマ巻き上げ
シャッターボタンを押すごとに、フィルムが1コマずつ巻き上げられます。

CL ： 低速連続巻き上げ
シャッターボタンを押し続けると、フィルムが最高約2コマ／秒［約4コマ／秒］
で連続して巻き上げられます。

CH ： 高速連続巻き上げ
シャッターボタンを押し続けると、フィルムが最高約5.5コマ／秒［約8コマ／秒］
で連続して巻き上げられます。

CS ： 超低速連続巻き上げ
シャッターボタンを押し続けると、フィルムが最高約1コマ／秒［約2コマ／秒］
で連続して巻き上げられます。巻き戻し速度も遅くなり、巻き戻し音は小さくなり
ます。

V ：セルフタイマー
記念写真など、撮影者自身も一緒に写りたい時などに便利です（xP.84）。

M-UP： ミラーアップ
ミラーによる振動などを防止したい場合などに、1回目のレリーズでミラーをアッ
プさせ、2回目のレリーズで露光を行うことができます（xP.86）。

● 給送モードの種類と特徴は次のとおりです。
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フィルムについて －つづき－

■ボタン操作によるフィルムの自動巻き戻し

R1ボタンカバーを開けてR1ボタンを押してから、
R2ボタンを押します。

● フィルム巻き戻し中は、上面表示パネルおよびファイ
ンダー内表示にフィルム巻き戻し表示 o–– が点滅し、
フィルムコマ数がカウントダウン表示されます。背面表
示パネルには「巻き戻し中」と表示されます。

● 上面表示パネルおよびファインダー内表示に E が点滅
し、背面表示パネルに「巻き戻し完了」と表示されると、
巻き戻しは完了です（半押しタイマーがOFFになると、
上面表示パネルの E が点灯に変わり、ファインダー内表
示、および背面表示パネルの「巻き戻し完了」は消灯し
ます）。裏ぶたを開けてフィルムを取り出してください。

撮影途中でフィルムを巻き戻す時や、カスタムメニューの「d2：自動巻き戻
し」（xP.103）を「巻き戻し操作」にセットした場合は下記の操作で巻き
戻しを行ってください。

フィルムの巻き戻しが行われない場合

● 電池容量が極端に低下している場合や低温時には、上面
表示パネルおよびファインダー内表示に、フィルム巻き
戻し表示 o–– とフィルムカウンターが点滅し、フィル
ムの巻き戻しが行われなかったり、巻き戻し途中でモー
ターが停止したりすることがあります。このような時は、
いったん電源スイッチをOFFにして電池を交換した後、電源スイッチをONにして、再
度巻き戻し操作を行うか、巻き戻しクランクを使用して手動で巻き戻しを行ってくださ
い（xP.49）。

● フィルムの巻き戻し中に電源スイッチをOFFにすると、モーターが停止します。このよ
うな時は、電源スイッチをONにして、再度巻き戻し操作を行うか、巻き戻しクランク
を使用して手動で巻き戻しを行ってください（xP.49）。

CSMd3：フィルムを巻き戻す時に、パトローネ内にフィルムを全て巻き取らずに、フィルム
リーダー部を残すように変更できます。（xP.103）。

巻き戻しを行う際は、巻き戻しノブが下がっていることを確認してください

● 巻き戻しノブが上がったままでは、フィルムの巻き戻しができません。
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■巻き戻しクランクによるフィルムの手動巻き戻し
巻き戻しクランクを使用して、手動でフィルムを巻き戻すことができます。

電源スイッチをONにし、R1ボタンカバーを開
けてR1ボタンを押します。1

巻き戻しクランクを起こして < の方向へ回し、
フィルムを巻き戻します。
● フィルムの巻き戻しが終わりに近づくと、クランクの
回転が少し軽くなります（これは、フィルムがスプー
ルから離れる時です）。その後、さらにフィルムを充
分に巻き取ります。

● 上面表示パネルおよびファインダー内表示に E が
点滅し、背面表示パネルに「巻き戻し完了」と表示
されると、巻き戻しは完了です（半押しタイマーが
OFFになると、上面表示パネルの E が点灯に変わ
り、ファインダー内表示、および背面表示パネルの
「巻き戻し完了」は消灯します）。裏ぶたを開けて
フィルムを取り出してください。

2

R1ボタンについて

● 撮影途中で誤ってR1ボタンを押してしまった場合は、シャッターボタンを押しこむと
R1ボタンを元に戻すことができます（この場合、シャッター幕は開かずにフィルムが
1コマ送られますが、フィルムカウンターは変わりません）。

フィルムカウンターについて

● フィルム巻き戻し中のコマ数をフィルムカウンターに表示しますが、フィルムカウンター
に表示されるコマ数は実際のコマ数と一致しない場合があります。

手動巻き戻し時のご注意

● フィルムを完全にパトローネに巻き取らないうちは（先端を残したまま）、シャッターを
きらないでください。シャッター幕を破損させることがあります。
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■AFサーボの選択
シングルAFサーボ（フォーカス優先）とコンティニュアスAFサーボ（レリー
ズ優先）の、2つのAFサーボから選べます。

オートフォーカス

ノーマル表示時

フォーカスモードセレクトダイヤルをS（シングル
AFサーボ）、またはC（コンティニュアスAFサーボ）
にセットします。
● セットされたAFサーボは、背面表示パネル（ノーマル
表示時および詳細表示時）に、シングルAFサーボの場
合は「AF-S」、コンティニュアスAFサーボの場合は
「AF-C」と表示されます。
● AFサーボの種類と特徴は次のとおりです。

S：シングルAFサーボ（AF-S・フォーカス優先モード）
ファインダー内ピント表示 ● が点灯している時のみ
シャッターがきれるフォーカス優先モードです。ピン
ト表示 ● が点灯した状態でシャッターボタンの半押
しを続けると、ピントはそこで固定（フォーカスロッ
ク）されます（連続撮影時にもフォーカスロックされ
続けます）。ただし、初めから動いている被写体には
予測駆動フォーカス（xP.35）に切り換わり、被写
体の動きに応じてピントを追い続け、ピントが合って
いるとカメラが判断するとシャッターがきれる状態に
なります。被写体が静止した時はピント表示 ● が点
灯して、ピントはそこでフォーカスロックされます。

C：コンティニュアスAFサーボ（AF-C・レリーズ優先モード）
ファインダー内ピント表示 ● の点灯、消灯にかかわ
らず、いつでもシャッターをきることができるレリー
ズ優先のモードです。いったんピント表示 ● が点灯
してもフォーカスロックは行われず、シャッターをき
るまでピント合わせの動作を続けます。また、シャッ
ターボタンの半押しを続けると、動いている被写体に
は予測駆動フォーカス（xP.35）に切り換わり、被
写体の動きに応じてピントを追い続けます。
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マニュアルフォーカスについて

● フォーカスモードセレクトダイヤルをMにセットすれ
ば、マニュアルフォーカス（手動）でピント合わせが行
えます（xP.63）。

CSMa4：オートフォーカスでピント合わせる時に、シャッターボタンの半押しではなく、
AF作動ボタンの操作でのみオートフォーカスが作動するように変更できます
（xP.97）。
・この場合、AF作動ボタンを押し続けてカメラが自動的に被写体にピントを合わ
せた後に、AF作動ボタンから指をはなせばフォーカスロック（xP.60）と同
じような効果が得られます。

CSMc3：AF作動ボタンとAE/AFロックボタンの機能を、下記のように変更できます
（xP.102）。
・AF作動ボタンの機能とAE/AFロックボタンの機能を入れ換えます。
・AE/AFロックボタンもAF作動ボタンとして機能します（AF作動ボタンの機能
は変更しません）。
・AF作動ボタンもAE/AFロックボタンとして機能します（AE/AFロックボタン
の機能は変更しません）。

AF作動ボタンについて

● オートフォーカスで撮影中にAF作動ボタンを押し続け
ると、シャッターボタンの半押しを続けた時と同様にカ
メラが自動的に被写体にピントを合わせます。

レンズ側のAF作動機能について

● レンズ側でもオートフォーカス動作ができるAF作動機能を備えたレンズがあります
（AF-S VR ED200mm F2G、AF-S VR ED200-400mm F4Gなど）。詳細はレンズ
の使用説明書をご覧ください。



52

■フォーカスエリアの選択

このカメラには、撮影画面内の広い範囲をカバーする11カ所のフォーカスエ
リアがあります。被写体の位置や構図に合わせてフォーカスエリアの位置を
選択できますので、被写体の状況によっては撮影したい構図のままピント合
わせが行え、フォーカスロック（xP.60）の手間を省くことができます。

AFエリアモードセレクトダイヤルを 以外に
合わせます。
● AFエリアモードセレクトダイヤルを に合わせる
と、フォーカスエリアを選択することができません。

1

マルチセレクターロックレバーを回転させてロッ
クを解除し、マルチセレクターでフォーカスエリ
アを選択します。
● シングルエリアAFモード時およびダイナミックAF
モード時には1カ所、グループダイナミックAFモー
ド時には1グループを選択できます。

● シャッターボタンを半押しし、マルチセレクターの
≤／≥／<／>を押して希望するフォーカスエリ
アを選択します（マルチセレクターの中央を押すと、
中央のフォーカスエリアまたは中央のフォーカスエ
リアグループが選択されます）。

● ファインダー内では、選択したフォーカスエリアの
フレームが一瞬点灯します。

● 背面表示パネル（ノーマル表示時および詳細表示時）
には、選択したフォーカスエリアまたはフォーカス
エリアグループが表示されます。

2

シングルエリアAFモード時

オートフォーカス －つづき－
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CSMa5：マニュアルフォーカス時や連写時に、ファインダー内のフォーカスフレームが点灯
しないように変更できます。また、フォーカスエリア選択時のフォーカスフレーム
点灯時間を0.2秒または1秒のいずれかにセットできます（xP.97）。

CSMa6：マルチセレクターの押す位置を変えることなく反対側のフォーカスエリアの選択が
可能になる循環方式に変更できます（xP.98）。

CSMf1 ：マルチセレクターの中央を押したときの機能を、ファインダー内で選択されている
フォーカスエリアのフレームを点灯させるように変更したり、中央を押しても何も
機能しないように変更したりできます（xP.109）。

背面表示パネルのフォーカスエリア表示について

● 背面表示パネル（ノーマル表示時および詳細表示時）のフォーカスエリア表示は以下の
とおりです。

：シングルエリアAFモード
選択したフォーカスエリアが表示されます。

：ダイナミックAFモード
選択したフォーカスエリアが表示されます。

：グループダイナミックAFモード
選択したフォーカスエリアグループが、P.55のイラストのように表示されます。

：至近優先ダイナミックAFモード
全てのフォーカスエリアが「 ■ 」で表示されます（フォーカスエリアはカメラが
自動的に選択します xP.55）。

マルチセレクターロックレバーについて

● フォーカスエリアを選択した後、マルチセレクターロックレバーを回転させてロックす
ると、フォーカスエリアを選択した位置に固定することができます。

ファインダースクリーン交換時について

● ファインダースクリーンを別売の他のタイプ（xP.174）に交換しても、フォーカス
エリアの選択は可能です。
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■AFエリアモードの選択
オートフォーカス時に、11カ所のフォーカスエリアをどのように活用してピント
合わせを行うか、撮影状況などに応じて4つのAFエリアモードから選択できます。

：シングルエリアAFモード
11カ所のフォーカスエリアの中から、撮影者自身が選択した1つのフォーカスエリア
だけでピント合わせを行うモードです。このモードは、動きの少ない被写体に対して
選択したフォーカスエリア単独で正確にピントを合わせいたい場合などに便利です。
● 背面表示パネル（ノーマル表示時および詳細表示時）には選択したフォーカスエ
リアが表示されます。

AFエリアモードセレクトダイヤルで、AFエリアモー
ドをセットします。
● AFエリアモードの種類と特徴は次のとおりです。

オートフォーカス －つづき－

：ダイナミックAFモード
撮影者自身が選択した1つのフォーカスエリアからピントを合わせたい被写体が一時
的に外れてしまった場合でも、他のフォーカスエリアからのピント情報を利用してピ
ント合わせを行うことが可能です（ファインダー内のフォーカスエリア表示は変化し
ません）。このモードは動いている被写体（特に不規則な動きをする被写体）を追い
続ける時など、被写体をフォーカスエリアに正確に捉え続けることが困難な場合に便
利です。
● 背面表示パネル（ノーマル表示時および詳細表示時）には選択したフォーカスエ
リアが表示されます。

：グループダイナミックAFモード
隣り合う複数のフォーカスエリアを組み合わせて、「中央、上、下、左、右」の5つ
のフォーカスエリアグループを構成し、撮影者自身がそのうちの1つのフォーカスエ
リアグループを選択します。選択されたフォーカスエリアグループ内の中央のフォー
カスエリア（次ページのイラスト中の■）を使用してピント合わせを行います。動き
回る被写体のおおよその位置が予測できる場合などに便利です。
● 背面表示パネル（ノーマル表示時および詳細表示時）には選択したフォーカスエ
リアグループが次ページのイラストように表示されます。

● カスタムメニュー「a3：グループダイナミックAF」（xP.96）で次のように変
更できます。
・フォーカスエリアの組み合わせを、「中央1、中央2、上、下、左、右」の6つの
フォーカスエリアグループに変更できます［パターン2（中央優先）、パターン2
（至近優先）］。
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：至近優先ダイナミックAFモード
11カ所のフォーカスエリアのうち、自動的に最も手前にある被写体に重なっている
フォーカスエリアを使用してピント合わせを行う方法です。11カ所のフォーカスエ
リアのいずれかにピントが合いますので、ピントの外れた写真を避けることができ
ます。
● フォーカスモードがS（シングルAFサーボ）の場合、最終的にピントを合わせた
フォーカスエリアのフレームが一瞬点灯します。また、フォーカスモードがC（コ
ンティニュアスAFサーボ）の場合でも、カスタムメニュー「a1：AF-Cモードの
優先」（xP.96）を「フォーカス」にセットすると、同様に点灯します。

● 背面表示パネル（ノーマル表示時および詳細表示時）には全てのフォーカスエリ
アが「 ■ 」で表示されます。

● 望遠レンズ使用時および被写体の輝度が低い時には、至近のフォーカスエリアが
選択されない場合があります。その際にはシングルエリアAFモードのご使用をお
すすめします。

・選択されたフォーカスエリアグループ内で至近優先ダイナミックAFモードのよ
うにピント合わせを行うように変更できます［パターン1（至近優先）、パター
ン2（至近優先）］。

● フォーカスエリアグループの組み合わせは以下のとおりです。

・中央1と中央2の切り換えは、マルチセレクターの中央を押して行います。ただ
し、カスタムメニュー「f1：中央釦の機能」（xP.109）を「AFエリア中央リ
セット」以外にセットしている場合は切り換えることができません。

中央 上 下 左 右

■パターン1（至近優先）

中央1 中央2 上 下 左 右

■パターン2（至近優先）

中央 上 下 左 右

■パターン1（中央優先）［初期設定］

中央1 中央2 上 下 左 右

■パターン2（中央優先）
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■オートフォーカス機能の組み合わせと特長（シングルAFサーボ：AF-S）

AFサーボ AFエリアモード
フォーカス
フレームの点灯

フォーカスエリア
の選択

背面表示
パネル※1

AF-S
シングルエリア
AFモード

選択したフォーカ
スエリア

任意選択

AF-S
ダイナミック
AFモード

選択したフォーカ
スエリア

任意選択

AF-S
グループ
ダイナミック
AFモード

選択したフォーカ
スエリアグループ

任意選択（グルー
プ内の中央※2）

AF-S
至近優先
ダイナミック
AFモード

最終的にピントを
合わせたフォーカ
スエリア

自動選択

※1：表示例は中央のフォーカスエリアまたはフォーカスエリアグループを選択した場合（ノー
マル表示時および詳細表示時）です（至近優先ダイナミックAFモード時はフォーカスエ
リアを選択することはできません）。また、グループダイナミックAFモードのフォーカス
エリアグループの組み合わせは「パターン1（中央優先）」の場合です。

※2：カスタムメニューの「a3：グループダイナミックAF」（xP.96）を「パターン1
（至近優先）」または「パターン2（至近優先）」にセットした場合、選択したフォーカ
スエリアグループ内で、自動的に最も手前にある被写体に重なっているフォーカスエ
リアを使用してピント合わせを行います。

オートフォーカス －つづき－
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ピント合わせの動作 次のような被写体に便利です

撮影者自身が選択したフォーカスエリアだけを使用して
ピント合わせを行います。ピントが合うとシャッターボ
タンを半押ししている間はフォーカスロックされます。

静止被写体を撮影する場合な
ど、一般的な撮影に便利です。

撮影者自身が選択したフォーカスエリアを使用してピン
ト合わせを行います。ピントが合うとシャッターボタン
を半押ししている間はフォーカスロックされます。ただ
し、ピントが合う前に選択したフォーカスエリアから被
写体が外れると、他のフォーカスエリアからのピント情
報を利用してピント合わせを行います。

動きのある被写体にも対応す
るなど、スナップ写真で汎用
的に撮影する場合に便利です。

撮影者自身が選択したフォーカスエリアグループ内の中
央のフォーカスエリア※2を使用してピント合わせを行い
ます。ピントが合うとフォーカスロックされますが、ピ
ントが合う前にピント合わせを行っているフォーカスエ
リアから被写体が外れると、選択したフォーカスエリア
グループ内の他のフォーカスエリアからのピント情報を
利用してピント合わせを行います。

スナップ写真などで、ピント
合わせはカメラまかせにし
て、構図を工夫して撮影した
い場合に便利です。

11カ所のフォーカスエリアのうち、自動的に最も手前
にある被写体に重なっているフォーカスエリアを使用し
てピント合わせを行います。ピントが合うとフォーカス
ロックされますが、ピントが合う前にピントを合わせて
いるフォーカスエリアから被写体が外れると、他のフォ
ーカスエリアからのピント情報を利用してピント合わせ
を行います。

スナップ写真などピント合わ
せをカメラまかせにして、気
軽に撮影する場合に便利です。

CSMa2：フォーカスモードがS（シングルAFサーボ）の時に、ピントが合っていなくても
シャッターがきれるようにレリーズ優先に変更できます（xP.96）。
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■オートフォーカス機能の組み合わせと特長（コンティニュアスAFサーボ：AF-C）

AFサーボ AFエリアモード
フォーカス
フレームの点灯

フォーカスエリア
の選択

背面表示
パネル※1

AF-C
シングルエリア
AFモード

選択したフォーカ
スエリア

任意選択

AF-C
ダイナミック
AFモード

選択したフォーカ
スエリア

任意選択

AF-C
グループ
ダイナミック
AFモード

選択したフォーカ
スエリアグループ

任意選択（グルー
プ内の中央※2）

AF-C
至近優先
ダイナミック
AFモード

点灯しません 自動選択

※1：表示例は中央のフォーカスエリアまたはフォーカスエリアグループを選択した場合（ノー
マル表示時および詳細表示時）です（至近優先ダイナミックAFモード時はフォーカスエ
リアを選択することはできません）。また、グループダイナミックAFモードのフォーカス
エリアグループの組み合わせは「パターン1（中央優先）」の場合です。

※2：カスタムメニューの「a3：グループダイナミックAF」（xP.96）を「パターン1
（至近優先）」または「パターン2（至近優先）」にセットした場合、選択したフォーカ
スエリアグループ内で、自動的に最も手前にある被写体に重なっているフォーカスエ
リアを使用してピント合わせを行います。

オートフォーカス －つづき－
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ピント合わせの動作 次のような被写体に便利です

撮影者自身が選択したフォーカスエリアだけを使用して
ピント合わせを行います。ピントが合ってもフォーカス
ロックされず、シャッターをきるまでピントを合わせ続
けます。

モータースポーツや陸上競技
などで、１つのフォーカスエ
リアでとらえ続ける場合に便
利です。

撮影者自身が選択したフォーカスエリアを使用してピン
ト合わせを行います。ピントが合ってもフォーカスロッ
クされません。選択したフォーカスエリアから被写体が
外れると、他のフォーカスエリアからのピント情報を利
用して同じ被写体に対してピント合わせを行います。

被写体の動きを予想しづら
く、１つのフォーカスエリア
でとらえ続けることが困難な
場合に便利です。

撮影者自身が選択したフォーカスエリアグループ内の中
央のフォーカスエリア※2を使用してピント合わせを行い
ます。ピントが合ってもフォーカスロックされません。
ピントを合わせているフォーカスエリアから被写体が外
れると、選択したフォーカスエリアグループ内の他の
フォーカスエリアからのピント情報を利用して同じ被写
体に対してピント合わせを行います。

動きの激しい被写体を、ピン
ト合わせはカメラまかせにし
て、構図を工夫して撮影した
い場合に便利です。

11カ所のフォーカスエリアのうち、自動的に最も手前に
ある被写体に重なっているフォーカスエリアを使用して
ピント合わせを行います。ピントが合ってもフォーカス
ロックされません。ピントを合わせているフォーカスエ
リアから被写体が外れると、他のフォーカスエリアから
のピント情報を利用してピント合わせを行います。

動きのある被写体を、ピント
合わせはカメラまかせにし
て、気軽に撮影する場合に便
利です。

CSMa1：フォーカスモードがC（コンティニュアスAFサーボ）の時、通常よりもピント合わ
せを優先させる状態に変更できます。また、ピントが合っている時のみシャッター
がきれるようにフォーカス優先にも変更できます（xP.96）。
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■フォーカスロック撮影

オートフォーカスで主要被写体（ピントを合わせたい人物やものなど）が11
カ所のフォーカスエリアのいずれからも外れる構図の時に使用します。また、
「オートフォーカスが苦手な被写体」（xP.62）にも有効です。フォーカス
ロックの方法はシングルAFサーボ（AF-S）とコンティニュアスAFサーボ
（AF-C）で異なります。

ピントを合わせたい被写体にフォーカスエリア
を重ねて、シャッターボタンを半押しします。
● ピントが合うとピント表示 ● が点灯します。

1

2 ピント表示 ● が点灯したら、フォーカスロック
を行います。

■シングルAFサーボ（AF-S）の場合
● シャッターボタンの半押しを続けると、ピント
がそのまま固定（フォーカスロック）されます。

● AE/AFロックボタンを押してフォーカスロック
を行うこともできます（コンティニュアスAF
サーボの場合をご覧ください）。

■コンティニュアスAFサーボ（AF-C）の場合
● シャッターボタンを半押ししたまま、AE/AFロ
ックボタンを押し続けると、ピントがそのまま固
定（フォーカスロック）されます。
・シャッターボタンから指を離しても、AE／AF
ロックボタンを押している間はフォーカスロッ
クされます。また、AEロック（xP.74）も
同時に行われます。

オートフォーカス －つづき－
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（xP.101）。

CSMc3：AF作動ボタンとAE/AFロックボタンの機能を、下記のように変更できます
（xP.102）。
・AF作動ボタンの機能とAE/AFロックボタンの機能を入れ換えます。
・AE/AFロックボタンもAF作動ボタンとして機能します（AF作動ボタンの機能
は変更しません）。
・AF作動ボタンもAE/AFロックボタンとして機能します（AE/AFロックボタン
の機能は変更しません）。

フォーカスロックを行ったまま、構図を決めて
撮影します。
● フォーカスロック後は、主要被写体との撮影距離
を変えないでください。

● シャッターボタンの半押しでフォーカスロックを
行った場合は、シャッターをきった後もシャッター
ボタンから指を離さずに再度シャッターボタンを押
し込めば、ピントを固定したまま繰り返し撮影でき
ます。AE/AFロックボタンでフォーカスロックを
行った場合は、AE/AFロックボタンを押したまま
再度シャッターボタンを押せば、ピントを固定した
まま繰り返し撮影できます。

● ピントが固定された後に被写体が動いた（撮影距
離が変化した）場合は、いったんシャッターボタン
やAE/AFロックボタンから指を離してフォーカス
ロックを解除し、ピントを合わせ直してください。

3
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■オートフォーカスが苦手な被写体について

■明暗差がはっきりしない場合
● 白壁や背景と同色の服をきている人物など。

■連続した繰り返しパターンの被写体
● ビルの窓など。

■フォーカスエリア内の被写体の輝度差が著しく異なる場合
● 太陽が背景に入った日陰の人物など。

■フォーカスエリア内に遠いものと近いものが混在する被写体
● オリの中の動物や木の前の人物など。

■フォーカスエリアに対して主要被写体が小さい場合
● フォーカスエリア内に遠くの建物と近くの人物が混在する場合
など。

■絵柄がこまかな場合
● 一面の花畑など、小さな被写体や、明暗差が少ない被写体など。

オートフォーカス －つづき－

次のような被写体では、オートフォーカスでピント合わせができない場合が
あります。このような場合は、フォーカスモードをM（マニュアルフォーカ
ス xP.63）に切り換えてマニュアルでピントを合わせるか、おおよそ同じ
距離の被写体にピントを合わせてフォーカスロック（xP.60）を行い、そ
のまま構図を元に戻して撮影してください。

被写体が非常に暗い場合

● マルチエリアアクティブ補助光（AF補助光）またはアクティブ補助光（AF補助光）を
備えた別売のスピードライトを装着することにより、オートフォーカスによるピント合
わせが行いやすくなります。マルチエリアアクティブ補助光（AF補助光）については
P.159を、アクティブ補助光（AF補助光）についてはP.167をご覧ください。
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フォーカスモードセレクトダイヤルを M にセットすれば、マニュアルフォー
カス（手動）でピント合わせが行えます。

フォーカスモードセレクトダイヤルをM（マニュア
ル）にセットします。ピントはレンズの距離リング
を回して、ファインダースクリーンのマット面の像
がはっきり見えるように合わせます。

● シャッターは、ピント表示 ● の点灯、消灯にかかわら
ずきることができます。マニュアルフォーカスは、オー
トフォーカスが苦手な被写体（xP.62）を撮影する時
や、オートフォーカス撮影ができないレンズ（xP.40）
を装着している時にご使用ください。

● ファインダースクリーンをJ、A、L型（別売 xP.174）
に交換すると、ピント合わせが素早く行えます。

■マニュアルフォーカスによるピント合わせ

フォーカスモードセレクトダイヤルをM（マニュア
ル）にセットした時、開放絞りがf/5.6以上明るい
レンズを装着すると、ファインダー内ピント表示 ●
により合焦状態を確認できる「フォーカスエイドに
よるピント合わせ」が行えます。
● シャッターボタンを半押しして、半押しタイマーが作動
中にレンズの距離リングを回してピント表示 ● を点灯
させます。シャッターはいつでもきることができます。

● AFエリアモードセレクトダイヤルの位置にかかわらず、
撮影者自身がマルチセレクターでフォーカスエリアを選
択することができ、いずれのフォーカスエリアを選択し
てもフォーカスエイドが行えます。

● ファインダー内表示に < 表示が点灯している時は、ピ
ントを合わせたい被写体よりも手前にピントが合ってい
ます。 > 表示が点灯している時は、ピントを合わせた
い被写体よりも後方にピントが合っています。いずれの
場合も、レンズの距離リングを回してピント表示 ● を
点灯させてください。

■フォーカスエイドによるピント合わせ

マニュアルフォーカス

CSMa8：装着しているAF-SレンズまたはAF-IレンズをM/Aモードにセットし、カメラの
フォーカスモードをマニュアルフォーカスにセットした場合でも、オートフォーカ
ス撮影ができるように変更できます（xP.98）。
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被写体の光の状況に応じて、3つの測光モードから選べます。

測光モードダイヤルロックボタンを押しながら、測
光モードダイヤルで測光モードをセットします。

● ファインダー内に測光モード表示が表示されます。
● 装着レンズによっては使用できない測光モードがあり
ます（xP.40）。

● 測光モードの種類と特長は次のとおりです。

：3D-RGBマルチパターン測光
● 1005分割RGBセンサーから得られる画面全域のさ
まざまな情報を分類して露出を決定します。特に、
明るい色（白や黄色）の被写体や、暗い色（黒や濃
い緑色）の被写体が画面全体を大きく占めている場
合などにより威力を発揮し、目で見た感じに近い明
るさを再現します。

■測光モードの選択

測光モード

● GタイプまたはDタイプレンズ装着時のみ、画面内の最大輝度、輝度差情報に加え、カメラ
から被写体までの距離情報を加味して測光の精度を高めた3D-RGBマルチパターン測光と
なります。GタイプおよびDタイプ以外のCPUレンズ装着時や、「レンズ情報」（xP.149）
でレンズの焦点距離と開放絞り値を設定した非CPUレンズ装着時は、レンズからの距離情
報を用いないRGBマルチパターン測光となります。

● マルチパターン測光は、CPUレンズおよびレンズ情報の設定を行った非CPUレンズ装着
時のみ可能です。これ以外の場合は、マルチパターン測光にセットしても、自動的に中央
部重点測光に切り換えて制御します。

● AEロック（xP.74）や露出補正（xP.76）を行う時は、中央部重点測光またはスポッ
ト測光をおすすめします。

● ファインダースクリーンをU型に交換した場合（別売 xP.174）は、中央部重点測光ま
たはスポット測光をおすすめします。

測光用センサーイメージ図
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：中央部重点測光
● 中央部重点測光はファインダー中央部（φ12mmの
円内）を重点的に測光して露出値を決定します。φ
12mmの円内の露出を基準に撮影したい場合に適し
ています。

CSMb4：中央部重点測光設定時の測光範囲をφ8mm、12mm、15mm、20mmのいずれ
かに、または測光方式を画面全体の平均測光に変更できます（xP.100）。

：スポット測光
● フォーカスエリアに重なるφ4mm相当（全画面の約
1.5％）を部分的に測光して露出値を決定します。逆
光時やコントラストの差が激しい時など、フォーカ
スエリア相当の狭い範囲の露出を基準に撮影したい
場合に適しています。

● 測光エリアは選択されているフォーカスエリアに連動するため、撮影したい構図のまま、
マルチセレクターを操作して測光エリアを変えることができます。ただし、グループダ
イナミックAFモード時（xP.54）は、選択されたフォーカスエリアグループ内の中央
のフォーカスエリアに相当する部分を測光します。また、以下の場合、フォーカスエリ
アの連動は行われず、画面中央のフォーカスエリアに相当する部分を測光します。
・至近優先ダイナミックAFモード時（xP.55）
・非CPUレンズ使用時（xP.41）
・カスタムメニュー「b6：スクリーン補正」（xP.100）で「BorE以外」にセットし
た場合（測光範囲はφ6mm相当［全画面の約3.3％］に変更されます）

露出倍数のかかるフィルターの使用について

● 露出倍数のかかるフィルター（xP.177）を使用する場合、マルチパターン測光の効
果が得られない場合がありますので、測光モードを中央部重点測光に切り換えて撮影す
ることをおすすめします。

CSMf3 ：ファンクション釦機能を「 簡易設定」、「 簡易設定」、「 簡易設定」のいず
れかにセットすると、ファンクションボタンを押している間だけ、一時的にセット
した測光モードに切り換わるように変更できます（xP.110）。
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撮影状況に応じて、最適露出となるようプログラム線図に従ってカメラが自
動的に露出制御を行います。プログラムシフトや露出補正（xP.76）、オー
トブラケティング（xP.77）などの併用により、高度な撮影も楽しめます。
・CPUレンズ装着時のみ使用できます。

■ ¡：プログラムオート

露出モードボタンを押しながら、メインコマンド
ダイヤルで露出モードを ¡ にセットします。1

2 構図を決め、ピントを合わせて撮影します。

各露出モードによる撮影

レンズの絞りリングについて

● Gタイプ以外のCPUレンズの絞りリングが最小絞りにセットされていない時は、上面表
示パネルとファインダー内表示に ƒEE が点滅し、シャッターがきれません。

■プログラムシフトについて

● プログラムオートで撮影中にメインコマンドダイヤルを
回すと、露出を一定にしたままシャッタースピードと絞
りの組み合わせを変えることができます。この機能によ
り、プログラムオートにセットしたままシャッター優先
オートや絞り優先オートのような使い方ができます。プ
ログラムシフト中は上面表示パネルにプログラムシフト
マーク が点灯します。解除は、プログラムシフトマー
ク が消灯するまでメインコマンドダイヤルを回す、他
の露出モードに切り換える、電源スイッチをOFFにする、
カスタムメニュー「b1：露出設定ステップ」（xP.99）
の設定の変更を行う、ツーボタンリセット（xP.153）
を行うなどで可能です。
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CSMb1：上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびファイン
ダー内表示に表示されるシャッタースピードと絞りのステップを1/2段または1段
に変更できます（xP.99）。

非CPUレンズ使用時について

● 非CPUレンズを装着すると、露出モードを自動的に £（絞り優先オート）に切り換えて
制御します。この場合、上面表示パネルの ¡ が点滅して警告し、ファインダー内表示に
£ が点灯します。「レンズ情報」（xP.149）でレンズの開放絞り値を設定した場合は、
上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびファインダー
内表示に絞り値が表示されます。この場合、絞りリングによる中間絞りのセットは可能
ですが、表示は1段単位になります。開放絞り値を設定しない場合、絞り値表示が開放
からの絞り段数表示（例： 2［開放から2段の場合］）となりますので、絞りのセット
と確認は、レンズの絞りリングで行ってください。

警告表示について

● 次の警告が上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびファ
インダー内表示に点灯した場合、被写体が明るすぎたり（露出オーバー）暗すぎたりして
（露出アンダー）、カメラの制御範囲を超えています。以下のように対応してください。

・HI：ND（光量調節用）フィルター（別売）を使用してください。
・Lo：スピードライト（別売）を使用してください。

：
ISO 100、開放絞り
f/1.4・最小絞りf/16の
レンズ（例：AF50mm
F1.4D）の場合

（シャッタースピード）

絞
り
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13

-2 -1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

f/1.4

f/1

f/2

f/2.8

f/4

f/5.6

f/8

f/11

f/16

f/22

f/32
30" 15" 8" 4" 2" 1" 2 4 8 15 30 60 125 250 500 1000 200040008000

22

21

20

19

18

17

16

15
14
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16
1 /3

測光範囲EV 0～20

● フィルム感度に応じた測光範囲により、EV値の両端に制限があります。
● マルチパターン測光では、ISO 100の時161/3を越えるEV値では、全て161/3として制
御されます。

プログラム線図について

● プログラム線図はプログラムオート撮影時の露出制御をグラフにしたものです。
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撮影者がシャッタースピード（30秒～1/8000秒、X）をセットすれば、絞
りはカメラが自動制御します。スポーツシーンの撮影などで被写体の動きを
速いシャッタースピードで写し止める、または遅いシャッタースピードで強
調するなど、シャッタースピードを重視した撮影に最適です。
・CPUレンズ装着時のみ使用できます。

■ ™：シャッター優先オート

露出モードボタンを押しながら、メインコマン
ドダイヤルで露出モードを ™ にセットします。1

メインコマンドダイヤルでシャッタースピード
（30秒～1/8000秒、X）をセットします。2

構図を決め、ピントを合わせて撮影します。3

各露出モードによる撮影 －つづき－

buLb が点滅した場合について

● 露出モードを ¢（マニュアル）にして buLb にセットした後、buLb を解除しないで
™（シャッター優先オート）にセットすると、buLb 表示が点滅してシャッターはきれ
ません。™ で撮影する場合はメインコマンドダイヤルを回して buLb 以外のシャッター
スピードにセットしてください。
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CSMb1：上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびファイン
ダー内表示に表示されるシャッタースピードと絞りのステップを1/2段または1段
に変更できます（xP.99）。

CSMf4 ：サブコマンドダイヤルでシャッタースピードのセットが行えるように変更できます
（xP.111）。

レンズの絞りリングについて

● Gタイプ以外のCPUレンズの絞りリングが最小絞りにセットされていない時は、上面表
示パネルとファインダー内表示に ƒEE が点滅し、シャッターがきれません。

非CPUレンズ使用時について

● 非CPUレンズを装着すると、露出モードを自動的に £（絞り優先オート）に切り換えて
制御します。この場合、上面表示パネルの ™ が点滅して警告し、ファインダー内表示に
£ が点灯します。「レンズ情報」（xP.149）でレンズの開放絞り値を設定した場合は、
上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびファインダー
内表示に絞り値が表示されます。この場合、絞りリングによる中間絞りのセットは可能
ですが、表示は1段単位になります。開放絞り値を設定しない場合、絞り値表示が開放
からの絞り段数表示（例： 2［開放から2段の場合］）となりますので、絞りのセット
と確認は、レンズの絞りリングで行ってください。

警告表示について

● 次の警告が上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびフ
ァインダー内表示に点灯した場合、被写体が明るすぎたり（露出オーバー）暗すぎたり
して（露出アンダー）、カメラの制御範囲を超えています（同時にオーバー、アンダーの
量を示す露出インジケーターが表示されます）。以下のように対応してください。
・HI：シャッタースピードをより高速側にセットし、それでも警告表示が消えない時は、

ND（光量調節用）フィルター（別売）を使用してください。
・Lo：シャッタースピードをより低速側にセットし、それでも警告表示が消えない時は、

スピードライト（別売）を使用してください。

シャッタースピードのロックについて

● 操作手順の2でセットしたシャッタースピードをロ
ックする場合は、コマンドロックボタンを押しな
がら、メインコマンドダイヤルで上面表示パネル
およびファインダー内表示にシャッタースピード
ロックマーク ¬ を点灯させます。背面表示パネル
（詳細表示時および拡大表示時）にはシャッタース
ピードが反転表示されます。解除する時は、コマ
ンドロックボタンを押しながらメインコマンドダ
イヤルでシャッタースピードロックマーク ¬ を消
灯させてください。

詳細表示時
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撮影者が絞り（最小絞り～開放絞り）をセットすれば、シャッタースピード
はカメラが自動制御します。手前から奥まで鮮明に写す、背景をボカすなど、
被写界深度（ピントの合う前後の範囲）を優先した撮影に最適です。また、
スピードライト撮影時には、絞りを変えることにより調光範囲の変更も行え
ます（xP.169）。

■ £：絞り優先オート

露出モードボタンを押しながら、メインコマンド
ダイヤルで露出モードを £ にセットします。1

サブコマンドダイヤルで絞り（最小絞り～開放
絞り）をセットします。2

各露出モードによる撮影 －つづき－

構図を決め、ピントを合わせて撮影します。3
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レンズの絞りリングについて

● Gタイプ以外のCPUレンズの絞りリングが最小絞りにセットされていない時は、上面表
示パネルとファインダー内表示に ƒEE が点滅し、シャッターがきれません。

非CPUレンズ使用時について

● 非CPUレンズを装着時に、「レンズ情報」（xP.149）でレンズの開放絞り値を設定し
た場合は、上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびフ
ァインダー内表示に絞り値が表示されます。この場合、絞りリングによる中間絞りのセ
ットは可能ですが、表示は1段単位になります。開放絞り値を設定しない場合、絞り値
表示が開放からの絞り段数表示（例： 2［開放から2段の場合］）となりますので、絞
りのセットと確認は、レンズの絞りリングで行ってください。

警告表示について

● 次の警告が上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびフ
ァインダー内表示に点灯した場合、被写体が明るすぎたり（露出オーバー）暗すぎたり
して（露出アンダー）、カメラの制御範囲を超えています（同時にオーバー、アンダーの
量を示す露出インジケーターが表示されます）。以下のように対応してください。
・HI：より大きい数値の絞りにセットし、それでも警告表示が消えない時は、ND（光

量調節用）フィルター（別売）を使用してください。
・Lo：より小さい数値の絞りにセットし、それでも警告表示が消えない時は、スピード

ライト（別売）を使用してください。

絞りのロックについて

● 操作手順の2でセットした絞りをロックする場合
は、コマンドロックボタンを押しながら、サブコ
マンドダイヤルで上面表示パネルおよびファイン
ダー内表示に絞りロックマーク ¬ を点灯させま
す。背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示
時）には絞りが反転表示されます。解除する時は、
コマンドロックボタンを押しながらサブコマンド
ダイヤルで絞りロックマーク ¬ を消灯させてくだ
さい。また、レンズを取り外した場合も解除され
ます。

CSMb1：上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびファイン
ダー内表示に表示されるシャッタースピードと絞りのステップを1/2段または1段
に変更できます（xP.99）。

CSMf4 ：メインコマンドダイヤルで絞りのセットを行えるように変更できます（xP.111）。
また、Gタイプ以外のCPUレンズ装着時に、レンズの絞りリングでのみ絞りのセッ
トを行えるように変更できます（xP.112）。

詳細表示時
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シャッタースピード（buLb、30秒～1/8000秒、X）も絞り（最小絞り～
開放絞り）も、撮影者が自由にセットできるので、上面表示パネルまたはファ
インダー内の露出インジケーターを見ながら、撮影状況や目的に合わせた露出
決定ができます。長時間露出（バルブ）もこのモードでセットします。

■ ¢：マニュアル

露出モードボタンを押しながら、メインコマンド
ダイヤルで露出モードを ¢ にセットし、構図を決
めます。

露出インジケーターを確認しながら、シャッター
スピードと絞りをセットします。
● シャッタースピード（buLb、30秒～1/8000秒、
X）はメインコマンドダイヤルでセットし、絞り
（最小絞り～開放絞り）はサブコマンドダイヤルで
セットします（どちらを先にセットしてもかまいま
せん）。

● シャッタースピードを buLb にセットすると長時
間露出（バルブ）撮影（xP.82）となります。

1

2

各露出モードによる撮影 －つづき－

シャッタースピードと絞りのロックについて

● セットしたシャッタースピードと絞りはそれぞれロックできます。シャッタースピード
のロック方法はP.69の「シャッタースピードのロックについて」を、絞りのロック方法
はP.71の「絞りのロックについて」をご覧ください。

構図を決め、ピントを合わせて撮影します。3
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CSMb1：上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびファイン
ダー内表示に表示されるシャッタースピードと絞りのステップを1/2段または1段
に変更できます（xP.99）。

CSMb5：露出モードが ¢（マニュアル）の時に、通常30秒まで設定できる低速側のシャッ
タースピードを、最長30分まで延長できます（xP.100）。

CSMf4 ：シャッタースピードのセットをサブコマンドダイヤルで、絞りのセットをメインコ
マンドダイヤルで行えるように変更できます（xP.111）。また、Gタイプ以外の
CPUレンズ装着時に、レンズの絞りリングでのみ絞りのセットを行えるように変
更できます（xP.112）。

レンズの絞りリングについて

● Gタイプ以外のCPUレンズの絞りリングが最小絞りにセットされていない時は、上面表
示パネルとファインダー内表示に ƒEE が点滅し、シャッターがきれません。

非CPUレンズ使用時について

● 非CPUレンズを装着時に、「レンズ情報」（xP.149）でレンズの開放絞り値を設定し
た場合は、上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびフ
ァインダー内表示に絞り値が表示されます。この場合、絞りリングによる中間絞りのセ
ットは可能ですが、表示は1段単位になります。開放絞り値を設定しない場合、絞り値
表示が開放からの絞り段数表示（例： 2［開放から2段の場合］）となりますので、絞
りのセットと確認は、レンズの絞りリングで行ってください。

AFマイクロレンズ装着時の露出倍数について

● AFマイクロレンズをこのカメラに装着して、外部露出計の測光値を参考に絞りをサブコ
マンドダイヤルでセットする場合、露出倍数を考慮する必要はありません。レンズの絞
りリングでセットする場合のみ、露出倍数を考慮した補正が必要となります。

露出インジケーターについて

● 露出インジケーターの見方は以下のとおりです（例：上面表示パネル）。
・カメラの測光範囲を超えると、露出インジケーターが点滅警告します

適正露出の状態

露出値のステップが
1/3段の場合

露出値のステップが
1/2段の場合

露出値のステップが
1段の場合

適正露出の状態 適正露出の状態

2/3段アンダーの状態 1/2段アンダーの状態 3段以上アンダーの状態

3段以上オーバーの状態 1/2段オーバーの状態 1段オーバーの状態
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AE/AFロックボタンを押したまま、構図を決
めて撮影します。

● AEロック中は、測光モードダイヤルを切り換えて
も測光モードは変わりません（AEロックを解除
［AE/AFロックボタンから指を離す］すれば変わ
ります）。

3

AEロック撮影は、撮影画面内の露出を合わせたい部分をスポット測光などに
より測光し、AE/AFロックボタンを押してその露出をカメラに記憶させて、
そのまま構図を変えて撮影する方法です。露出モードは ¢（マニュアル）以
外にセットしてください。

測光モードをスポット測光または中央部重点測
光にセットします。
● マルチパターン測光は充分なAEロックの効果が期
待できないため、おすすめできません。

1

露出を合わせたい部分にフォーカスエリア（ス
ポット測光時）または画面中央部（中央部重点
測光時）を重ね、シャッターボタンを半押しし
たままAE/AFロックボタンを押して、ピント表
示 ● の点灯を確認します。
● AE/AFロックボタンを押すと、ファインダー内にAE
ロック表示 AE-L が点灯します。

2

AEロック撮影
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測光モードごとの記憶される露出

● スポット測光時：
・シングルエリアAFモード時（xP.54）、ダイナミックAFモード時（xP.54）、マニ
ュアルフォーカス時（xP.63）は、選択したフォーカスエリアに相当する部分の露
出が記憶されます（全てCPUレンズ使用時）。
・グループダイナミックAFモード時（xP.54）は、選択したフォーカスエリアグルー
プ内の中央のフォーカスエリアに相当する部分の露出が記憶されます（CPUレンズ使
用時）。
・至近優先ダイナミックAFモード時（xP.55）、非CPUレンズ使用時（xP.41）、カ
スタムメニュー「b6：スクリーン補正」（xP.100）で「BorE以外」にセットした
場合は、画面中央のフォーカスエリアに相当する部分の露出が記憶されます。

● 中央部重点測光時：
・画面中央部φ12mmの円内の露出が記憶されます。

露出モードごとのAEロック中にできること

● ¡（プログラムオート）：プログラムシフト（xP.66）
● ™（シャッター優先オート）：シャッタースピードの変更
● £（絞り優先オート）：絞りの変更

・いずれも、変更した後の露出表示はそれぞれ制御されるシャッタースピード、絞り値が
表示されます。

オートフォーカス時のAEロック

● フォーカスロック（xP.60）も同時に行われますので、ピント表示 ● の点灯も確認し
てください。

CSMc1：シャッターボタンの半押しでAEロックが行えるように変更できます（xP.101）。

CSMc2：AE/AFロックボタンを押した時の機能を、下記のように変更できます（xP.101）。
・AEロックだけ行われるように変更できます。
・AE/AFロックボタンから指を離してもAEロックの状態が保持され、シャッター
をきる、半押しタイマーがOFFになる、または再度AE/AFロックボタンを押す
と解除されるように変更できます。
・AE/AFロックボタンから指を離してもAEロックの状態が保持され、半押しタイ
マーがOFFになる、または再度AE/AFロックボタンを押すと解除されるように
変更できます（シャッターをきってもAEロックは解除されません）。
・フォーカスロックだけ行われるように変更できます。
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露出補正とは、カメラが表示する適正露出値を意図的に変えることをいいま
す。たとえば、被写体にコントラストの強いものがある場合、カラースライド
撮影など適正露出の許容範囲（ラチチュード）が小さい時に段階的に露出をず
らして撮影する場合などに使用します。測光モードは中央部重点測光または
スポット測光をおすすめします。いずれの露出モードでもセット可能です。

露出補正ボタンを押しながら、メインコマンド
ダイヤルで補正量（1/3段ステップで±5段）
をセットします。
● 露出補正ボタンを押すと、露出インジケーターが
露出補正インジケーターとして補正量を表示し、イ
ンジケーターの 0 が点滅表示されます。

● 補正量をセットすると、上面表示パネルとファイ
ンダー内表示に露出補正マーク = が点灯します。
また、上面表示パネルおよび背面表示パネル（詳細
表示時および拡大表示時）には常に補正量が表示さ
れます。

● 露出補正ボタンを押している間、ファインダー内
表示の露出補正マークが、＋側にセットしている場
合は { と、－側にセットしてある場合は } と表
示されます。

● 露出補正を解除する場合は、露出補正ボタンを押
しながら、メインコマンドダイヤルで補正量を0.0
にセットするか、ツーボタンリセット（xP.153）
を行ってください（電源スイッチをOFFにしても
解除されません）。

CSMb2：露出補正量のステップを1/2段または1段に変更できます（xP.99）。
CSMb3：コマンドダイヤルの操作だけで、露出補正が行えるように変更できます（xP.99）。

1

露出補正

－1.0段補正（詳細表示時）

－1.0段補正

露出補正の目安

● 被写体（人物など）に対して、背景が明るい場合は＋側に、背景が暗い場合は－側に補
正するのが基本です。

2 構図を決め、ピントを合わせて撮影します。

スピードライト使用時に露出補正を行うと、同時にスピードライトの発光量も
補正されます
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オートブラケティングをセットすれば、カメラが表示する適正露出値（露出
モードが ¢［マニュアル］の場合は撮影者がセットした露出値）に対して、
シャッターをきるごとにセットした撮影コマ数（最大7コマ）まで、セット
した補正ステップで自動的に露出をずらした（露出補正なしで最大±3段）
撮影が行えます。いずれの露出モードでもセット可能です。

オートブラケティングボタンを押しながら、メイ
ンコマンドダイヤルで撮影コマ数を、サブコマン
ドダイヤルで補正ステップをセットします。
● オートブラケティングボタンを押している間は、
撮影コマ数と補正ステップが背面表示パネルに表示
されますので、背面表示パネルで確認しながらセッ
トしてください。

● 撮影コマ数を0コマ以外にセットすると、上面表示パ
ネルとファインダー内表示にオートブラケティング
マーク が点灯し、露出インジケーターがオー
トブラケティングインジケーターとしてセット状態
を表示します（ただし、露出モードが ¢［マニュア
ル］の時は上面表示パネルのみがオートブラケティ
ングインジケーターになります）。また、背面表示パ
ネルには補正ステップとオートブラケティングイン
ジケーターが表示されます。

● 補正ステップと撮影コマ数の組み合わせと撮影順
序についてはP.78、79の表をご覧ください。

1

オートブラケティング（自動段階露出）

構図を決め、ピントを合わせて撮影します。
● 撮影中は補正されたシャッタースピードと絞り値が表示されます。2

CSMe5：通常はAEブラケティングとSBブラケティングが同時に行われますが、AEブラケ
ティングのみ、またはSBブラケティングのみに変更できます（xP.107）。

CSMe6：通常、露出モードが ¢（マニュアル）の場合はシャッタースピードとスピードライトの
調光レベルが変化しますが、「シャッタースピードと絞り値と調光レベル」、「絞り値と調
光レベル」、「調光レベルのみ」のいずれかが変化するように変更できます（xP.108）。

CSMe8：メインコマンドダイヤルでオートブラケティングのON/OFFを、サブコマンドダ
イヤルで補正ステップと撮影コマ数の組み合わせをセットできるように変更できま
す（xP.108）。

露出モードが ¡（プログラムオート）の時はシャッタースピードと絞りが、™

（シャッター優先オート）の時は絞りが、£（絞り優先オート）と ¢（マニュア
ル）の時はシャッタースピードが変化します。

いずれの露出モードでも、スピードライト使用時は、スピードライトで照らさ
れた主要被写体のTTL調光レベル（SBブラケティング）と、定常光で照らさ
れている背景の露出（AEブラケティング）の両方に補正が行われます。
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オートブラケティング（自動段階露出） －つづき－

補正
ステップ

撮影
コマ数

オートブラケティング
インジケーター（上面表示パネル）

撮影順序
（初期設定）

組み合わせで選択時
の設定画面※

1/3段 両側
7コマ

0/－1.0/－0.7/－0.3/
＋0.3/＋0.7/＋1.0 －

－

－

－

－

－

－

－

1/2段 両側
7コマ

0/－1.5/－1.0/－0.5/
＋0.5/＋1.0/＋1.5

2/3段 両側
7コマ

0/－2.0/－1.3/－0.7/
＋0.7/＋1.3/＋2.0

1段 両側
7コマ

0/－3.0/－2.0/－1.0/
＋1.0/＋2.0/＋3.0

1/3段 両側
5コマ

0/－0.7/－0.3/
＋0.3/＋0.7

1/2段 両側
5コマ

0/－1.0/－0.5/
＋0.5/＋1.0

2/3段 両側
5コマ

0/－1.3/－0.7/
＋0.7/＋1.3

1段 両側
5コマ

0/－2.0/－1.0/
＋1.0/＋2.0

1/3段 両側
3コマ 0/－0.3/＋0.3

1/2段 両側
3コマ 0/－0.5/＋0.5

2/3段 両側
3コマ 0/－0.7/＋0.7

1段 両側
3コマ 0/－1.0/＋1.0

1/3段 －側
2コマ 0/－0.3

1/2段 －側
2コマ 0/－0.5

2/3段 －側
2コマ 0/－0.7

1段 －側
2コマ 0/－1.0

■補正ステップと撮影コマ数の組み合わせ一覧表
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1/3段 ＋側
2コマ 0/＋0.3

1/2段 ＋側
2コマ 0/＋0.5

2/3段 ＋側
2コマ 0/＋0.7

1段 ＋側
2コマ 0/＋1.0

1/3段 －側
3コマ －0.3/－0.7/0

1/2段 －側
3コマ －0.5/－1.0/0

2/3段 －側
3コマ －0.7/－1.3/0

1段 －側
3コマ －1.0/－2.0/0

1/3段 ＋側
3コマ ＋0.3/0/＋0.7

1/2段 ＋側
3コマ ＋0.5/0/＋1.0

2/3段 ＋側
3コマ ＋0.7/0/＋1.3

1段 ＋側
3コマ ＋1.0/0/＋2.0

※：カスタムメニュー「e8：BKT設定方法」（xP.108）を「組み合わせで選択」にセット
した場合、補正ステップと撮影コマ数の組み合わせを選択する時に表示されます。この
場合、表中■の補正ステップと撮影コマ数の組み合わせは選択することができません。

● 撮影コマ数が2コマ以外の場合、1コマ目はオートブラケティングインジケーター上の中間
の補正値から撮影され、2コマ目以降はマイナス側からプラス側へ順番に撮影されます。

● 補正ステップはカスタムメニュー「b1：露出設定ステップ」（xP.99）の設定にかかわ
らずセットできますが、オートブラケティング撮影中に上面表示パネル、背面表示パネル
（詳細表示時および拡大表示時）およびファインダー内表示に表示されるシャッタースピー
ドおよび絞り値は「b1：露出設定ステップ」の設定に従って表示されますので、実際に制
御されているシャッタースピードおよび絞り値と、表示されているシャッタースピードお
よび絞り値が異なる場合があります。

補正
ステップ

撮影
コマ数

オートブラケティング
インジケーター（上面表示パネル）

撮影順序
（初期設定）

組み合わせで選択時
の設定画面※

CSMe7：補正順序を、マイナス側からプラス側へ順番に撮影されるように変更できます
（xP.108）。
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シャッタースピードの補正が行われない場合について

● 下記の場合、オートブラケティングによるシャッタースピードの補正は行われません。
いずれの場合も、カスタムメニュー「e6：BKT変化要素」（xP.108）を「絞り値」、
「シャッタースピードと絞り値」、または「SB」にセットすることにより、絞りまたは
TTL調光レベルを変化させたオートブラケティング撮影が可能です。
・カスタムメニュー「b5：シャッタースピード延長」（xP.100）を「ON」にセット
し、低速側に40秒以上のシャッタースピードがセットされている場合
・露出モードが ¢（マニュアル）の時に、シャッタースピードが X にセットされている場合
・スピードライト使用時に、シャッタースピードが buLb にセットされている場合

オートブラケティング中にフィルムが終わった場合など

● フィルム交換後に残りの撮影が行えます。また、撮影中に電源スイッチをOFFにした場
合も再びONにすれば残りの撮影が行えます。

オートブラケティングとその他の機能

● 露出補正（xP.76）が同時にセットしてある場合：
・両方の補正値が加算されたオートブラケティング撮影が行えます。±3段を超えるオー
トブラケティング撮影を行う場合に便利です。

● フィルム給送モードをCL（低速連続巻き上げ）、CH（高速連続巻き上げ）、CS（超低速
連続巻き上げ）にセットし撮影している場合：
・シャッターボタンを押し続けると、セットした撮影コマ数が終了した時点でいったん
自動的に停止します。ただし、カスタムメニュー「f3：ファンクション釦機能」
（xP.110）を「BKT自動連写」にセットすると、ファンクションボタンを押しなが
らシャッターボタンを押し続けている間は、セットした撮影コマ数が終了しても繰り
返しオートブラケティング撮影を行います。

● フィルム給送モードをS（1コマ巻き上げ）にセットし撮影している場合：
・カスタムメニュー「f3：ファンクション釦機能」（xP.110）を「BKT自動連写」に
セットして、ファンクションボタンを押しながらシャッターボタンを押し続けると、
セットした撮影コマ数だけ連続撮影を行い自動的に停止します。

● セルフタイマー撮影時（xP.84）：
・セットした撮影コマ数のオートブラケティング撮影が1コマずつ行われます。

■オートブラケティングの解除方法

● オートブラケティングボタンを押しながら、メインコマンドダイヤルで撮影コマ数を0
コマにセットしてください（セットした補正ステップは保持されます）。また、カスタム
メニュー「e8：BKT設定方法」（xP.108）を「組み合わせで選択」にセットした場
合は、メインコマンドダイヤルで「撮影OFF」にセットしてください（セットした補正
ステップと撮影コマ数は保持されます）。

● ツーボタンリセット（xP.153）、カスタムメニューの「C：カスタム切換え」（xP.93）、
「R：カスタムリセット」（xP.94）、「b1：露出設定ステップ」または「b2：露出補正
ステップ」の設定変更（xP.99）を行った場合も解除されます。
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撮影状態

補正ステップ：1/3段
撮影コマ数：両側3コマの場合

補正ステップ：2/3段
撮影コマ数：－側3コマの場合

上面表示パネル 上面表示パネル背面表示パネル
（ノーマル表示時）

背面表示パネル
（ノーマル表示時）

セット時

1コマ撮影後

2コマ撮影後

3コマ撮影後

3コマ撮影後か
ら約0.5秒後

露出補正量 補正ステップ：1/3段
撮影コマ数：両側3コマの場合

補正ステップ：2/3段
撮影コマ数：－側3コマの場合

補正無し

＋1.0

＋2.7

－3.0

－4.0

撮影中のオートブラケティングインジケーター表示について

● 撮影中のオートブラケティングインジケーターは、補正値を示す表示が1コマ撮影する
ごとに消灯します。

露出補正時のオートブラケティングインジケーター表示について

● 露出補正時の上面表示パネルおよびファインダー内表示のオートブラケティングインジ
ケーターは、補正値を示す表示がセットした露出補正量分を加味して表示されます。た
だし、最大補正値の表示がインジケーターの表示範囲外になる場合は範囲外表示 ま
たは を表示します。
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長時間露出（バルブ）は夜景や天体撮影など、30秒を超えるシャッタースピー
ドで撮影したい時に便利です。シャッターボタンを押している間、シャッター
が開いたままになります（三脚のご使用をおすすめします）。

露出モードボタンを押しながら、メインコマン
ドダイヤルで露出モードを M にセットします。
● イルミネーター（xP.83）を使用すると、暗い所
で上面表示パネルおよび背面表示パネルの表示が見
やすくなります。

1

メインコマンドダイヤルでシャッタースピードを
buLb にセットし、サブコマンドダイヤルで絞り
をセットします。
● 露出モードを ¢（マニュアル）にして buLb にセッ
トした後、™（シャッター優先オート）にセットする
と、buLb 表示が点滅してシャッターはきれません。

● 連続撮影可能時間は、新品3V CR123A リチウム
電池を使用して約5時間です。ただし、低温時には
電池の性能が低下しますので短くなります。

CSMb5：露出モードが ¢（マニュアル）の時に、通常30秒まで設定できる低速側のシャッ
タースピードを、最長30分まで延長できます（xP.100）。

2

構図を決め、ピントを合わせて撮影します。
● シャッターボタンを押すと、押している間はシャッターが開いたままとなります。
● シャッターボタンを指で押し続けるかわりに、別売のリモートコード、MC-30ま
たはMC-36などを使用すると手ブレを軽減できます（xP.176）。

3

長時間露出撮影

長時間露出時の電源について

● シャッタースピードを buLb にセットして長時間露出撮影をする場合は、撮影中の電池
切れを防ぐため、新品電池のご使用をおすすめします。また、別売のマルチパワーバッテ
リーパックMB-40（xP.172）を使用すると、さらに長時間の撮影が可能になります。
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視度調節機能により、視力に合わせてファインダー内の像を見やすくできます。
視度調節ノブを引き上げ、ファインダーをのぞきなが
らファインダー内のフォーカスエリア、またはファイ
ンダー内表示が最も鮮明に見える位置まで回します。
● 視度調節は－2.0～＋1.0m-1（近視～遠視）の間で可能
です（＋－が水平になる位置が－1.0m-1です）。また、
別売の接眼補助レンズ（DK-17C）は－3.0～＋2.0m-1

の間で5種類が用意されています（ P.173）。

■視度調節機能

イルミネーターを点灯させると、暗い所で上面表示パネルおよび背面表示パ
ネルの表示が確認しやすくなります。

電源スイッチをイルミネーター Œ の方向に回すと、半
押しタイマーが作動するとともに上面表示パネルおよ
び背面表示パネルにブルーグリーンのイルミネーター
が点灯します。
● 電源スイッチは指を離すと元の位置に戻りますが、イル
ミネーターは半押しタイマーの作動中は点灯し続けま
す。ただし、シャッターをきった直後には消灯します。

■イルミネーター

視度調節機能／イルミネーター

視度調節ノブを回す際のご注意

● ファインダーをのぞきながら視度調節ノブを回す際、目に近い位置での操作となります
ので、指先やつめで目などを傷つけないように注意してください。

接眼補助レンズを取り付ける場合

● 接眼補助レンズ（別売）は、付属アイピースDK-17を
取り外して取り付けます。

1. アイピースシャッターを閉じ、アイピースロックを
解除します1。

2. 付属アイピースをイラストのように反時計回りに回
転させ、外します2。

3. 接眼補助レンズを、イラストとは逆の方向（時計回り）に回転させながら、ねじ込
んで固定します。

4. アイピースシャッターを開き、アイピースロックをします。

・取り付ける際はアイピースロックを解除する必要はありません。アイピースシャッター
の開閉にかかわらず取り付けることができます。
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セルフタイマーは記念写真など、撮影者自身も一緒に写りたい時などに便利
です。三脚等を使用し、カメラを安定させてから行ってください。

給送モードセレクトダイヤルロックボタンを押
しながら、給送モードセレクトダイヤルを V に
セットします。

1

構図を決め、ピントを合わせてシャッターボタン
を押します。
● AF（オートフォーカス）でピントを合わせる場合
は、セルフタイマーを作動させる時にレンズ前を体
でさえぎらないように注意してください。

● セルフタイマーが作動すると、セルフタイマー表
示LEDが8秒間点滅、2秒間点灯して合計10秒後
にシャッターがきれます。

● フォーカスモードがS（シングルAFサーボ）の場
合でピントが合っていない時など、カメラのシャッ
ターがきれない状態ではセルフタイマーは作動しま
せん。

● 解除するには、給送モードセレクトダイヤルを V

以外にセットしてください。
● 露出モードが ¢（マニュアル）の場合でシャッター
スピードが buLb にセットされている時は、約
1/10秒でシャッターがきれます。

CSMc5：セルフタイマーの作動時間を2秒、5秒、20秒のいずれかに変更できます
（xP.102）。

2

セルフタイマー撮影

アイピースシャッターについて

● 適正露出に影響を与える接眼部からの逆入光を防ぐた
め、¢（マニュアル）以外の露出モードで撮影する場合
は、シャッターボタンを押す前にアイピースシャッター
レバーを回してアイピースシャッターを閉じてください。
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ファインダーで被写界深度が確認できます。

ファインダーをのぞきながらプレビューボタンを押
します。
● プレビューボタンを押し続けると、露出モードが

¡（プログラムオート）、™（シャッター優先オート）の
時は制御される絞りまで、露出モードが £（絞り優先
オート）、¢（マニュアル）の時はセットしてある絞り
まで、レンズの絞り羽根が絞り込まれ、おおよその被写
界深度（ピントの合う前後の範囲 xP.38）が確認で
きます。

● 別売のスピードライトSB-900・800・600使用時
は、モデリング発光も同時に行われます（xP.157）。
モデリング発光を行いたくない場合は、スピードライト
の電源をOFFにするか、カスタムメニュー「e4：モデ
リング発光」を「OFF」にセットしてください
（xP.107）。
● CPUレンズ使用時は、絞り込む前にAEロック（xP.74）
も同時に行われますので、そのままシャッターボタンを
押して撮影できます。

■プレビューボタン

● 距離基準マークは撮影距離の基準となるマークで、カ
メラ内のフィルム面の位置を示しています。接写などで
カメラから被写体までの距離を実測する場合、このマー
クが基準となります。

● レンズ取り付け面（レンズマウント）からフィルム面
までの寸法（フランジバック）は46.5mmです。

距離基準マークは、カメラ内のフィルム面の位置を示しています。

■距離基準マーク

プレビューボタン／距離基準マーク
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ミラーアップ撮影

望遠レンズ使用時や接写などでミラーによる振動を防止したい場合に、1回目の
レリーズでミラーをアップさせ、2回目のレリーズで露光を行うことができます。

給送モードセレクトダイヤルロックボタンを押し
ながら、給送モードセレクトダイヤルを M-UP
にセットします。

1

構図を決め、ピントを合わせてシャッターボタン
を押し込むと、ミラーアップ状態になります。
● ミラーアップ中は、測光値およびピント（オート
フォーカス時）はミラーアップ直前の状態でロック
されます。また、ファインダーによる構図の確認は
できません。

2

もう一度シャッターボタンを押し込むとシャッターがきれ、ミラーが戻ります。3

ミラーアップ中のご注意

● ミラーアップ状態のまま、太陽光にレンズ面を向けて放置しないでください。太陽光が
レンズ面より直接入射して、シャッター幕が焼けるおそれがあります。特に、大口径の
望遠レンズを使用する際には注意してください。

● ミラーアップ状態でR1ボタンを押すと、シャッターがきれて上面表示パネルとファイン
ダー内表示に Err が点滅し、背面表示パネルに「ERR」と表示して警告します。シャッ
ターボタンを押して警告表示を解除してください（フィルムが1コマ送られますが、フィ
ルムカウンターは変わりません）。

リモートコードについて

● 別売のリモートコード、MC-30またはMC-36などを使用すると、さらに撮影時の振動
を軽減することができます（xP.176）。

■ミラーアップ撮影の解除
● シャッターをきった（撮影した）後に、給送モードセレクトダイヤルをM-UP以外にセッ
トします（ミラーアップ中にM-UP以外にセットしても解除できますが、自動的に直ちに
シャッターがきれてフィルムが1コマ巻き上げられます）。

● 下記の場合は自動的にシャッターがきれてフィルムが1コマ巻き上げられますが、ミラー
アップ撮影は解除されません。
・ミラーアップ状態が約30秒間続いた時
・ミラーアップ状態で電源スイッチをOFFにした時
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このカメラにはB型クリアマットスクリーンが装着されていますが、別売の
ファインダースクリーン（U、E、M、J、A、L型xP.174）に交換できます。

電源スイッチをOFFにし、カメラからレンズを
取り外して、スクリーン交換レバーを専用ピン
セットで手前に引きます。
● ファインダースクリーンが枠ごと下がります。

1

1

2

1

2

ファインダースクリーンの突起部をピンセット
ではさんで取り出し、装着するファインダース
クリーンを枠に載せます。
● ファインダースクリーンは確実に枠の上に載せて
ください。

2

カチッと音がするまで枠を押し上げ、ファイン
ダースクリーンを固定します。
● ファインダースクリーン交換の際は、カメラのミ
ラーやファインダースクリーン面に触れないように
してください。

● ファインダースクリーンは必ずF6専用のものを使
用してください（他機種のファインダースクリーン
は使用できません）。

3

ファインダースクリーンの交換

スクリーン補正について

● B型（標準装備）およびE型のファインダースクリーンを使用する場合やマルチパターン
測光時は必要ありませんが、B型およびE型以外のファインダースクリーンを使用する場
合は、レンズやテレコンバーター等との組み合わせにより測光値の補正が必要となる場
合があります。カスタムメニュー「b6：スクリーン補正」（xP.100）を「BorE以外」
にセットして、補正量を設定してください（補正量はファインダースクリーンの使用説
明書をご覧ください）。
・B型およびE型以外の場合は、補正量が0でも、「BorE以外」にセットしてください。
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● シャッター精度やシャッター幕の異常を検出した場合は、上記の警告を行います。この場合、
再度シャッターをきってください。この操作で警告表示がいったん解除され、撮影は継続で
きますが、頻繁に警告が表示される場合は、ニコンサービスセンターにご相談ください。

● 警告が表示された撮影コマは、正常に撮影されていないおそれがあります。
● シャッターに不具合がある場合でも、ごくまれに警告が表示されない場合があります。

このカメラは、シャッターをきるごとにシャッタースピードを自動的にチェッ
クして精度を補正する、「シャッターモニター機能」を内蔵しています。

シャッターモニター機能により、シャッタースピードの誤差を最小に抑えて制御す
ると同時に、シャッター幕に万一何らかの異常を検出した場合には、上面表示パネ
ルとファインダー内表示に Err 表示を点滅させて警告します。

シャッターモニター機能
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メニューガイド
ここでは各メニューの詳細を説明しています。

■カスタムメニュー［xP.92～112］
● カメラの各機能の働きやセット内容を、撮影
者自身の好みに合わせて変更できます。

■セットアップメニュー［xP.113～128］
● 撮影データの記憶に関する設定や、日時の設
定を行います。

■撮影メニュー［xP.129～148］
● 撮影データの写し込み、多重露出撮影、イン
ターバルタイマー撮影の設定を行います。

■レンズ情報［xP.149～151］
● 非CPUレンズの焦点距離および開放絞り値の
設定を行います。

■言語（Language）［xP.152］

● 背面表示パネルに表示される表示言語の設定
を行います。
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メニューの操作 （各メニュー共通）

メニュー画面では、マルチセレクターの≥または≤で反転表示されている部
分を移動させて項目を選択し、>（またはマルチセレクターの中央部）を押
して設定または決定を行います。

電源スイッチをONにし、MENUボタンを押してメニュー画面を表示させます。1
■メニューの設定方法（例：カスタムメニュー「a3：グループダイナミックAF」の場合）

● マルチセレクターの≥または≤で設定したいメニューを選択し、>を押すと選択した
メニュー画面が表示されます。

● マルチセレクターがロックされている場合は、ロックを解除してください。

設定したいメニューを表示させます。2

● ≥または≤でサブメニューの中からセットしたい機能を選択し、>を押すと機能のセッ
ト内容が表示されます。

設定したい機能を表示させます。4

● ≥または≤で設定したい項目を選択し、>を押すと選択した項目の詳細（サブメニュー）
が表示されます。

設定したい項目を表示させます。3
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● カスタムメニュー「a5：フォーカスフレーム設定」および「f4：コマンドダイヤル設定」
の場合、さらにサブメニューがあります。

● <を押して1画面ずつ戻るか、MENUボタンを2回押すと、撮影情報表示に戻ります。

設定を終了します。6
メニュー画面について

● メニュー画面内の表示は、それぞれ以下の事項を表しています。
1：メニューの階層［ ］

メニュー画面上部にある横線の本数は、メニューの階層
を表しています。本数が多いほど深い階層になります。

2：サブメニュー／選択項目［>］
選択している項目の右側に表示されている>は、サブ
メニューまたは選択項目があることを表しています。

4：設定状態
選択している項目の設定状態が、メニュー画面の下部
に表示されます。ただし、選択している項目にサブメ
ニューがある場合は、「詳細メニュー表示」と表示さ
れます。

3：初期設定以外の設定［ ］
項目の左側に表示されている は、初期設定以外に設
定されている項目を表しています。

2

1

2

1

4

3

3

2

1

4

2

1

4

● ≥または≤で設定したいセット内容を選択し、>を押すと機能のセット内容が決定し
て、手順3で選択したメニュー画面に戻ります。

機能を設定します。5
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カスタムメニュー

■カスタムメニュー項目一覧

カメラの各機能の働きやセット内容を、撮影者自身の好みに合わせて変更で
きます。

● a～fの各項目にそれぞれサブメニューがあります。

カスタムメニュー項目 x

C： カスタム切換え P.93

R： カスタムリセット P.94

a ： AF

a1 AF-Cモードの優先 P.96

a2 AF-Sモードの優先 P.96

a3 グループダイナミックAF P.96

a4 半押しAF駆動 P.97

a5 フォーカスフレーム表示 P.97

a6 フォーカスエリア循環 P.98

a7 縦位置AF-ON釦 P.98

a8 M/A設定 P.98

b ： 露出・測光

b1 露出設定ステップ P.99

b2 露出補正ステップ P.99

b3 露出補正簡易（設定） P.99

b4 重点測光範囲 P.100

b5 シャッタースピード延長 P.100

b6 スクリーン補正 P.100

c ： AE/AFロック・タイマー

c1 半押しAEロック P.101

c2 AE-L/AF-L釦 P.101

c3 AF-ON・AE-L釦 P.102

c4 半押しタイマー P.102

c5 セルフタイマー P.102

カスタムメニュー項目 x

d ： 撮影・表示

d1 フィルム自動空送 P.103

d2 自動巻き戻し P.103

d3 フィルムリーダー残し P.103

d4 フィルム終端コマ P.104

d5 MB-40 CHコマ速（変更） P.104

d6 DX警告表示 P.104

d7 背面情報表示 P.105

d8 写し込み濃度 P.105

d9 MB-40電池（設定） P.105

e ： SB・BKT撮影

e1 同調速度変更 P.106

e2 SB時低速制限 P.106

e3 SB絞り連動 P.107

e4 モデリング発光 P.107

e5 オートBKTのセット P.107

e6 BKT変化要素 P.108

e7 BKT補正順序 P.108

e8 BKT設定方法 P.108

f ： 操作

f1 中央釦の機能 P.109

f2 マルチセレクター起動 P.109

f3 ファンクション釦機能 P.110

f4 コマンドダイヤル設定 P.111

f5 釦設定方法 P.112
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● 希望する設定状態を記憶させているカスタムを「A～D」の中から選択し、>を押すと
「名称の変更」画面が表示されます。名称の変更を行わない場合は、さらに>を押してカス
タムを決定します。名称の変更を行う場合は下記の「名称の変更方法」をご覧ください。

● 反転表示を≥または≤で「しない」から「 A」に移動させ、
>を押すと、左から1文字目が反転表示されます。

● 反転表示されている、1文字目を≥または≤で設定します。
● >を押して「2文字目」～「6文字目」を順次反転表示させ、それ
ぞれ設定します。

●「6文字目」の設定後、>を押すと名前とカスタムが確定し、カス
タムメニュー画面に戻ります。

［セット内容］
A：カスタムをAにセットします。
B：カスタムをBにセットします。
C：カスタムをCにセットします。
D：カスタムをDにセットします。

C：カスタム切換え
カスタムメニューa～fの機能を、操作しやすいように変更した設定の組み合わせを、
「A」、「B」、「C」、「D」に記憶させておくことができ、必要に応じて一括して簡単
に呼び出すことができます。また、「A」、「B」、「C」、「D」には、それぞれ英数字
で名前をつけることができます。

カスタムの名称はそれぞれ6文字の英数字、アルファベットの大文字（A～Z）と数字
（0～9）で名前をつけることができます。また、空白（スペース）も使用できます。

■カスタムメニュー項目の詳細（太字は初期設定）

■名称の変更方法

カスタムメニューの設定内容を変更しても、その時選択されているカスタム
（A～Ｄのいずれか）における設定のみ変更され、他のカスタムの設定は変更さ
れません。

カスタムメニューの設定内容を変更した場合の表示について

● 選択されているカスタム（A～Ｄ）の設定内容が初期設定から変更
されている場合は、背面表示パネルにカスタム表示（例：
［カスタムAの場合］）が表示されます。

カスタムAの場合
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● リセットしたいカスタムを「A～D」の中から選択し、>を押すとカスタムリセットの確
認画面が表示されます。

●「する」を選択し、>を押すとリセットされます。

［セット内容］
しない：カスタムをリセットしません。
する ：カスタムをリセットします。

R：カスタムリセット
カスタムメニューの設定内容を初期設定に戻す場合に使用します。選択しているカ
スタム（A～Dのいずれか）の設定内容のみがリセットされます。

■各項目の初期設定一覧

カスタムメニュー項目 初期設定

a ： AF

a1 AF-Cモードの優先 レリーズ

a2 AF-Sモードの優先 フォーカス

a3 グループダイナミックAF パターン1（中央優先）

a4 半押しAF駆動 ON

a5 フォーカスフレーム表示

MF時表示 ON

連写時表示 ON

選択時表示時間 0.2秒

a6 フォーカスエリア循環 OFF

a7 縦位置AF-ON釦 AF-ON

a8 M/A設定 AF駆動しない

b ： 露出・測光

b1 露出設定ステップ 1/3段

b2 露出補正ステップ 1/3段

b3 露出補正簡易（設定） OFF

b4 重点測光範囲 φ12mm

b5 シャッタースピード延長 OFF

b6 スクリーン補正 OFF
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カスタムメニュー項目 初期設定

c ： AE/AFロック・タイマー

c1 半押しAEロック OFF

c2 AE-L/AF-L釦 AE-L/AF-L

c3 AF-ON・AE-L釦 変更しない

c4 半押しタイマー 8秒

c5 セルフタイマー 10秒

d ： 撮影・表示

d1 フィルム自動空送 裏ぶた閉じ操作

d2 自動巻き戻し フィルム終端検出時

d3 フィルムリーダー残し OFF

d4 フィルム終端コマ OFF

d5 MB-40CHコマ速（変更） 8コマ

d6 DX警告表示 空送り後

d7 背面情報表示 ノーマル画面

d8 写し込み濃度 0

d9 MB-40電池（設定） 単3形アルカリ

e ： SB・BKT撮影

e1 同調速度変更 1/250

e2 SB時低速制限 1/60

e3 SB絞り連動 OFF

e4 モデリング発光 ON

e5 オートBKTのセット AE・SBブラケティング

e6 BKT変化要素 シャッタースピード

e7 BKT補正順序 初期設定

e8 BKT設定方法 補正値とコマ数選択

f ： 操作

f1 中央釦の機能 AFエリア中央リセット

f2 マルチセレクター起動 半押し起動しない

f3 ファンクション釦機能 FVロック

f4 コマンドダイヤル設定

回転方向 ノーマル

メインとサブ入換え OFF

絞り値設定 サブコマンドダイヤル

メニューでの使用 OFF

f5 釦設定方法 デフォルト
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［セット内容］
レリーズ ：シャッターボタンを押すとシャッターが

きれます。
レリーズ／フォーカス：シャッターボタンを押すとシャッターが

きれますが、できるだけピントが合うよ
うに必要に応じてフィルム巻上げ速度を
落とします。

フォーカス ：ピント表示 ● が点灯するまでシャッ
ターはきれません。

a1：AF-Cモードの優先 xP.50

レリーズ優先のコンティニュアスAFサーボを、レリーズ優先でもピントを合わせる
ために必要に応じてフィルム巻上げ速度を落とす状態に変更できます（低輝度条件で
予測駆動する場合などに効果的です）。また、ピントが合っている時のみシャッター
がきれるようにフォーカス優先にも変更できます。

［セット内容］
フォーカス：ピント表示 ● が点灯するまでシャッターはきれま

せん。
レリーズ ：シャッターボタンを押すとシャッターがきれます。

a2：AF-Sモードの優先 xP.50

フォーカス優先のシングルAFサーボを、レリーズ優先に変更できます。

［セット内容］
パターン1（中央優先）：パターン1（中央優先）にします。
パターン1（至近優先）：パターン1（至近優先）にします。
パターン2（中央優先）：パターン2（中央優先）にします。
パターン2（至近優先）：パターン2（至近優先）にします。

a3：グループダイナミックAF xP.54

フォーカスエリアグループの組み合わせを変更できます。

● フォーカスエリアグループの組み合わせについてはP.55をご覧ください。
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［セット内容］
ON ：シャッターボタンの半押しでもオートフォーカスが作動し

ます。
OFF： AF作動ボタンのみでオートフォーカスが作動します。

a4：半押しAF駆動 xP.32、51

シャッターボタンの半押しではオートフォーカスが作動しない（AF作動ボタンの操
作でのみ作動）ように変更できます

［セット内容］
MF時表示 ： マニュアルフォーカス時、シャッターボタンを半

押しした時にファインダー内のフォーカスフレー
ムを点灯させるか、させないかを選択します。

連写時表示 ：連続巻き上げ撮影時にファインダー内のフォー
カスフレームを点灯させるか、点灯させないか
を選択します。

選択時表示時間：フォーカスエリア選択時のフォーカスフレーム
点灯時間を選択します。

a5：フォーカスフレーム表示 xP.52

マニュアルフォーカス時や連写時に、ファインダー内のフォーカスフレームが点灯
しないように変更できます。また、フォーカスエリア選択時のフォーカスフレーム
点灯時間を0.2秒または1秒のいずれかにセットできます

［セット内容］
ON ： マニュアルフォーカス時にファインダー内のフォーカスフレー

ムを点灯させます。
OFF： マニュアルフォーカス時にファインダー内のフォーカスフレー

ムを点灯させません。

a5-1：MF時表示

［セット内容］
ON ：連続巻き上げ撮影時にファインダー内のフォーカスフレーム

を点灯させます。
OFF： 連続巻き上げ撮影時にファインダー内のフォーカスフレーム

を点灯させません。

a5-2：連写時表示
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a5-3：選択時表示時間

［セット内容］
OFF：フォーカスエリアの選択を循環方式にしません。
ON ： フォーカスエリアの選択を循環方式にします。

a6：フォーカスエリア循環 xP.52

マルチセレクターの押す位置を変えることなく反対側のフォーカスエリアの選択が
可能になる循環方式に変更できます。

［セット内容］
AF-ON ： AF作動ボタンとして機能します。
AE-L/AF-L ： AE/AFロックボタンとして機能します。

a7：縦位置AF-ON釦 xP.172

マルチパワーバッテリーパックMB-40（別売）の縦位置AF作動ボタンの機能を、
AE/AFロックボタンの機能に変更できます。

［セット内容］
AF駆動しない ：マニュアルフォーカスになります。
AF-CモードAF駆動： コンティニュアスAFサーボでオートフォー

カス撮影ができます。
AF-SモードAF駆動 ： シングルAFサーボでオートフォーカス撮

影ができます。

a8：M/A設定 xP.63

装着しているAF-SレンズまたはAF-IレンズをM/Aモードにセットし、カメラの
フォーカスモードをマニュアルフォーカスにセットした場合でも、オートフォーカ
ス撮影ができるように変更できます。

［セット内容］
0.2秒：フォーカスフレームの点灯時間を約0.2秒にします。
1秒 ： フォーカスフレームの点灯時間を約1秒にします。また、

オートフォーカスが作動している間、選択したフォーカス
エリアのフレームが点滅し続けます。

●「AE-L/AF-L」にセットした場合、カスタムメニュー「c2：AE-L/AF-L釦」（xP.101）
の設定状態で機能します。
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［セット内容］
1/3段： 1/3段ステップで設定、表示します。
1/2段 ： 1/2段ステップで設定、表示します。
1段 ： 1段ステップで設定、表示します。

b1：露出設定ステップ xP.66、68、70、72

通常1/3段ステップで設定、表示されるシャッタースピードと絞りを、1/2段ステ
ップまたは1段ステップに変更できます。

［セット内容］
1/3段： 1/3段ステップで設定します。
1/2段 ： 1/2段ステップで設定します。
1段 ： 1段ステップで設定します。

b2：露出補正ステップ xP.76

通常1/3段ステップで設定される露出補正を、1/2段ステップまたは1段ステップ
で設定できるように変更できます。

［セット内容］
OFF：露出補正ボタンとコマンドダイヤルで露出補正をセットし

ます。
ON ： コマンドダイヤルのみで露出補正がセットできます。

b3：露出補正簡易（設定） xP.76

露出補正ボタンを押さなくても、¡（プログラムオート）時、™（シャッター優先オー
ト）時はサブコマンドダイヤル、£（絞り優先オート）時はメインコマンドダイヤル
のみで露出補正がセットできるように変更できます。

● 露出モードが ¢（マニュアル）以外の場合、「ON」にセットすると、上面表示パネルおよ
びファインダー内表示には常に露出補正インジケーターが表示され、インジケーターの 0
が点滅表示します（カメラの制御範囲を超えた場合、インジケーターの 0 が点灯に変わり、
同時にオーバー、アンダーの量を示す露出インジケーターが表示されます）。また、¢（マ
ニュアル）時は「ON」にセットしても機能しません。

● カスタムメニュー「f4：コマンドダイヤル設定」（xP.111）の「メインとサブ入換え」
を「ON」にセットしてある場合は、それぞれ操作するダイヤルが ¡（プログラムオート）
時を除き逆になります。



100

カスタムメニュー －つづき－

［セット内容］
φ8mm ： 重点測光範囲をφ8mmにします。
φ12mm：重点測光範囲をφ12mmにします。
φ15mm ： 重点測光範囲をφ15mmにします。
φ20mm ： 重点測光範囲をφ20mmにします。
平均測光 ：画面全体を平均測光します。

b4：重点測光範囲 xP.65

中央部重点測光時の、画面中央の重点測光範囲（重点度75％）を変更できます。ま
た、画面全体の平均測光にも変更できます。

［セット内容］
OFF：延長しません。
ON ： 延長します。

b5：シャッタースピード延長 xP.72

露出モードが ¢（マニュアル）の時に、通常30秒まで設定できる低速側のシャッター
スピードを、最長30分まで延長できます。

●「ON」にセットしたときに30秒を超えるシャッタースピードの設定はメインコマンドダ
イヤルで次のように延長できます。

40秒 50秒 1分 1.5分 2分 3分 4分 5分
6分 8分 10分 13分 15分 20分 25分 30分

・上記のシャッタースピードをセットした場合は、オートブラケティングによるシャッター
スピードの補正は行われません。また、露出インジケーターは消灯します。

● 補正量の設定方法は次ページの「補正量の設定方法」をご覧ください。
● 使用するファインダースクリーンがB型およびE型以外の場合、補正量が0でも、「BorE以
外」にセットしてください。

［セット内容］
OFF ：補正しません。
BorE以外： 補正します。

b6：スクリーン補正 xP.87、174

使用するファインダースクリーンやレンズ、テレコンバーター等により測光値を補
正する必要がある場合に補正量を設定します。
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●「BorE以外」を選択し、>を押すと設定画面が表示されます。
● ≥または≤で補正量を設定し、>を押すと補正量が確定します。

■補正量の設定方法
1/2段ステップで±2段の補正が行えます（補正量はファインダースクリーンの使
用説明書をご覧ください）。

［セット内容］
OFF： AE/AFロックボタンのみでAEロックを行います。
ON ： シャッターボタンまたはAE/AFロックボタンでAEロッ

クを行います。

c1：半押しAEロック xP.74

通常はAE/AFロックボタンを押した時にAEロックが行われますが、シャッターボ
タンを半押しした時にもAEロックが行われるように変更できます。

［セット内容］
AE-L/AF-L ： AEロックとフォーカスロックを同

時に行います。
AE-L ： AEロックのみ行います。
AE-L（レリーズリセット）： AE/AFロックボタンから指を離して

もAEロック状態が維持され、シャッ
ターをきると解除されます。また、
半押しタイマーがOFFになるか、再
度AE/AFロックボタンを押しても解
除されます。

AE-L（ホールド） ： AE/AFロックボタンから指を離して
もAEロック状態が維持され、シャッ
ターをきっても解除されません。半
押しタイマーがOFFになるか、再度
AE/AFロックボタンを押すと解除さ
れます。

AF-L ： フォーカスロックのみ行います。

c2：AE-L/AF-L釦 xP.60、74

通常はAE/AFロックボタンを押した時にAEロックとフォーカスロックを同時に行
いますが、下記のように変更できます。
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［セット内容］
変更しない ：変更しません。
入換え ： AF作動ボタンの機能とAE/AFロックボタン

の機能を入れ換えます。
両方AF-ON釦 ： AE/AFロックボタンもAF作動ボタンとして

機能します（AF作動ボタンの機能は変更しま
せん）。

両方AE/AF-L釦： AF作動ボタンもAE/AFロックボタンとして
機能します（AE/AFロックボタンの機能は変
更しません）。

c3：AF-ON・AE-L釦 xP.51、60、74

AF作動ボタンとAE/AFロックボタンの機能を、下記のように変更できます。

［セット内容］
4秒 ： 半押しタイマーが4秒でOFFになります。
8秒 ：半押しタイマーが8秒でOFFになります。
15秒： 半押しタイマーが15秒でOFFになります。
30秒： 半押しタイマーが30秒でOFFになります。

c4：半押しタイマー xP.22

通常8秒の半押しタイマー作動時間を、4秒、15秒、30秒のいずれかに変更できます。

［セット内容］
2秒 ： セルフタイマー作動時間が2秒になります。
5秒 ： セルフタイマー作動時間が5秒になります。
10秒：セルフタイマー作動時間が10秒になります。
20秒： セルフタイマー作動時間が20秒になります。

c5：セルフタイマー xP.84

通常10秒のセルフタイマー作動時間を、2秒、5秒、20秒のいずれかに変更できます。

● AE/AFロックボタンとしての機能は、カスタムメニュー「c2：AE-L/AF-L釦」（xP.101）
の設定状態で機能します。
例：「両方AE-L/AF-L釦」にセットした場合、「c2：AE-L/AF-L釦」を「AF-L」にセット
すると、どちらのボタンでもフォーカスロックのみ行います。

● 半押しタイマーの作動時間を長い時間に設定すると、電池の消耗が早まり、撮影可能本数
が減る場合があります。
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［セット内容］
裏ぶた閉じ操作 ：裏ぶたを閉じると空送りを開始します。
シャッター釦全押し：裏ぶたを閉じ、シャッターボタンを押すと

空送りを開始します。

d1：フィルム自動空送 xP.26

フィルム装填時、電源スイッチがONの時に裏ぶたを閉じると開始されるフィルムの
1コマ目までの空送りを、シャッターボタンを押すことで開始されるように変更でき
ます。

［セット内容］
フィルム終端検出時：フィルムが終了すると自動的に巻き戻しを

を開始します。
巻き戻し操作 ：ボタン操作により巻き戻しを開始します。

d2：自動巻き戻し xP.48

フィルム終了時に、自動的に巻き戻しを開始せずに、ボタン操作により巻き戻しが
開始されるように変更できます。

● ボタン操作による巻き戻しについてはP.48をご覧ください。

［セット内容］
OFF：フィルムを全て巻き取ります。
ON ： フィルムリーダー部を残します。

d3：フィルムリーダー残し xP.36、48

フィルムを巻き戻す時に、パトローネ内にフィルムを全て巻き取らずに、フィルム
リーダー部を残すように変更できます。

ONにセットした場合のご注意

● 巻き戻し後、フィルムリーダー部を残したフィルムが、カメラ内に入ったままの状態で、
シャッターをきらないでください。シャッター幕を破損する原因になります。
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［セット内容］
OFF ：フィルムが全て終了すると自動的に巻き戻

しを開始します。
36コマ撮影終了時 ： 36コマ目の撮影が終了すると自動的に巻

き戻しを開始します。
35コマ撮影終了時 ： 35コマ目の撮影が終了すると自動的に巻

き戻しを開始します。

d4：フィルム終端コマ xP.36

通常はフィルムを全て撮り終わるとフィルムの巻き戻しを開始しますが、36枚撮り
フィルムの場合に、フィルムの巻き戻し開始を36コマ目撮影終了時、または35コ
マ目撮影終了時に変更できます（フィルムを6コマスリーブまたは5コマスリーブで
保存する場合に便利です）。

［セット内容］
8コマ ： 最高約8コマ／秒で巻き上げます。
7コマ ： 最高約7コマ／秒で巻き上げます。
6コマ ： 最高約6コマ／秒で巻き上げます。

d5：MB-40 CHコマ速（変更） xP.47、172

マルチパワーバッテリーパックMB-40使用時のフィルム給送モードがCH（高速連
続巻き上げ）の場合、通常巻き上げ速度は最高約8コマ／秒ですが、約7コマ／秒、
約6コマ／秒に変更できます。

［セット内容］
空送り後 ：フィルムを空送りした後に警告を行います。
電源ON時： 電源スイッチONの状態で裏ぶたを閉じた時点で

（フィルムを空送りせずに）警告を行います。

d6：DX警告表示 P.27

通常はカメラのフィルム感度をsにセットしてDXマークがないフィルムを装填する
とフィルムを1コマ目まで空送りした後に警告を行いますが、その警告を電源スイッ
チONの状態で裏ぶたを閉じた時点で（1コマ目まで空送りせずに）行われるように
変更できます。

● カスタムメニュー「d2：自動巻き戻し」（xP.103）を「巻き戻し操作」にセットした場
合は、36コマ目または35コマ目でフィルム給送を停止します。
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［セット内容］
ノーマル画面 ：ノーマル表示を表示します。
詳細画面 ：詳細表示を表示します。
拡大画面 ：拡大表示を表示します。

d7：背面情報表示 xP.14

背面表示パネルの情報表示を、詳細表示または拡大表示に変更できます。

［セット内容］
＋2 ： より濃く写し込みます。
＋1 ： 濃く写し込みます。
0 ：標準の濃さで写し込みます。
－1 ： 薄く写し込みます。
－2 ： より薄く写し込みます。

d8：写し込み濃度 xP.140

データの写し込み濃度を調整することができます。濃度は5段階で調整できます。

●「写し込み濃度」を選択し、>を押すと設定画面が表示されます。
● ≥または≤で濃度を設定し、>を押すと濃度が確定します。

■写し込み濃度の設定方法

［セット内容］
単3形アルカリ：アルカリ電池を使用する場合に選択します。
単3形NiMH ： ニッケル水素充電池を使用する場合に選択し

ます。
単3形リチウム ：リチウム電池を使用する場合に選択します。

d9：MB-40電池（設定） xP.23、172

マルチパワーバッテリーパックMB-40使用時のバッテリーチェック表示を、使用す
る電池に応じて正しく表示させるために、使用する電池を選択します。

● Li-ionリチャージャブルバッテリーEN-EL4a/EN-EL4（バッテリー室カバーBL-3を併用）
使用時は設定する必要がありません。
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［セット内容］
1/250 ： 1/250秒にします。
1/250FP： 1/250秒にします。また、SB-900・800・600

使用時に、シャッタースピードが1/250秒よりも
高速の場合は、自動的にオートFPハイスピードシ
ンクロを行うようにします。

1/200 ： 1/200秒にします。
1/160 ： 1/160秒にします。
1/125 ： 1/125秒にします。
1/100 ： 1/100秒にします。
1/80 ： 1/80秒にします。
1/60 ： 1/60秒にします。

e1：同調速度変更 xP.168

スピードライト撮影時の高速側の同調シャッタースピードの限界を、1/60秒～
1/250秒の中から選択できます。

●「同調速度変更」を選択し、>を押すと設定画面が表示されます。
● ≥または≤で同調速度を選択し、>を押すと同調速度が確定します。

● 露出モードが ™（シャッター優先オート）または ¢（マニュアル）の場合にシャッタースピー
ドを X にセットすると、「同調速度変更」で設定したシャッタースピードにセットされます。

● オートFPハイスピードシンクロについてはP.159をご覧ください。

■同調速度の設定方法

［セット内容］
1/60： 1/60秒にします。
1/30 ： 1/30秒にします。
1/15 ： 1/15秒にします。
1/8 ： 1/8秒にします。
1/4 ： 1/4秒にします。
1/2 ： 1/2秒にします。

1" ： 1秒にします。
2" ： 2秒にします。
4" ： 4秒にします。
8" ： 8秒にします。
15"： 15秒にします。
30"： 30秒にします。

e2：SB時低速制限 xP.168

露出モードが ¡（プログラムオート）、£（絞り優先オート）時の、スピードライト
撮影時の低速側の同調シャッタースピードの限界を、30秒～1/60秒の中から選択
できます。

● スローシンクロモード時は、自動的に30秒まで延長されます（xP.164）。

●「SB時低速制限」を選択し、>を押すと設定画面が表示されます。
● ≥または≤でシャッタースピードを設定し、>を押すとシャッタースピードが確定します。

■シャッタースピードの設定方法
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● 絞り連動外部自動調光（AA）についてはP.161をご覧ください。
● SB-900・800の場合は、ここでの設定にかかわらず、スピードライト側の設定が優先さ
れます。

［セット内容］
OFF：絞りに連動しない外部自動調光（A）になります（絞り

のセットはスピードライトで行ってください）。
ON ： 絞り連動外部自動調光（AA）になります。

e3：SB絞り連動 xP.161

スピードライトSB-80DX・28DXで外部調光を行う場合、絞りに連動しない外部
自動調光（A）になりますが、絞り連動外部自動調光（AA）に変更できます。

［セット内容］
ON ：モデリング発光と絞り込みを行います。
OFF ： 絞り込みのみを行います。

e4：モデリング発光 xP.157

スピードライトSB-900・800・600装着時にカメラのプレビューボタンを押す
と、通常はモデリング発光と絞り込みが同時に行われますが、モデリング発光せず
に絞り込みのみ行うように変更できます。

［セット内容］
AE・SBブラケティング： AEブラケティングとSBブラケティ

ングを同時にセットします。
AEブラケティング ： AEブラケティングのみをセットします。
SBブラケティング ： SBブラケティングのみをセットします。

e5：オートBKTのセット xP.77

通常のオートブラケティングセット時には、AEブラケティングとSBブラケティン
グが同時にセットされますが、AEブラケティングのみのセット、SBブラケティン
グのみのセットに変更できます。
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［セット内容］

シャッタースピード ：シャッタースピードおよび調光レベルが
変化します。

シャッタースピード／：シャッタースピード、絞り値および調光
レベルが変化します。

絞り値 ：絞り値および調光レベルが変化します。
SB ： 調光レベルのみが変化します。

e6：BKT変化要素 xP.77

通常、オートブラケティング時に露出モードが ¢（マニュアル）の場合はシャッター
スピードとスピードライトの調光レベルが変化しますが、「シャッタースピードと絞
り値と調光レベル」、「絞り値と調光レベル」、「調光レベルのみ」のいずれかが変化す
るように変更できます。

［セット内容］
初期設定 ：初期設定の順で撮影します。
－側から＋側へ：マイナス側からプラス側へ順番に撮影します。

e7：BKT補正順序 xP.77

通常は初期設定の順（xP.78、79）で行われるオートブラケティング時の補正順
序を、マイナス側からプラス側へ順番に撮影されるように変更できます。

［セット内容］

補正値とコマ数選択：メインコマンドダイヤルで撮影コマ数を、
サブコマンドダイヤルで補正ステップを
セットします。

組み合わせで選択 ：メインコマンドダイヤルでオートブラケ
ティングのON/OFFを、サブコマンドダ
イヤルで補正ステップと撮影コマ数の組み
合わせをセットします。

e8：BKT設定方法 xP.77

通常オートブラケティングをセットする場合は、メインコマンドダイヤルで撮影コマ
数を、サブコマンドダイヤルで補正ステップをセットしますが、メインコマンドダイ
ヤルでオートブラケティングのON/OFFを、サブコマンドダイヤルで補正ステップ
と撮影コマ数の組み合わせをセットできるように変更できます。

● 組み合わせで選択する場合の組み合わせについては、P.78、79をご覧ください。

絞り値

● スピードライト使用時に、カスタムメニュー「e5：オートBKTのセット」を「AEブラケ
ティング」にセットしてある場合は、調光レベルの変化を行いません（xP.107）。
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［セット内容］
AFエリア中央リセット：撮影時にマルチセレクターの中央部を

押すと、中央のフォーカスエリア（グ
ループダイナミックAFモードの場合は
中央のフォーカスエリアグループ）を
選択します。

選択AFエリア表示 ：撮影時にマルチセレクターの中央部を
押すと、ファインダー内で選択されて
いるフォーカスエリア（グループダイ
ナミックAFモードの場合はフォーカス
エリアグループ）のフレームが点灯し
ます。

使用しない ：撮影時、メニュー操作時などにマルチ
セレクターの中央部を押しても、機能
しません。

f1：中央釦の機能 xP.52、90

マルチセレクターの中央部を押した時の機能を下記のように変更できます。

［セット内容］
半押し起動しない：半押しタイマーがOFFの時にマルチセレク

ターを操作しても、半押しタイマーはONに
なりません。

半押し起動する ：半押しタイマーがOFFの時にマルチセレク
ターを操作すると、半押しタイマーがONに
なります。

AF起動する ： マルチセレクターを操作するとオートフォー
カスが作動します（マニュアルフォーカス時
を除く）。

f2：マルチセレクター起動 xP.22、32

マルチセレクターの操作で、半押しタイマーがON、またはオートフォーカスが作動
するように変更できます。



110

カスタムメニュー －つづき－

［セット内容］
FVロック ： SB-900・800・600・400使用時は、ファン

クションボタンを押すと、FVロックを行います。
FVロック／ ： SB-900・800・600・400使用時は、ファンク

ションボタンを押すと、FVロックを行います。また、
SB-900・800・600・400の不使用時および電源
OFF時は、非CPUレンズ使用時の焦点距離と開放
絞り値の組み合わせ（レンズNo.）をセットできます。

露出値1段選択 ： カスタムメニュー「b1：露出設定ステップ」
（xP.99）の設定にかかわらず、ファンクショ
ンボタンを押しながらメインコマンドダイヤル
またはサブコマンドダイヤルを操作すると、
シャッタースピードまたは絞りを1段ステップ
でセットすることができます。

AE-L/AF-L釦 ： ファンクションボタンがAE/AFロックボタン
として機能します。

SB発光禁止 ： スピードライト撮影時、ファンクションボタン
を押している間、スピードライトを発光禁止に
します。

BKT自動連写 ： オートブラケティング撮影時にファンクション
ボタンを押しながら、シャッターボタンを押す
と、フィルム給送モードがS（1コマ巻き上げ）
の場合、セットした撮影コマ数だけ連続撮影を
行い自動的に停止します。また、フィルム給送
モードがCL、CH、CS（連続巻き上げ）の場合、
セットした撮影コマ数が終了しても繰り返し
オートブラケティング撮影を行います。

簡易設定 ：ファンクションボタンを押している間、測光
モードがマルチパターン測光に切り換わります。

簡易設定 ：ファンクションボタンを押している間、測光
モードが中央部重点測光に切り換わります。

簡易設定 ：ファンクションボタンを押している間、測光
モードがスポット測光に切り換わります。

f3：ファンクション釦機能 xP.10

通常はファンクションボタンを押すとFVロック（xP.157）を行いますが、下記
のいずれかにファンクションボタンの機能を変更できます。

レンズ情報設定

●「レンズ情報設定」は単独で選択することはできません。「レンズ情報設定」を選択する場
合は「FVロック」とともに選択されます。

●「AE-L/AF-L釦」にセットした場合、カスタムメニュー「c2：AE-L/AF-L釦」（xP.101）
の設定状態で機能します。



111

メ
ニ
ュ
ー
ガ
イ
ド

［セット内容］
回転方向 ： メインコマンドダイヤルおよびサブコマンド

ダイヤル操作時の回転方向を変更できます。
メインとサブ入換え： シャッタースピードのセットをサブコマン

ドダイヤルで、絞りのセットをメインコマ
ンドダイヤルで行えるように変更できます。

絞り値設定 ： Gタイプ以外のCPUレンズ装着時に、レ
ンズの絞りリングでのみ絞りのセットを行
えるように変更できます。

メニューでの使用 ：通常メニューの操作はマルチセレクターを
使用しますが、コマンドダイヤルも使用で
きるように変更できます。

f4：コマンドダイヤル設定 xP.16

コマンドダイヤルに関する下記の設定を行えます。

［セット内容］
ノーマル：メインコマンドダイヤルおよびサブコマンドダイヤルが

通常どおりの回転操作（初期設定の状態）になります。
逆方向 ：メインコマンドダイヤルおよびサブコマンドダイヤルが

通常とは逆の回転操作になります。

f4-1：回転方向

［セット内容］
OFF：シャッタースピードのセットをメインコマンドダイヤルで、

絞りのセットをサブコマンドダイヤルで行います。
ON ： シャッタースピードのセットをサブコマンドダイヤルで、絞

りのセットをメインコマンドダイヤルで行います。

f4-2：メインとサブ入換え

●「コマンドダイヤル設定」の各設定を変更すると、別売のマルチパワーバッテリーパック
MB-40（xP.172）の、縦位置メインコマンドダイヤルおよび縦位置サブコマンドダイ
ヤルの機能や、絞り値の設定方法も同様に変更されます。
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［セット内容］
サブコマンドダイヤル：サブコマンドダイヤルで絞りのセットを行

います。
絞りリング ： Gタイプ以外のCPUレンズ装着時に、レ

ンズの絞りリングでのみ絞りのセットを行
います。

f4-3：絞り値設定

［セット内容］
OFF：メニューの操作をマルチセレクターでのみ行います。
ON ： メニューの操作をコマンドダイヤルでも行えます。

f4-4：メニューでの使用

●「ON」にセットすると、メインコマンドダイヤルがマルチセレクターの≥および≤と、サ
ブコマンドダイヤルがマルチセレクターの<および>と同じ機能になります。

［セット内容］
デフォルト：初期設定の状態になります。ボタンを押し続けない

と設定可能状態がホールド（維持）されません。
ホールド ：ボタンを押すと設定可能状態がホールド（維持）さ

れます。

f5：釦設定方法 xP.16

通常は各操作ボタンを押し続けている間のみ設定可能状態になり、コマンドダイヤ
ルを操作して設定を行いますが、各操作ボタンを押すと設定可能状態が約20秒間
ホールド（維持）され、コマンドダイヤルを操作して設定を行えるように変更でき
ます（再度ボタンを押すか、シャッターボタンを半押しすると、設定可能状態が解
除されます）。

カスタムメニュー －つづき－

● 露出モードが ¡（プログラムオート）または ™（シャッター優先オート）の場合は、「絞
りリング」にセットしても、絞りリングによる絞りのセットは行えません。

● カスタムメニュー「c4：半押しタイマー」（xP.102）を「30秒」にセットすると、ホー
ルド（維持）される時間が約30秒になります。
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セットアップメニュー

撮影データの記憶に関する設定や、日時の設定を行います。

［セット内容］
記憶設定 ：撮影データを記憶しないか、記憶する場合は

記憶モードの選択を行います。
データ消去 ：記憶された撮影データの消去を行います。
記憶警告 ：撮影データを記憶できるフィルム本数を超え

た場合の動作（警告表示無しで上書き記憶を
するか、または警告を表示してシャッターを
きれなくし、記憶も停止する）の選択を行い
ます。

フィルム番号設定：識別番号（カメラID）およびフィルム番号の
設定を行います。

撮影データメニュー xP.114

撮影データの記憶に関する設定を行います。詳細はP.114～126の「撮影データ
の記憶」をご覧ください。

●「年」、「月」、「日」、「時」、「分」を設定します。

日時設定 xP.127

撮影データの記憶（xP.114）および撮影データの写し込み（xP.130）に使用
する日時の設定を行います。設定方法はP.127の「日時の設定」をご覧ください。

［セット内容］
年月日：年月日の順序で表示し、写し込みます（初期設定）。
月日年：月日年の順序で表示し、写し込みます。
日月年：日月年の順序で表示し、写し込みます。

年月日表示設定 xP.128

「年月日」が背面表示パネルに表示される場合や、「年月日」を写し込む時（xP.130）
の表示順序の設定を行います。

■セットアップメニュー項目の詳細
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撮影時のシャッタースピードや絞り値、レンズの焦点距離などの撮影データを
カメラに記憶し、背面表示パネルに表示したり、別売のデータリーダーMV-1
を使用してコンパクトフラッシュカード（以下CFカードといいます）に保存
し、パソコンで活用したりできます。

■記憶モードと記憶項目
記憶項目は異なる2つの記憶モードより選べます。13項目の基本的な情報を記憶す
る「簡易情報記憶」。さらに詳細な情報を加えた21項目を記憶する「詳細情報記憶」。
各記憶モードの記憶項目は下表のとおりです。

● 1～3：フィルム情報 フィルム1本ごとの情報
● 4～@q：コマ情報 撮影コマ1コマごとの情報
● 各記憶項目の詳細は、P.115をご覧ください。
● 撮影データの記憶の設定については、P.118をご覧ください。

記憶項目
記憶モード

簡易情報 詳細情報

1 フィルム感度 ○ ○
2 フィルム番号 ○ ○
3 識別番号（カメラID） ○ ○

4
フィルムカウント数値
（コマ番号） ○ ○

5 シャッタースピード ○ ○
6 絞り値 ○ ○
7 設定焦点距離 ○ ○
8 レンズの焦点距離 ○
9 開放絞り値 ○
!p 測光モード ○ ○

記憶項目
記憶モード

簡易情報 詳細情報

!q 露出モード ○ ○
!w シンクロモード ○
!e 露出補正量 ○ ○
!r 露出偏差 ○ ○
!t 調光補正量 ○
!y スピードライト設定 ○
!u 多重露出撮影 ○ ○
!i AEロック ○
!o VR機能 ○
@p 撮影日 ○ ○
@q 撮影時刻 ○
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■記憶項目の詳細

3 識別番号（カメラID）［データ記憶のみ行います］
セットアップメニューの「撮影データメニュー：フィルム番号設定」（xP.123）で設定し
た識別番号（3桁の数字）を記憶します。
● 別売のデータリーダーMV-1（xP.172）を使用して撮影データをCFカードに保存する
際のフォルダ名になります。

2 フィルム番号
セットアップメニューの「撮影データメニュー：フィルム番号設定」（xP.123）で設定し
たフィルム番号（4桁の数字）を記憶します。
● フィルムを装填して1コマ目のシャッターをきった時にフィルム番号を記憶します。新た
にフィルムを装填して1コマ目のシャッターをきるごとに、設定した数値から1ずつ加算し
て記憶します。

●「9999」までカウントした後は、再び「0001」からカウントします。

1 フィルム感度
フィルムを装填して1コマ目のシャッターをきった時に設定されているフィルム感度を記憶
します。
● フィルム感度を s にセットしてDXマーク付フィルム使用した場合は、自動的にセットさ
れたフィルム感度を記憶します。また、手動でフィルム感度をセットした場合は、セット
したフィルム感度を記憶します。

5 シャッタースピード
撮影時に上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびファイン
ダー内表示に表示されるシャッタースピードを記憶します。

6 絞り値
撮影時に上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびファイン
ダー内表示に表示される絞り値を記憶します。

7 設定焦点距離
撮影時の設定焦点距離（ズーム位置）を記憶します。
● ズームレンズ装着時はズーム位置を、単焦点レンズ装着時はレンズの焦点距離を記憶します。

8 レンズの焦点距離
撮影時に装着していたレンズの焦点距離を記憶します。
● ズームレンズ装着時は、最広角側および最望遠側の焦点距離（ズーム範囲）を記憶します。

9 開放絞り値
撮影時に装着していたレンズの開放絞り値を記憶します。
● 開放絞り値が変化するズームレンズ装着時は、最広角側および最望遠側の開放絞り値を記
憶します。

4 フィルムカウント数値（コマ番号）
撮影時に上面表示パネルおよびファインダー内表示に表示されるフィルムカウンターの数値
（コマ番号）を記憶します。
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!q 露出モード
撮影時の露出モードを記憶します。

!w シンクロモード［データ記憶のみ行います］
撮影時のシンクロモード（xP.163）を記憶します。
● スピードライトを使用していなくても、背面表示パネルに表示されているシンクロモード
を記憶します。

!y スピードライト設定［一部データ記憶のみ行います］
以下の5項目の、スピードライトの設定状態を記憶します。

a：発光モード（TTL）
スピードライト撮影時の発光モードがTTL（i-TTL）モードか、TTLモード以外かを記憶します。
● 調光方式が「i-TTL-BL調光」、「スタンダードi-TTL調光」、「マルチエリアBL調光」、「スタ
ンダードTTL調光」の場合（xP.156、160）、TTLモードと記憶します。

● スピードライトを使用していない場合は、発光モードをTTLモード以外と記憶します。

!r 露出偏差［データ記憶のみ行います］
撮影時にカメラが制御した露出値、またはカメラにセットした露出値と、カメラが適正露出と
判断した露出値との差（露出偏差：露出オーバー量または露出アンダー量）を1/6段ステップ
で記憶します。

!e 露出補正量
撮影時にセットした露出補正量（xP.76）を記憶します。
● 露出補正をセットしていない場合は「0」を記憶します。
● オートブラケティング撮影時（xP.77）は、ブラケティング補正量を加算して記憶しま
す。詳細は、P.154の「露出補正量および調光補正量の記憶と写し込みについて」をご覧
ください。

!t 調光補正量
スピードライト撮影時にセットした調光補正量を記憶します（調光補正については使用する
スピードライトの使用説明書をご覧ください）。
● 調光補正をセットしていない場合は「0」を記憶します。
● スピードライト使用時に露出補正（xP.76）やオートブラケティング撮影（xP.77）
を行うと、同時にスピードライトの発光量も補正されます。この場合、スピードライトで
調光補正をセットしていない場合でも調光補正量として記憶します。詳細は、P.154の
「露出補正量および調光補正量の記憶と写し込みについて」をご覧ください。

b：スピードライト使用有無
撮影時にスピードライトを使用したかどうかを記憶します。
● スピードライトの使用が判別可能なスピードライトはTTL調光可能なスピードライトの
みです（xP.165、166）。

● スピードライトの電源がOFFの場合には、スピードライト不使用として記憶します。

!p 測光モード
撮影時の測光モードを記憶します。
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@p 撮影日
撮影時の年月日を記憶します。

@q 撮影時刻
撮影時の時分を記憶します。

!u 多重露出撮影
撮影時に多重露出撮影（xP.143）を行ったかどうかを記憶します。

!i AEロック
撮影時にAEロック（xP.74）を行ったかどうかを記憶します。

絞り値および焦点距離について

●「6 絞り値」、「7 設定焦点距離」、「8 レンズの焦点距離」、「9 開放絞り値」はCPUレ
ンズのみ記憶できます。

● 非CPUレンズの場合は、「レンズ情報」（xP.149）で設定した値を記憶します（設定
を行っていない場合、絞り値は開放からの絞り段数を、開放絞り値および焦点距離は空
白を記憶します）。

● AF-S、AF-Iテレコンバーター使用時は合成値を記憶します（CPUレンズのみ）。ただし、
AF-SテレコンバーターTC-17E IIとAF-S ED300mm F2.8D、AF-S ED400mm
F2.8Dを組み合わせて使用すると、焦点距離が正しく記憶されません（AF-S ED
300mm F2.8D II、AF-S ED400mm F2.8D II使用時は正しく記憶されます）。

データ記憶のみ行われる記憶項目について

● 記憶項目の右側に［データ記憶のみ行います］と表記されている記憶項目は、背面表示
パネルに撮影データを表示する場合（xP.124）には表示されません。データとしては
記憶されていますので、別売のデータリーダーMV-1（xP.172）を使用するとCFカー
ドに保存することができます（xP.126）。

c：アドバンストワイヤレスライティング撮影［データ記憶のみ行います］
スピードライト撮影時にアドバンストワイヤレスライティング撮影（xP.157）を行っ
たことを記憶します。

d：オートFPハイスピードシンクロ（FP発光）［データ記憶のみ行います］
スピードライト撮影時にオートFPハイスピードシンクロ撮影（xP.159）を行ったこと
を記憶します。
● FP発光機能を備えたニコンクリエイティブライティングシステム非対応スピードライト
（xP.166）を装着し、FP発光撮影を行った場合も記憶します。

e：FVロック
スピードライト撮影時にFVロック機能（xP.157）を使用したことを記憶します。

!o VR機能［データ記憶のみ行います］
VRレンズ（xP.40）を装着した場合、撮影時にVR機能を使用したかどうかを記憶します。
● VR機能を備えていないレンズを装着した場合は、VR機能不使用として記憶します。
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■撮影データの記憶の設定方法

● マルチセレクターの≥または≤で「セッ
トアップメニュー」を選択し、>を押す
と、セットアップメニュー画面が表示さ
れます。

● ≥または≤で「撮影データメニュー」
を選択し、>を押すと、撮影データメ
ニュー画面が表示されます。

カメラにフィルムが入っていない状態で、電源スイッチをONにし、MENUボ
タンを押してメニュー画面を表示させます。1

「セットアップメニュー」の「撮影データメニュー」を表示させます。2

● ≥または≤で「記憶設定」を選択し、
>を押すと、記憶設定画面が表示され
ます。

● ≥または≤で「簡易情報記憶」、または
「詳細情報記憶」を選択し、>を押すと
記憶モードがセットされ、撮影データメ
ニュー画面に戻ります。

●「記憶しない」を選択し、>を押すと撮
影データは記憶されません。

「記憶設定」で記憶モードを選択します。3

● カメラにフィルムが装填されたままでは、記憶設定の変更は行えません。フィルムを
取り出してから行ってください。

● 撮影データが記憶されている状態では、記憶設定の変更は行えません。撮影データを
消去してから行ってください（xP.120）。
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フィルム情報 コマ情報（簡易情報記憶時） コマ情報（詳細情報記憶時）

必ず日時の設定（xP.127）を行ってから記憶設定を行ってください。

記憶容量（撮影データを記憶できるフィルム本数：36枚撮りフィルム）

●「簡易情報記憶」：約57本
●「詳細情報記憶」：約31本
・セットアップメニュー「撮影データメニュー：記憶警告」（xP.121）で、撮影データ
を記憶できるフィルム本数を超えた場合の動作（警告表示無しで上書き記憶をするか、
または警告を表示してシャッターをきれなくし、記憶も停止する）を選択できます。

撮影データの表示例

● 背面表示パネルに撮影データを表示する場合（xP.124）、「フィルム情報」と「コマ
情報」に分けて表示します。

● 以下の項目は表示されませんが、データとして記憶されています（xP.126）。
・識別番号（カメラID）
・シンクロモード
・露出偏差
・スピードライト設定の「アドバンストワイヤレスライティング撮影」、「オートFPハイ
スピードシンクロ（FP発光）」
・VR機能

多重露出撮影時（xP.143）は、1回目の露光の時の撮影データを記憶します。

● <を押して1画面ずつ戻るか、MENUボタンを2回押すと、撮影情報表示に戻ります。

設定を終了します。4
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● ≥または≤で「データ消去」を選択し、
>を押すと、データ消去画面が表示さ
れます。

● >を押すと「全データ消去を実行しま
す」と表示されますので、>を押して
全データを消去します（<を押すと消
去されずに、撮影データメニュー画面
に戻ります）。

● 消去後、撮影データメニュー画面に戻
ります。

「データ消去」で全データを消去します。2

● <を押して1画面ずつ戻るか、MENUボタンを2回押すと、撮影情報表示に戻ります。

設定を終了します。3

●「撮影データメニュー」の表示方法は、「撮影データの記憶の設定方法」の操作手順1、
2をご覧ください（xP.118）。

● カメラにフィルムが装填されたままでは、撮影データの消去は行えません。フィルム
を取り出してから行ってください。

カメラにフィルムが入っていない状態で、電源スイッチをONにし、MENUボ
タンを押してメニュー画面を表示させ、「セットアップメニュー」の「撮影デー
タメニュー」を表示させます。

1
■撮影データの消去方法

撮影データをCFカードに保存した場合

● 別売のデータリーダーMV-1（xP.172）を使用して撮影データをCFカードに保存し
た場合、自動的にカメラ内の撮影データを消去します（カメラに撮影途中のフィルムが
装填されている場合は、撮影途中の撮影データはCFカードに保存されず、カメラ内に残
ります）。



121

メ
ニ
ュ
ー
ガ
イ
ド

● ≥または≤で「記憶警告」を選択し、
>を押すと、記憶警告の設定画面が表示
されます。

● ≥または≤で「警告無し／上書き」ま
たは「警告／記憶禁止」を選択し、>

を押すと、記憶警告がセットされ、撮
影データメニュー画面に戻ります。

記憶警告を設定します。2

● <を押して1画面ずつ戻るか、MENUボタンを2回押すと、撮影情報表示に戻ります。

設定を終了します。3

●「撮影データメニュー」の表示方法は、「撮影データの記憶の設定方法」の操作手順1、
2をご覧ください（xP.118）。

● カメラにフィルムが装填されたままでは、記憶警告の設定は変更できません。フィル
ムを取り出してから行ってください。

● 撮影データが記憶されている状態では、記憶警告の設定は変更できません。撮影デー
タを消去してから行ってください（xP.120）。

カメラにフィルムが入っていない状態で、電源スイッチをONにし、MENUボ
タンを押してメニュー画面を表示させ、「セットアップメニュー」の「撮影デー
タメニュー」を表示させます。

1

■記憶警告の設定方法

撮影データを記憶できるフィルム本数（xP.119）を超えた場合の動作（警
告表示無しで上書き記憶をするか、または警告を表示してシャッターをきれ
なくし、記憶も停止する）の選択を行います。

記憶警告の設定内容

● 撮影データを記憶できるフィルム本数を超えた場合、記憶警告の設定により、以下のよ
うに動作します。

・警告無し／上書き（初期設定）：
警告表示無しで上書き記憶します（最も古いフィルムの撮影データから消去して、新
しい撮影データを記憶します）。

・警告／記憶禁止：
警告を表示してシャッターをきれなくし、記憶も停止します。
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「警告／記憶禁止」にセットした場合の警告表示について

●「記憶警告」を「警告／記憶禁止」にセットした場合、撮影データを記憶できるフィルム本
数（xP.119）を超えると、フィルムを入れた時に上面表示パネルおよびファインダー内
表示に FuL が点滅（半押しタイマーがOFFになると消灯）し、背面表示パネルにイラスト
のような警告が表示（半押しタイマーがOFFになると消灯）され、シャッターがきれなく
なりますので下記のように対応してください。
・電源スイッチをOFFにし、再びONにするとシャッターがきれるようになりますが、
撮影データは記憶しません。
・撮影データの消去（xP.120）を行うと、シャッターがきれるようになります。ま
た、新たに撮影データを記憶し始めます。
・別売のデータリーダーMV-1（xP.172）を使用して撮影データをCFカードに保存す
ると、シャッターがきれるようになります。CFカードへの保存と同時にカメラ内の撮
影データは消去され、新たに撮影データを記憶し始めます（カメラに撮影途中のフィ
ルムが装填されている場合は、撮影途中の撮影データはCFカードに保存されず、カメ
ラ内に残ります）。
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● 左側の3桁の数字が識別番号（カメラ
ID）です。

● 反転表示されている、左から1桁目を
≥または≤で設定します。

● >を押して「2桁目」、「3桁目」を順次
反転表示させ、それぞれ設定します。

●「3桁目」の設定後、>を押すと右側の
4桁の数字（フィルム番号）の1桁目が
反転表示されます。

● 右側の4桁の数字がフィルム番号です。
● 反転表示されている、左から1桁目を
≥または≤で設定します。

● >を押して「2桁目」～「4桁目」を順
次反転表示させ、それぞれ設定します。

●「4桁目」の設定後、>を押すと識別番
号（カメラID）およびフィルム番号の
数値が確定し、撮影データメニュー画
面に戻ります。

識別番号（カメラID）およびフィルム番号を設定します。3

● <を押して1画面ずつ戻るか、MENUボタンを2回押すと、撮影情報表示に戻ります。

設定を終了します。4

●「撮影データメニュー」の表示方法は、「撮影データの記憶の設定方法」の操作手順1、
2をご覧ください（xP.118）。

● カメラにフィルムが装填されたままでは、識別番号およびフィルム番号の変更は行え
ません。フィルムを取り出してから行ってください。

● 撮影データが記憶されている状態では、識別番号およびフィルム番号の変更は行えま
せん。撮影データを消去してから行ってください（xP.120）。

カメラにフィルムが入っていない状態で、電源スイッチをONにし、MENUボ
タンを押してメニュー画面を表示させ、「セットアップメニュー」の「撮影デー
タメニュー」を表示させます。

1
■識別番号（カメラID）およびフィルム番号の設定方法

● ≥または≤で「フィルム番号設定」を選択し、>を押します。

「撮影データメニュー」の「フィルム番号設定」を選択します。2
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● フィルム情報は最新の情報から表示されます。

［撮影データの表示方法］

電源スイッチをONにし、INFOボタンを押してフィルム情報を表示させます。1

● ≥または≤で表示させたいフィルム情報を選択し、>を押すと選択したフィルム情報
のコマ情報が表示されます。

● コマ情報は選択したフィルム情報の中の最新のコマ情報から表示されます（コマ情報
を表示した後に、<で一度フィルム情報表示に戻り、再度>を押すと、最後に表示し
たコマ情報が表示されます）。

● コマ情報は記憶モード（イラストは詳細情報記憶時）により表示する項目数が異なり
ます。

マルチセレクターでコマ情報を表示させたいフィルムを選択します。2

● ≥または≤で表示させたいコマ情報を選択します。
● <または>を押すと、フィルム情報表示に戻ります。
● <を2回押すか、INFOボタンを押すと、撮影情報表示に戻ります。

マルチセレクターでコマ情報を表示させたいコマを選択します。3

セットアップメニュー［撮影データの記憶］－つづき－
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記憶項目 表示例の意味
2 フィルム番号 0009

4
フィルムカウント
数値（コマ番号） 3コマ目

5 シャッタースピード 1/250秒
6 絞り値 F5.6
7 設定焦点距離 80mm
8 レンズの焦点距離 24-120mm
9 開放絞り値 F3.5-5.6
!p 測光モード マルチパターン測光
!q 露出モード マニュアル

記憶項目 表示例の意味
!e 露出補正量 ＋0.3
!t 調光補正量 －0.6

a 発光モード（TTL） TTLモード使用

スピードライトb
使用有無 使用

e FVロック 使用
!u 多重露出撮影 実行
!i AEロック 使用
@p 撮影日 2005年7月25日
@q 撮影時刻 21時9分

● 数値以外で表示される記憶項目は、それぞれ以下の内容を示します。
!p： （マルチパターン測光）、 （中央部重点測光）、 （スポット測光）
!q：P（プログラムオート）、S（シャッター優先オート）、A（絞り優先オート）、

M（マニュアル）
a：TTL（TTL［i-TTL］モード使用）、表示無し（TTLモード以外を使用）
b： fi（スピードライト使用）、表示無し（スピードライト不使用）
e： FV-L（FVロック使用）、表示無し（FVロック不使用）
!u： （多重露出撮影）、表示無し（通常撮影）
!i：AE-L（AEロック使用）、表示無し（AEロック不使用）

●「@p 撮影日」は、セットアップメニューの「年月日表示設定」（xP.128）を「月日年」
または「日月年」に変更すると、変更した順序で表示します。

● 記憶項目の内容については、P.115～117の「記憶項目の詳細」をご覧ください。

簡易情報記憶時の表示例 詳細情報記憶時の表示例

［撮影データ表示の詳細］

※：表示例の番号、記号はP.114～117の記憶項目の説明に準じています。
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● CFカードへは、CSV（Comma Separated Value）形式のテキストファイルとして保存
されます。Microsoft® Excelなどの表計算ソフトを使用して見やすく整理できます。

● パソコンへ転送する場合、別売のPCカードアダプターEC-AD1や市販のPCカードアダプ
ターまたはCFカードリーダーなどが必要になります。

別売のデータリーダーMV-1（xP.172）を使用して撮影データをCFカードに保
存することができます。保存したデータは、CFカードからパソコンへ転送して活用
できます。詳細はデータリーダーMV-1の使用説明書をご覧ください。

セットアップメニュー［撮影データの記憶］－つづき－

［撮影データのCFカードへの保存］

撮影データの活用例

● 下表は、CFカードに保存したデータを、Microsoft®Excelを使用して表にしたものです。
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撮影データの写し込みや記憶、インターバルタイマー撮影のために、日時の
設定を行います。

● マルチセレクターの≥または≤で「セッ
トアップメニュー」を選択し、>を押す
と「セットアップメニュー」が表示され
ます。

● ≥または≤で「日時設定」を選択し、
>を押すと日時の設定画面が表示され
ます。

電源スイッチをONにし、MENUボタンを押してメニュー画面を表示させます。1

「セットアップメニュー」の「日時設定」を表示させます。2

● >を押して設定したい部分を反転表示させ、≥または≤で設定します。
●「分」が反転表示の時に>を押すと時計の計時が開始（00秒からスタート）され、セッ
トアップメニュー画面に戻ります。

● セットアップメニューの「年月日表示設定」を「月日年」または「日月年」に変更す
ると（次ページ手順4、5）、「年」、「月」、「日」の設定順序も変更されます。

日時を設定します。3

セットアップメニュー［日時の設定］
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セットアップメニュー［日時の設定］－つづき－

カメラの内蔵時計について

● カメラの内蔵時計は一般的な時計（腕時計など）ほど精度は良くありません。定期的に
日時設定を行うことをおすすめします。

● ≥または≤で設定したい表示順序を選択し、>を押すと表示順序がセットされ、セッ
トアップメニュー画面に戻ります。

●「月日年」または「日年月」にセットすると、背面表示パネルに表示したり、写し込ん
だり（xP.130）する日付の順序も変更されます。

日付の表示順序を設定します。5

● ≥または≤で「年月日表示設定」を選択し、>を押すと年月日表示設定画面が表示さ
れます。

「セットアップメニュー」の「年月日表示設定」を表示させます。4

● <を押して1画面ずつ戻るか、MENUボタンを2回押すと、撮影情報表示に戻ります。

設定を終了します。6

［年月日表示順の設定］

［年月日表示順の設定］
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［セット内容］
画面内写し込み ：撮影データを画面内に写し込みます。
コマ間写し込み ：撮影データをコマ間に写し込みます。
0コマデータ写し込み：撮影データを0コマ目のコマ間、または

0コマ目の画面内に写し込みます。

写し込みメニュー xP.130

撮影時にフィルムの画面内、コマ間、0コマ目に撮影日時などの撮影データを写し込む
ことができます。詳細はP.130～142の「撮影データの写し込み」をご覧ください。

写し込み、多重露出撮影、インターバルタイマー撮影の設定を行います。

● 多重露出の回数を2～10回の中から選択し、設定します。

多重撮影 xP.143

多重露出撮影の設定を行います。詳細はP.143～144の「多重露出撮影」をご覧
ください。

●「撮影開始日時」、「撮影間隔」、「繰り返し回数」、「1回の撮影コ
マ数」を設定します。

インターバルタイマー xP.145

インターバルタイマー撮影の設定を行います。詳細はP.145～148の「インター
バルタイマー撮影」をご覧ください。

■撮影メニュー項目の詳細

撮影メニュー
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撮影メニュー［撮影データの写し込み］

撮影時にフィルムの画面内、コマ間、0コマ目に撮影日時などの撮影データ
を写し込むことができます。

■画面内写し込み

年月日：
撮影日を、「年月日」の順序で写し込みます。
● セットアップメニューの「年月日表示設定」を「月日年」または「日月年」に変更する
と、変更した順序で写し込みます（xP.128）。

日時分：
撮影日時（日時分）を写し込みます。

固定数値：
撮影者自身が任意に設定した6桁の数値を写し込みます。
● 固定数値は、コマ間写し込み（xP.134）と共通の数値です。

フィルムカウント数値（コマ番号）：
撮影時に上面表示パネルおよびファインダー内表示に表示されるフィルムカウンターの数
値（コマ番号）を写し込みます。

アップカウント数値：
撮影者自身が任意に設定した6桁の数値（xP.133）から、シャッターをきるごとに1ず
つ加算した数値を写し込みます。総撮影フィルムコマ数の確認等に便利です。
●「99 99 99」までカウントした後は、再び「00 00 00」からカウントします。
● アップカウント数値は、コマ間写し込み（xP.134）と共通の数値です。画面内、コ
マ間、いずれかの写し込み項目としてセットしてある限りカウントを続けます。写し込
み項目としてセットされていない場合はカウントしません。

● フィルムが入っていない時や、フィルムの空送り中はカウントしません。
● アップカウント数値は、フィルムの巻き戻しや、フィルム交換等で裏ぶたを開けてもリ
セットされません。

● 多重露出撮影時（xP.143）は、1回目の露光時にのみカウントします。

「年月日」、「日時分」、「固定数値」、「フィルムカウント数値（コマ番号）」、「アップ
カウント数値」のいずれかをフィルムの画面内に写し込むことができます。

■写し込み内容
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写し込み項目 写し込み例

年月日※ '05 07 25

日時分 25 15 : 30

固定数値 03 12 02

フィルムカウント数値 FC 28

アップカウント数値 00 01 23

● データは画像の右下（イラストの の位置）に写し込まれます。
● 写し込み位置に白、赤、オレンジ、黄色などの明るいものがあると、写し込まれたデー
タが読み取りにくくなることがありますので注意してください。

● 写し込み例は、年月日および日時分が「2005年7月25日15時30分」、固定数値が
「31202」、フィルムカウント数値（コマ番号）が「28」、アップカウント数値が
「123」の場合です。
※：年月日は、セットアップメニューの「年月日表示設定」で「月日年」にセットする
と「07 25 '05」と、「日月年」にセットすると「25 07 '05」と写し込みます
（xP.128）。

データの写し込み位置と写し込み例

写し込みの注意事項についてはP.140をご覧ください。
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● ≥または≤で「年月日」、「日時分」、「固定数値」、「フィルムカウント数値」、「アップ
カウント数値」のいずれかを選択し、>を押すと写し込み項目がセットされます。

写し込み項目を選択します。4
● ≥または≤で「画面内写し込み」を選択し、>を押します。

「写し込みメニュー」の「画面内写し込み」を選択します。3

■画面内写し込みの設定方法

● マルチセレクターの≥または≤で「撮
影メニュー」を選択し、>を押すと、
「撮影メニュー」が表示されます。

● ≥または≤で「写し込みメニュー」を選
択し、>を押すと、「写し込みメニュー」
が表示されます。

「撮影メニュー」の「写し込みメニュー」を表示させます。2

撮影メニュー［撮影データの写し込み］－つづき－

電源スイッチをONにし、MENUボタンを押してメニュー画面を表示させます。1
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● 反転表示されている、左から1桁目を≥また
は≤で設定します。

● >を押して「2桁目」～「6桁目」を順次反
転表示させ、それぞれ設定します。

●「6桁目」の設定後、>を押すと数値が確定
し、写し込みメニュー画面に戻ります。

● 数値の設定を行わない場合は「00 00 00」
が写し込まれます。

■「固定数値」を選択した場合は数値を設定します。

●「年月日」、「日時分」、「フィルムカウント数値」セット時は写し込みメニュー画面に戻
ります。

●「固定数値」、「アップカウント数値」セット時は数値設定画面が表示されます。

■「アップカウント数値」を選択した場合は最初の数値を設定します。
● 反転表示されている、左から1桁目を≥また
は≤で設定します。

● >を押して「2桁目」～「6桁目」を順次反
転表示させ、それぞれ設定します。

●「6桁目」の設定後、>を押すと数値が確定
し、写し込みメニュー画面に戻ります。

● 最初の1コマは設定した数値を写し込みます。
その後、フィルムを巻き上げてシャッターを
きるごとに設定した数値から1ずつ加算して
写し込みます。

● 数値の設定を行わない場合は「00 00 00」
から写し込みが始まります。

● <を押して1画面ずつ戻るか、MENUボタンを2回押すと、撮影情報表示に戻ります。
● 画面内写し込みをセットすると、背面表示パネルに画面内写し込みマーク が表示さ
れます。また、画面内写し込みとコマ間写し込みの両方をセットしている場合は、写
し込みマーク が表示されます。

設定を終了します。5
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撮影メニュー［撮影データの写し込み］－つづき－

年月日／日時分／固定数値／フィルムカウント数値／アップカウント数値：
P.130の「画面内写し込み」の写し込み内容をご覧ください。

シャッタースピード：
撮影時に上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびファイ
ンダー内表示に表示されるシャッタースピードを写し込みます。

絞り値：
撮影時に上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびファイ
ンダー内表示に表示される絞り値を写し込みます。
● 非CPUレンズ使用時に「レンズ情報」（xP.149）で開放絞り値の設定を行っていない
場合は開放からの絞り段数となり、絞り段数の前に「 ▲ 」が写し込まれます。

露出モード：
シャッタースピードおよび絞り値の前に写し込まれる「 ■ 」の有無は、撮影時にセットし
ていた露出モードを示します。
● ¡（プログラムオート）時は、「 ■ 」はいずれの前にも写し込まれません。
● ™（シャッター優先オート）時は、シャッタースピードの前に「 ■ 」が写し込まれます。
● £（絞り優先オート）時は、絞り値の前に「 ■ 」が写し込まれます。
● ¢（マニュアル）時は、シャッタースピードと絞り値の前に「 ■ 」が写し込まれます。

露出補正量：
露出モードが ¡（プログラムオート）、™（シャッター優先オート）または £（絞り優先
オート）の場合はセットした露出補正量（xP.76）を写し込みます。また、露出モード
が ¢（マニュアル）の時は適正露出からの露出オーバー量または露出アンダー量を写し込
みます（写し込める範囲は±9.7の範囲で、それ以上の場合は「－9.7」または「＋9.7」
と写し込まれます）。
● 露出補正をセットしていない場合は「0.0」が写し込まれます。
● 多重露出撮影時（xP.143）は「--」が写し込まれます。
● オートブラケティング撮影時（xP.77）は、ブラケティング補正量を加算して写し込
みます。詳細は、P.154の「露出補正量および調光補正量の記憶と写し込みについて」
をご覧ください。

調光補正量（fi=）：
スピードライト撮影時にセットした調光補正量を写し込みます（調光補正については使用
するスピードライトの使用説明書をご覧ください）。
● 調光補正をセットしていない場合は「0.0」が写し込まれます。

■写し込み内容

■コマ間写し込み
画面内写し込みと同様の「年月日」、「日時分」、「固定数値」、「フィルムカウント数
値（コマ番号）」、「アップカウント数値」や、さらに詳細な撮影データをフィルムの
コマ間に写し込むことができます。
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● スピードライト使用時に露出補正（xP.76）やオートブラケティング撮影（xP.77）
を行うと、同時にスピードライトの発光量も補正されます。この場合、スピードライト
で調光補正をセットしていない場合でも調光補正量として写し込みます。詳細は、
P.154の「露出補正量および調光補正量の記憶と写し込みについて」をご覧ください。

● スピードライトの電源がOFFの場合には、何も写し込まれません。

測光モード：
撮影時にセットした測光モード（xP.64）を写し込みます。

焦点距離：
撮影時の設定焦点距離（ズーム位置）を写し込みます。
● ズームレンズ装着時はズーム位置を、単焦点レンズ装着時はレンズの焦点距離を写し込
みます。

● 非CPUレンズの場合は、「レンズ情報」（xP.149）で設定した値を写し込みます（設
定を行っていない場合は何も写し込みません）。

● AF-S、AF-Iテレコンバーター使用時は合成値を写し込みます（CPUレンズのみ）。ただ
し、AF-SテレコンバーターTC-17EIIとAF-S ED300mm F2.8D、AF-S ED
400mm F2.8Dを組み合わせて使用すると、焦点距離が正しく写し込まれません（AF-S
ED300mm F2.8DII、AF-S ED400mm F2.8DII使用時は正しく写し込まれます）。

時刻：
撮影時刻を写し込みます。

※：写し込み項目が「＋年月日」、「＋日時分」、「＋固定数値」の場合、同時にシャッタース
ピード、絞り値、露出モード、露出補正量も写し込まれます。

写し込み項目 写し込み内容

＋年月日 シャッタースピード、絞り値、露出モード、露出補正量、年月日

＋日時分 シャッタースピード、絞り値、露出モード、露出補正量、日時分

＋固定数値 シャッタースピード、絞り値、露出モード、露出補正量、固定数値

フィルムカウント数値 シャッタースピード、絞り値、露出モード、露出補正量、フィルムカウント数値

アップカウント数値 シャッタースピード、絞り値、露出モード、露出補正量、アップカウント数値

fi=＋測光モード シャッタースピード、絞り値、露出モード、露出補正量、調光補正量、測光モード

fi=＋焦点距離 シャッタースピード、絞り値、露出モード、露出補正量、調光補正量、焦点距離

fi=＋時刻 シャッタースピード、絞り値、露出モード、露出補正量、調光補正量、時刻

年月日 年月日

日時分 日時分

固定数値 固定数値

写し込まれる撮影データについて

● 写し込みメニューで写し込み項目をセットすると、下表に示す組み合わせで撮影データ
を写し込むことができます。
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● 表中の写し込み例は、日時分および時刻が「25日15時30分」、固定数値が「31202」、
フィルムカウント数値（コマ番号）が「28」、アップカウント数値が「123」、調光補
正量（fi=）が「－2.0」、測光モードが「中央部重点測光」、焦点距離が「300mm」
の場合です。

※3：マルチパターン測光時は「 AµP 」、スポット測光時は「 SP 」と写し込みます。

● セットした写し込み項目（イラストの 内）が「年月日（＋年月日）」以外の場合は
下表のように写し込みます。

写し込み項目 写し込み例

日時分（＋日時分） 25 15 : 30

固定数値（＋固定数値）03 12 02

フィルムカウント数値 FC 28

アップカウント数値 00 01 23

写し込み項目 写し込み例

fi=＋測光モード※3 ^2.0 C ∑

fi=＋焦点距離 ^2.0 3 00

fi=＋時刻 ^2.0 15 : 30

セットした写し込み項目は
この部分に写し込まれます。

シャッタースピード

絞り値

露出補正量

● データは画像の左側コマ間にイラストのように写し込まれます。
● 写し込み例は、シャッタースピード「1/125秒」、絞り値「F5.6」、露出モード※1

「£（絞り優先オート）」、露出補正量「＋1.3」、年月日※2「2005年7月25日」の場合です。
※1： ¡（プラグラムオート）時は「 125 ƒ5.6」、™（シャッター優先オート）時は

「■
125 ƒ5.6」、¢（マニュアル）時は「■

125
■
ƒ5.6」と写し込みます。

※2：年月日は、セットアップメニューの「年月日表示設定」で「月日年」にセットす
ると「07 25 '05」と、「日月年」にセットすると「25 07 '05」と写し込みま
す（xP.128）。

データの写し込み位置と写し込み例

写し込みの注意事項についてはP.140をご覧ください。
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● ≥または≤で「＋年月日」、「＋日時分」、「＋固定数値」、「フィルムカウント数値」、
「アップカウント数値」、「fi=＋測光モード」、「fi=＋焦点距離」、「fi=＋時刻」、「年月
日」、「日時分」、「固定数値」のいずれかを選択し、>を押すと、写し込み項目がセッ
トされます。

●「＋年月日」、「＋日時分」、「フィルムカウント数値」、「fi=＋測光モード」、「fi=＋焦点
距離」、「fi=＋時刻」、「年月日」、「日時分」セット時は写し込みメニュー画面に戻ります。

●「＋固定数値」、「アップカウント数値」、「固定数値」セット時は数値設定画面が表示さ
れます。数値の設定方法は「画面内写し込み」の手順4をご覧ください（xP.132）。

写し込み項目を選択します。3

●「写し込みメニュー」の表示方法は、「画面内写し込み」の操作手順1、2をご覧くださ
い（xP.132）。

電源スイッチをONにし、MENUボタンを押してメニュー画面を表示させ、
「撮影メニュー」の「写し込みメニュー」を表示させます。1

● ≥または≤で「コマ間写し込み」を選択し、>を押します。

「写し込みメニュー」の「コマ間写し込み」を選択します。2

■コマ間写し込みの設定方法

● <を押して1画面ずつ戻るか、MENUボタンを2回押すと、撮影情報表示に戻ります。
● コマ間写し込みをセットすると、背面表示パネルにコマ間写し込みマーク が表示さ
れます。また、画面内写し込みとコマ間写し込みの両方をセットしている場合は、写
し込みマーク が表示されます。

設定を終了します。4
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識別番号
（カメラID） フィルム番号 年月日※

識別番号（カメラID）：
「撮影データの記憶」で設定した識別番号（カメラID）を写し込みます（xP.123）。

フィルム番号：
「撮影データの記憶」で設定したフィルム番号を写し込みます（xP.123）。

年月日：
フィルム装填時の日付を、「年月日」の順序で写し込みます。
● セットアップメニューの「年月日表示設定」を「月日年」または「日月年」に変更する
と、変更した順序で写し込みます（xP.128）。

■写し込み内容

■0コマデータ写し込み
フィルム装填時にフィルムの空送りを3コマでいったん停止し、0コマ目（1コマ目
の1コマ前）に写し込みを行った後、1コマ目まで空送りします。
0コマデータ写し込みは、0コマ目のコマ間には「識別番号（カメラID）」、「フィル
ム番号」およびフィルム装填時の「年月日」を、0コマ目の画面内にはフィルム装填
時の「年月日」または「フィルム番号」を写し込むことができます。

● データは0コマ目右下（イラストの の位置）に写し込まれます。
● 写し込み例は、識別番号（カメラID）が「123」、フィルム番号が「0009」、年月日※

が「2005年7月25日」の場合です。
※：年月日は、セットアップメニューの「年月日表示設定」で「月日年」にセットする
と「07 25 '05」と、「日月年」にセットすると「25 07 '05」と写し込みます
（xP.128）。

● データは0コマ目左側のコマ間相当部分に上のイラストのように写し込まれます。

（0コマ目）

［コマ間の場合］

［画面内の場合］ 写し込み項目 写し込み例

画面内年月日※ '05 07 25

画面内フィルム番号 00 09

データの写し込み位置と写し込み例

写し込みの注意事項についてはP.140をご覧ください。
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● ≥または≤で「コマ間」、「画面内年月日」、「画面内フィルム番号」、のいずれかを選
択し、>を押すと、写し込み項目がセットされ、写し込みメニュー画面に戻ります。

写し込み項目を選択します。3

● <を押して1画面ずつ戻るか、MENUボタンを2回押すと、撮影情報表示に戻ります。

設定を終了します。4

●「写し込みメニュー」の表示方法は、「画面内写し込み」の操作手順1、2をご覧くださ
い（xP.132）。

電源スイッチをONにし、MENUボタンを押してメニュー画面を表示させ、
「撮影メニュー」の「写し込みメニュー」を表示させます。1

● ≥または≤で「0コマデータ写し込み」を選択し、>を押します。

「写し込みメニュー」の「0コマデータ写し込み」を選択します。2

■0コマデータ写し込みの設定方法

フィルム装填時のご注意

● 0コマデータ写し込みはフィルム装填時に写し込みます。フィルムを装填して、1コマも
撮影を行わずにフィルムを抜き出しても、0コマデータは写し込まれていますのでご注
意ください。

● フィルム装填時にフィルムを引き出しすぎると、0コマデータを写し込む位置まで感光
してしまい、写し込んだデータが判読できない場合がありますのでご注意ください。
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必ず日時の設定を行ってから写し込みの設定を行ってください（xP.127）。

多重露出撮影時の写し込み

● 多重露出撮影時（xP.143）は、1回目の露光時に写し込みます。
● 画面内写し込みの場合、多重露出の回数が多い時は背景や被写体が重なって、写し込ま
れたデータが判読しにくくなることがありますのでご注意ください。

データの写し込み濃度について

● データの写し込み濃度は、自動的にセットされた、または任意にセットしたフィルムの
感度に合わせて設定されます。ただし、写し込みはフィルムの裏側から行いますので、
同じ感度のフィルムでも裏側からの感度に違いがあるため、写し込んだデータが薄くて
判別できない場合や、濃すぎてにじんでしまう場合があります。あらかじめ試し撮りさ
れることをおすすめします。濃度が適切でない場合は、カスタムメニュー「d8：写し込
み濃度」（xP.105）の設定を変更して調整してください。
・裏側からの感度が特に低い「コダクローム64」、「コダクローム200」、「フジクロー
ムVelvia」などを使用する場合は、写し込み濃度を「＋1」または「＋2」にセット
してください。

特殊フィルム使用時について

● 赤外線および複写用などの特殊フィルムは、フィルム感度が低いため写し込みはできま
せん。

［写し込みについてのご注意］

コマ間写し込みを行った撮影フィルムを現像する際のご注意

● 現像処理作業の段階でホルダー収納のためフィルムを裁断する際、フィルムのコマの間
に写し込まれたデータや、場合によっては撮影画面が切断されてしまうことがあります。
このようなことを避けるために現像をご依頼の際は、コマ間データや撮影画面が切断さ
れない長巻きなどの処置を事前に指示してください。
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画面内写し込みとコマ間写し込みの両方をセットする場合

● 画面内写し込みとコマ間写し込みの両方をセットする場合、写し込み項目の選択に制限
がある、または画面内写し込みが行えない場合があります。セットしたい項目が選択で
きない時や、画面内写し込みが行えない場合は、写し込みの設定を変更してください。

画面内写し込みが先に設定されている場合：
・画面内写し込みが「年月日」、「日時分」、「固定数値」、「フィルムカウント数値」、
「アップカウント数値」のいずれかにセットしてある場合、コマ間写し込みの項目は、
画面内写し込みの項目と同じ項目以外にセットできません。ただし、「年月日」の場合
は「＋年月日」に、「日時分」の場合は「＋日時分」に、「固定数値」の場合は「＋固
定数値」にはそれぞれセットできます。

コマ間写し込みが先に設定されている場合：
・コマ間写し込みが「年月日（＋年月日）」、「日時分（＋日時分）」、「固定数値（＋固定
数値）」、「フィルムカウント数値」、「アップカウント数値」のいずれかにセットしてあ
る場合、画面内写し込みの項目は、コマ間写し込みの項目と同じ項目以外にセットで
きません。
・コマ間写し込みが「fi=＋測光モード」、「fi=＋焦点距離」、「fi=＋時刻」のいずれか
にセットしてある場合、画面内写し込みはできません。

低温時のご注意

● 写し込みには液晶を使用しています。液晶の応答性の関係上、0℃未満の低温時に写し
込みを行う場合は以下の事項に注意してください。

画面内写し込みおよびコマ間写し込みの場合：
・電源スイッチをONにしてから（または半押しタイマーがONになってから）、2秒以上
経過後、半押しタイマーがOFFになる前にシャッターをきってください。2秒以上経
過する前にシャッターをきると、正常に写し込みが行われない場合があります。
・2秒程度の間隔を開けて撮影してください。間隔を開けないと、データの切り換わり
と撮影動作が重複した場合に、切り換わる前のデータが写し込まれたり、データが二
重に写し込まれることがあります。

0コマデータ写し込みの場合：
・フィルム装填時に電源スイッチをONにしてから（または半押しタイマーがONになっ
てから）、2秒以上経過後、半押しタイマーがOFFになる前の間にフィルムの装填（1
コマ目までの空送りまで）を完了させてください。2秒以上経過する前にフィルムの
装填が完了すると、正常に写し込みが行われない場合があります。
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写し込み時間について

● 写し込み撮影時は、写し込みに使用する液晶の応答時間に合わせるため、常温でも写し
込みに時間がかかります（低温下ではさらに時間がかかります）。また、写し込み撮影時
には写し込み完了後にフィルムの巻き上げを行いますので、フィルム給送モードをCL
（低速連続巻き上げ）またはCH（高速連続巻き上げ）にセットして連続巻き上げ撮影を
行う場合に、巻き上げ速度が遅くなることがあります。
・写し込み項目の組み合わせと写し込み時間については下表をご覧ください。
・気温が低いほど、フィルム感度が低いほど、写し込み濃度（カスタムメニュー「d8：
写し込み濃度」で設定 xP.105）が濃いほど写し込みに時間がかかります（気温の
低下が最も大きな要因です）。

■写し込み項目の組み合わせと写し込み時間

○の場合は通常の撮影時（◎：写し込み無し）とほぼ同じような状態で撮影できますが、△
の場合は撮影コマごとに変化する撮影データを写し込むため、写し込みに時間がかかります
（■は設定不可）。
● ○の場合でも、フィルム給送モードをCH（高速連続巻き上げ）にセットして連続巻き上げ
撮影を行う際、フィルム感度がISO 64以下、写し込み濃度が「＋1」または「＋2」の場
合は、若干巻き上げ速度が遅くなる場合があります。

OFF 年月日 日時分 固定数値

OFF ◎ ○ ○ ○ △ △
＋年月日 △ △
＋日時分 △ △
＋固定数値 △ △
フィルムカウント数値 △ △
アップカウント数値 △ △
fi=＋測光モード △
fi=＋焦点距離 △
fi=＋時刻 △
年月日 ○ ○

日時分 ○ ○

固定数値 ○ ○

画面内写し込み
コマ間写し込み

フィルム
カウント数値

アップ
カウント数値
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撮影メニュー［多重露出撮影］

多重露出撮影では、フィルムの同一コマ上に画像を何回も重ねて撮影するこ
とができます。いずれの露出モードでもセット可能です。

● マルチセレクターの≥または≤で「撮
影メニュー」を選択し、>を押すと、
「撮影メニュー」が表示されます。

● ≥または≤で「多重撮影」を選択し、
>を押すと、多重撮影画面が表示さ
れます。

「撮影メニュー」の「多重撮影」を表示させます。2

● ≥または≤で多重露出の回数を2～10
回の中から選択し、>を押すとセット
されます。

● 多重露出がセットされると、ファイン
ダー内表示に多重露出マーク Z が、
背面表示パネルに多重露出マーク Z
と多重露出の回数が表示されます。

多重露出の回数をセットします。3

電源スイッチをONにし、MENUボタンを押してメニュー画面を表示させます。1
■多重露出撮影の設定方法
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● フィルム給送モードがS（1コマ巻き上げ）の場合、シャッターボタンを押すと1回目
の露光が行われ、ファインダー内表示の多重露出マーク Z が点滅します。フィルム
の給送は行われず、2回目にシャッターボタンを押すと多重露出撮影となります。セッ
トした回数分シャッターボタンを押すとフィルムの給送が行われ、多重露出が解除さ
れます。

● フィルム給送モードがCL（低速連続巻き上げ）、CH（高速連続巻き上げ）、CS（超低
速連続巻き上げ）のいずれかの場合、シャッターボタンを押し続けると、連続して露
光が行われます。セットした回数が終了すると多重露出が解除され、フィルムの給送
が行われます。

● 多重露出がセットされている間は、フィルムカウンターのカウントアップは行われま
せん。

■多重露出の解除方法
● 操作手順3の多重露出の回数を0にセットするか、ツーボタンリセット（xP.153）を
行ってください。この時、多重露出の途中の場合はフィルムは給送されますが、多重露
出のセット後に一度も露光を行っていない場合は、フィルムは給送されません。

● 多重露出の途中や多重露出のセット後に、フィルムの巻き戻しが行われると多重露出が
解除されます。また、R1ボタンを押して、シャッターボタンを押し込んだ場合も多重露
出が解除されます（この場合、シャッター幕は開かずにフィルムが1コマ送られます）。

多重露出の回数 補正量の目安

2回 －1.0

3回 －1.5

4回 －2.0

8～9回 －3.0

多重露出回数に応じた露出補正について

● 多重露出はフィルムの同一コマ上に何度も露出を与えますので、背景や被写体が重なっ
ていく場合、多重露出の回数に応じた露出補正を撮影前に行う必要があります。
・一般的な補正量の目安は次のとおりです。

● 実際の補正量は条件によって変わりますので、試し撮りをおすすめします。
● 背景が完全に黒く、被写体が画面内で重ならないような場合は、露出補正を行わず、各
露出ごとに適正露出で撮影するのが基本です。

画面のずれについて

● 多重露出の際、画面がわずかにずれることがあります。特にフィルムの最初と最後のコ
マはフィルムの巻きぐせがありますので、おすすめできません。
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撮影メニュー［インターバルタイマー撮影］

● 撮影開始日時の「日」を「--」にセットした場合は、即時スタートをセットしたことにな
り、インターバルタイマーをセットした直後に撮影が開始されます（「時」、「分」をセット
することはできません）。

● 撮影開始日時は、設定終了時以降の最大1カ月の間に存在する日付、時分のみセットで
きます。
例：1月7日に撮影開始日時を6日にセットすると、2月6日が撮影開始日になります。
また、1月7日16時00分に7日15時00分とセットすると、2月7日15時00分が
撮影開始日時になります。

● 下記の設定例で、下図のようにインターバルタイマー撮影が行われます。

・撮影開始日時 ：17日16時00分
・撮影間隔 ：1時間30分00秒
・繰り返し回数 ：5回
・1回の撮影コマ数 ：3コマ

設定した日時から一定時間ごとに、設定した回数の撮影を自動的に繰り返し
行えます。

設定項目 設定範囲

撮影開始日時 日 --、1～31

時 00～23

分 00～59

撮影間隔 時 00～99

分 00～59

秒 00～59

繰り返し回数 1～99

1回の撮影コマ数 1～36

■設定できる項目と範囲

■インターバルタイマー撮影例

1回目の�
撮影開始�

16:00 17:30 19:00 20:30 22:00
設定時間�

撮影開始日時：17日16時00分� 撮影間隔：1時間30分�

カメラの動作�

撮影完了�

1時間30分� 1時間30分�

3コマ撮影�

1時間30分� 1時間30分�

作動開始�

2回目の�
撮影開始�

3コマ撮影�

3回目の�
撮影開始�

3コマ撮影�

4回目の�
撮影開始�

3コマ撮影�

5回目の�
撮影開始�

3コマ撮影�

※：撮影開始日時を「--」にセットした場合は、作動開始と同時に1回目の撮影が開始されます。
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撮影メニュー［インターバルタイマー撮影］－つづき－

● マルチセレクターの≥または≤で「撮
影メニュー」を選択し、>を押すと、
「撮影メニュー」が表示されます。

● 必ず日時の設定（xP.127）を行ってからインターバルタイマーの設定を行ってくだ
さい。

● ≥または≤で「インターバルタイマー」
を選択し、>を押すと、「インターバル
タイマー」の撮影開始日時・撮影間隔
設定画面が表示され、現在日時が画面
内の下部に表示されます。

「撮影メニュー」の「インターバルタイマー」を表示させます。2

● 撮影開始日時をセットします。反転表
示されている、「日」を≥または≤で
セットします。

● >を押して「時」、「分」を順次反転表示
させ、それぞれ≥または≤でセットし、
>を押します。

● 撮影間隔をセットします。反転表示さ
れている、「時」を≥または≤でセッ
トします。

● >を押して「分」、「秒」を順次反転表示
させ、それぞれ≥または≤でセットし、
>を押すと、繰り返し回数と1回の撮
影コマ数の設定画面が表示されます。

撮影開始日時と撮影間隔をセットします。3

■インターバルタイマーの設定方法

電源スイッチをONにし、MENUボタンを押してメニュー画面を表示させます。1
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● 繰り返し回数をセットします。反転表
示されている、「回数」を≥または≤

でセットし、>を押します。

● 1回の撮影コマ数をセットします。反転
表示されている、「コマ数」を≥または
≤でセットし、>を押します。

繰り返し回数と1回の撮影コマ数をセットします。4

● 撮影開始をセットします。≥または≤で「する」を選択し、>を押すと、セットが完
了し、インターバルタイマーが作動します。背面表示パネルには「インターバルタイ
マー撮影中」画面が表示され、撮影開始日時（次回撮影）、繰り返し回数、1回の撮影
コマ数が表示されます。

●「しない」を選択し、>を押すと、インターバルタイマーはセットされずに撮影メニュー
画面に戻ります。

撮影開始をセットします。5

● 背面表示パネルで撮影開始10秒前からカウントダウンが開始され、撮影中はシャッター
がきられるごとに1回の撮影コマ数が減算表示されます。1回の撮影が終了すると、次回
撮影開始日時が表示され、繰り返し回数は残りの回数を表示します。また1回の撮影コマ
数はセットしたコマ数に戻ります。以後、同様の撮影を残りの繰り返し回数分行い、全
て終了するとインターバルタイマー撮影が解除され、通常の状態に戻ります。

● インターバルタイマー撮影中に、電源スイッチのOFF、ツーボタンリセット（xP.153）
またはインターバルタイマーの設定値の変更を行うと、インターバルタイマーは解除さ
れます。

撮影が行われます。6



148

撮影メニュー［インターバルタイマー撮影］－つづき－

インターバルタイマー撮影中のカメラの状態・制御

● 撮影間隔が長くなると、途中で半押しタイマーがOFFになり、背面表示パネルの現在日
時が消灯しますが、撮影開始30秒前に半押しタイマーONになり、現在日時が再点灯し
ます。また、オートフォーカス時は、撮影開始2秒前からピント合わせを行います。

● INFOボタンを押すと背面表示パネルが撮影情報画面に切り換わりますので、カメラの設
定状態が確認できます。

● インターバルタイマー撮影中でも、そのまま通常の撮影が可能です。インターバルタイ
マーは継続し、セットした繰り返し回数および1回の撮影コマ数は変わりません。

● 各回の撮影で、フォーカスモードがS（シングルAFサーボ）の場合にピントが合わなか
った時は、その回のインターバル撮影はキャンセルされますが、次のインターバル撮影
は行われます。

● インターバル撮影をセットした状態で、フィルムの巻き戻しを行うと、インターバル撮
影は解除されます。

● 撮影間隔はセットまたは制御されるシャッタースピードにかかわらず設定できますが、
露光中に次の撮影開始日時に達した場合は、現在の撮影を優先して続行します（重なっ
た回のインターバル撮影はキャンセルされますが、次のインターバル撮影は行われます）。

● シャッタースピードが buLbにセットされている時は、約1/10秒でシャッターがきれます。

インターバルタイマーとその他の機能

● ミラーアップ撮影と併用する場合、1回の撮影毎にミラーアップしてから約0.4秒後に露
光を行います（xP.86）。

● 給送モードがS（1コマ巻き上げ）およびミラーアップモード時に、1回の撮影コマ数を2
コマ以上にセットした場合、給送モードはCL（低速連続巻き上げ）として制御されます。

● オートブラケティング（xP.77）と併用する場合、インターバルタイマーの1回の撮
影コマ数が、自動的にブラケティングの撮影コマ数と同じコマ数にセットされます。ま
た、インターバルタイマー撮影中にオートブラケティングがセットされた場合はブラケ
ティングの撮影コマ数と同じコマ数に変更されます（その後ブラケティングを解除する
とコマ数は元に戻ります）。

● 多重露出撮影（xP.143）と併用することも可能です。
例：多重露出の回数が3回でインターバルタイマーの1回の撮影コマ数が2コマの場合、

1回目の撮影で2回多重露出を行います（フィルムは給送されません）。次のインター
バル撮影時に3回目の多重露出を行いフィルムを給送して多重露出撮影が解除され、
インターバル撮影の2コマ目を撮影します。以後、通常のインターバルタイマー撮影
となります。

写し込み併用時のご注意

● 画面内写し込み（xP.130）、およびコマ間写し込み（xP.134）を併用する場合、
写し込みに使用する液晶の応答時間を確保するため、0℃未満の低温時には、撮影間隔
を2秒以上にセットしてください。また、オートブラケティング（xP.77）も併用す
ると、0℃未満の低温時には、写し込みが正しく行われない場合があります。
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レンズ情報

非CPUレンズを使用する場合、レンズの焦点距離と開放絞り値を設定するこ
とにより、下記のとおり、CPUレンズ装着時のみ使用可能な機能の一部が使
用できます。

一致する焦点距離が設定できない場合

● ズームレンズやテレコンバーター使用時など、一致する焦点距離が設定できない場合は、
装着レンズの焦点距離に最も近く、かつ大きい値をセットしてください。
・この場合にスピードライトを使用する時は、マニュアルでスピードライトの照射角を
セットしてください。

ズームレンズ装着時のズーミングについて

● ズームレンズを装着してズーミングを行うと、レンズの焦点距離や絞りが変化しますが、
カメラに設定したレンズ情報はズーミングに連動しません。ズーミングを行った場合は
その都度レンズ情報の設定を行ってください。

使用可能になる機能
● 焦点距離を設定して使用できる機能
スピードライトのオートパワーズーム（設定した焦点距離に応じて照射角がセットされます）

● 開放絞り値を設定して使用できる機能
絞り値の表示、スピードライトの絞り連動外部自動調光（xP.161）

● 焦点距離と開放絞り値の両方を設定して使用できる機能
RGBマルチパターン測光（xP.64）

● 焦点距離と開放絞り値の両方を設定して精度が向上する機能
中央部重点測光（xP.65）、スポット測光（xP.65）、スピードライトのi-TTL-BL調光※

（xP.156）、マルチBL調光※（xP.160）

設定できる焦点距離と開放絞り値
● 焦点距離：
6、8、13、15、16、18、20、24、25、28、35、43、45、50、55、58、70、
80、85、86、100、105、135、180、200、300、360、400、500、600、
800、1000、1200、1400、1600、2000、2400、2800、3200、4000mm

● 開放絞り値：
f/1.2、1.4、1.8、2、2.5、2.8、3.3、3.5、4、4.5、5、5.6、6.3、7.1、8、9.5、
11、13、15、16、19、22

※：測光モードはスポット測光以外にセットしてください。

レンズ情報を設定可能な非CPUレンズについて

● AI方式レンズを使用する場合に設定可能です。AI方式以外のレンズを使用する場合は、
レンズ情報を設定しても正常に機能しません。AI方式以外のレンズを使用する場合は、
焦点距離と開放絞り値を設定していないレンズNO.をセットして、撮影してください。
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レンズ情報 －つづき－

■レンズ情報の設定方法

● マルチセレクターの≥または≤で「レンズ情報」を選択し、>を押すと、レンズ情報
画面が表示されます。

● レンズ情報ではレンズNo.として10種類設定することができます。0～9の中から設定
したい番号を≥または≤で選択し、INFOボタンを押すと、「レンズ情報修正」が表示
されます。また、INFOボタンを押さずに>を押すと、そのレンズNo.がセットされ、
メニュー画面に戻ります。

「レンズ情報」の「レンズ情報修正」を表示させます。2

● ≥または≤で「焦点距離」をセットし、
>を押すと、反転表示が「開放絞り値」
に移動します。

● ≥または≤で「開放絞り値」をセットし、
>を押すとセットした値がレンズNo.に
記憶されるとともに、そのレンズNo.が
セットされ、メニュー画面に戻ります。

レンズ情報を設定します。3

電源スイッチをONにし、MENUボタンを押してメニュー画面を表示させます。1

● <を押して1画面ずつ戻るか、MENUボタンを2回押すと、撮
影情報表示に戻ります。

● セットされたレンズNo.は背面表示パネルに「L-1（例：レンズ
No.1の場合）」のように表示されます（CPUレンズ装着時は表
示されません）。ただし、焦点距離またはレンズの開放絞り値の
どちらか片方しか設定されていない場合は表示されません。

設定を終了します。4
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ファンクションボタンを押しながら、メインコマンドダイヤルでレンズNo.
（0～9）をセットします。

● ファンクションボタンを押すと背面表示パネルにレンズ情報画面が表示されますので、
表示されるレンズの焦点距離と開放絞り値を確認しながらレンズNo.をセットしてくだ
さい。

● セットされたレンズNo.は背面表示パネル（撮影情報表示時）に「L-1（例：レンズ
No.1の場合）」のように表示されます（CPUレンズ装着時は表示されません）。ただし、
焦点距離またはレンズの開放絞り値のどちらか片方しか設定されていない場合は表示
されません。

● スピードライトSB-900・800・600・400装着時は、「FVロック」（xP.157）
が優先されますので、スピードライトの電源をOFFにしてレンズNo.のセットを行って
ください。

2

● P.90の「メニューの設定方法」を参考にして、カスタムメニューの「f3：ファンクショ
ン釦機能」を「FVロック」および「レンズ情報設定」にセットしてください。

・「レンズ情報設定」は単独で選択することはできません。「レンズ情報設定」を選択
する場合は「FVロック」とともに選択されます。

カスタムメニューの「f3：ファンクション釦機能」（xP.110）を「FVロック」
および「レンズ情報設定」にセットします。1

レンズ情報で設定したレンズNo.（焦点距離と開放絞り値の組み合わせ）を、
メニュー画面を表示させずに、ファンクションボタンとメインコマンドダイ
ヤルの操作で設定することができます。

■ボタンとダイヤル操作によるレンズNo.の設定方法
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● マルチセレクターの≥または≤で「言語（Language）」を選択し、>を押すと言語
の選択画面が表示されます。

メニュー操作や撮影機能の設定のために、表示言語の設定を行います。

■表示言語の設定方法

「言語（Language）」を表示させます。2

● ≥または≤で「English」を選択し、>を押すと表示言語が英語に設定され、メニュー
画面に戻ります。

言語を選択します。3

言語の設定

・Deutsch ：ドイツ語
・English ：英語
・Español ：スペイン語
・Français ：フランス語
・中文（簡体）：中国語（簡体）

日本語以外の表示言語について

● 日本語以外に以下の言語を設定できます。

電源スイッチをONにし、MENUボタンを押してメニュー画面を表示させます。1
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ツーボタンリセットにより、簡単に各機能の働きやカメラ各部のセット状態
を初期状態に戻すことができます。

● 背面表示パネルに「初期状態復帰」と表示されるとツーボタンリセットが完了します。
各機能の働き・セット状態は次のようになります。

MENUボタンと、INFOボタンを同時に2秒以上押し続けると、背面表示パネルに
「初期状態復帰」と表示されます。

機能 状態

露出モード P（プログラムオート）

プログラムシフト 解除

フォーカスエリア 中央（グループダイナミックAFモード
時は中央のフォーカスエリアグループ）

シンクロモード 先幕シンクロ

露出補正 解除

オートブラケティング 解除※1

AEロック 解除

シャッタースピードロック 解除

絞りロック 解除

写し込み 解除

多重露出撮影 解除

インターバルタイマー撮影 解除※2

※1：設定値も初期状態になります。「補正ステップ：1/3段ステップ」、「撮影コマ数：0
コマ」になります。また、カスタムメニュー「e8：BKT設定方法」（xP.108）を
「組み合わせで選択」にセットした場合は、「補正ステップ：1/3段ステップ」、「撮
影コマ数：両側3コマ」、「撮影：OFF」になります。

※2：設定値も初期状態になります。「撮影開始日時：--」、「撮影間隔：1秒」、「繰り返し
回数：1回」、「1回の撮影コマ数：1コマ」になります。

ツーボタンリセット

撮影メニュー以外の各メニューで設定した項目について

● ツーボタンリセットを行っても、「カスタムメニュー」、「セットアップメニュー」、「レン
ズ情報」、「言語（Language）」で設定した各項目は、設定された状態が保持されます。

● カスタムメニューの設定内容を初期設定に戻す場合は、カスタムメニュー「R：カスタ
ムリセット」（xP.94）でカスタムリセットを行ってください。
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露出補正量および調光補正量として記憶される（xP.116）、または写し込
まれる（xP.134）補正量は、露出補正、調光補正、ブラケティングの組み
合わせによって下表のようになります。

露出補正量および調光補正量の記憶と写し込みについて

● 露出モードが ¢（マニュアル）の時にカスタムメニュー「e6：BKT変化要素」（xP.108）
を「SB」にセットしてオートブラケティング撮影（xP.77）を行うと、露出補正量およ
び調光補正量として記憶される、または写し込まれる補正量は、露出補正、調光補正、ブラ
ケティングの組み合わせによって下表のようになります（表中のA、B、Cは上表と同じ）。

※1：露出モードが ¢（マニュアル）の時に露出補正量を写し込むと、適正露出からの露出オーバー量
または露出アンダー量が写し込まれます。

※2：スピードライトの電源がOFFの場合は「0」が記憶されますが、写し込みの場合は何も写し込ま
れません。

※3：写し込みの場合は「0.0」が写し込まれます。

補正の組み合わせ 露出補正量※1 調光補正量※2

AE・SBブラケティング 0※3 C
AEブラケティング 0※3 0※3

SBブラケティング 0※3 C
露出補正＋AE・SBブラケティング A A＋C
露出補正＋AEブラケティング A A
露出補正＋SBブラケティング A A＋C
露出補正＋調光補正＋AE・SBブラケティング A A＋B＋C
露出補正＋調光補正＋AEブラケティング A A＋B
露出補正＋調光補正＋SBブラケティング A A＋B＋C

補正の組み合わせ 露出補正量※1 調光補正量※2

補正なし 0※3 0※3

露出補正 A A
調光補正 0※3 B
AE・SBブラケティング C C
AEブラケティング C 0※3

SBブラケティング 0※3 C
露出補正＋調光補正 A A＋B
露出補正＋AE・SBブラケティング A＋C A＋C
露出補正＋AEブラケティング A＋C A
露出補正＋SBブラケティング A A＋C
露出補正＋調光補正＋AE・SBブラケティング A＋C A＋B＋C
露出補正＋調光補正＋AEブラケティング A＋C A＋B
露出補正＋調光補正＋SBブラケティング A A＋B＋C

● 表中のA、B、Cは以下の補正量を表します。
A：露出補正でセットした補正量（カメラで設定）
B：調光補正でセットした補正量（スピードライトで設定）
C：ブラケティングでセットした補正量（カメラで設定）
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ニコンクリエイティブライティングシステム機能を
搭載した別売スピードライトと組み合わせて使用す
ると、多彩なスピードライト撮影が行えます。

スピードライト撮影
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アクセサリーシューに別売スピードライトを装着すると、スピードライト撮
影が可能になります。暗いところではもちろん、昼間の屋外撮影などでも、
逆光の場合や主要被写体の陰影を弱めたい時、人物の目にキャッチライトを
入れたい時などに、補助光としても使用できます。

ニコンクリエイティブライティングシステムでのスピードライト撮影
このカメラはニコンクリエイティブライティングシステム（CLS）に対応しており、
ニコンクリエイティブライティングシステム対応の別売スピードライトSB-900・
800・600などとの組み合わせにより多彩なスピードライト撮影が行えます。ニコ
ンクリエイティブライティングシステムでは「i-TTLモード」、「FVロック」、「オート
FPハイスピードシンクロ」、「マルチエリアアクティブ補助光（AF補助光）」などの
専用機能が使用できます。また、SB-900・800を主灯、またはワイヤレススピー
ドライトコマンダーSU-800をコマンダーとして、複数の補助灯（SB-900・
800・600・R200）を発光制御する、「アドバンストワイヤレスライティング」
によるワイヤレス増灯撮影が可能になります。

ニコンクリエイティブライティングシステム

［スタンダードTTL調光］
背景の明るさは考慮されず、撮影画面が基準露光量となるように調光します。主要被写体の
みを強調する場合や、スピードライト撮影で露出補正を行う時に適しています。

■i-TTLモード

モニター発光を行う専用TTLモード（i-TTLモード）です。i-TTL-BL調光などの
スピードライト撮影が可能です。i-TTLモード時は、次のようなスピードライト撮
影が行えます。

［i-TTL-BL調光］
マルチパターンによる測光情報をもとに主要被写体と背景光のバランスを考慮したBL（バラ
ンス）調光を行います。シャッターボタンを押すと、スピードライトがシャッター開口直前
にモニター発光を行い、画面内の各部から戻ってくる反射光をカメラ内のTTL自動調光用5
分割センサーまたは1005分割RGBセンサーが瞬時にモニターし、主要被写体と背景光のバ
ランスを考慮した最適な発光量を決定します。
● GタイプまたはDタイプレンズ装着時は、レンズから得られた被写体までの距離情報も加
味した最適な発光量を決定します。

● 非CPUレンズ装着時は、「レンズ情報」でレンズの焦点距離と開放絞り値を設定すると、
より精度が向上します（xP.149）。

● スポット測光時は自動的にスタンダードTTL調光となりますので、カメラの測光モードは
スポット測光以外にセットしてください。

● 測光モードをスポット測光にセットすると、自動的にスタンダードTTL調光になります。
● 通常はモニター発光を行いませんが、オートFPハイスピードシンクロ時やFVロック時に
はモニター発光を行う、スタンダードi-TTL調光になります。

● 背景光が極端に明るい時は、発光しない場合があります。
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■アドバンストワイヤレスライティング
SB-900・800を主灯、またはワイヤレススピードライトコマンダーSU-800を
コマンダーとして、複数の補助灯（SB-900・800・600・R200）を発光制御
する、ワイヤレス増灯撮影を行うことにより、被写体の影を消して自然な配光にし
たり、被写体以外の部分に光を当てるなどの効果を出すことができます。
● カメラと複数のスピードライトを接続するための増灯コードが不要です。
● ワイヤレス増灯時にもi-TTLモードによる自動調光が可能です。また、絞り連動外部自動調
光、外部自動調光、マニュアル発光、リピーティング発光も設定可能です。

● カメラに装着したSB-900・800（主灯）、またはワイヤレススピードライトコマンダー
SU-800（コマンダー）が、カメラから離した複数のSB-900・800・600・R200
（補助灯）を最大3グループ（A、B、C）まで分けてグループごとにワイヤレスで発光を制
御します。

● グループごとに調光補正量（±3EV）や、異なる発光モード（i-TTL、絞り連動外部自動
調光、外部自動調光、マニュアル発光）をセットすることも可能です。また、主灯の本発
光をOFFに設定し、補助灯のみでワイヤレス増灯撮影を行うことも可能です。

● 詳細はSB-900・800・600・R200、SU-800の使用説明書をご覧ください。

■FVロック
FVロックを行うと、構図を変えてもフラッシュ露光量がロックされるため、被写体
の明るさを一定に保つ撮影が可能です。
● i-TTLモード時および絞り連動外部自動調光時のみ使用可能です。
● アドバンストワイヤレスライティングによる増灯時や、オートFPハイスピードシンクロ時
でも機能します。
・アドバンストワイヤレスライティングの場合、主灯の発光モードが外部自動調光でもFV
ロックが可能になります。

● FVロック中にズーミングや絞り値の変更を行っても、発光量は自動追随するのでフラッシュ
露光量（明るさ）は変わりません。

● FVロックの使用方法は次ページをご覧ください。

モデリング発光について

● SB-900・800・600装着時には、カメラのプレビューボタンを押すとモデリング発光が
行われます。アドバンストワイヤレスライティングによる増灯時には、使用する全てのス
ピードライトのモデリング発光が行われるので、照射光の効果を簡単に確認することがで
きます。
・プレビューボタンを押した時にモデリング発光を行わないようにするには、カスタム
メニュー「e4：モデリング発光」を「OFF」にセットしてください（xP.107）。
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ニコンクリエイティブライティングシステム －つづき－

カスタムメニュー「f3：ファンクション釦機能」で、「FVロック」（初期設定）
または「FVロック／レンズ情報設定」に設定します（xP.110）。1
SB-900、SB-800、SB-600またはSB-400を装着して電源をONにし、
発光モードをTTLモードまたはAA（SB-900・800の場合）にセットし
ます（詳細はSB-900・800・600・400の使用説明書をご覧ください）。

2

露光量を合わせたい被写体が画面の中心になるようにカメラを構え、シャッ
ターボタンを半押しして被写体にピントを合わせます。3

● SB-400装着時は、電源をONにするだけでTTLモードにセットされます。
● アドバンストワイヤレスライティングの場合、主灯の発光モードを外部自動調光
にセットすることも可能です。

カメラのファンクションボタンを押します。4 ● スピードライトがモニター発光を行い、露光量を
計算します。

● FVロックが行われ、ファインダー内表示にFVロッ
クマーク が表示されます。

撮影したい構図にしてシャッターをきります。5 ● FVロック中は、被写体の露光量を一定にしたまま複数コマを撮影することができ
ます。必要に応じて手順5を繰り返してください。

● FVロックを解除する場合は、カメラのファンクションボタンを再度押してくださ
い（ファインダー内表示のFVロックマーク が消灯します）。また、下記の場
合にもFVロックが解除されます。
・半押しタイマーOFF
・フィルムの巻き戻し
・レンズの取り外し
・スピードライトの電源OFF
・i-TTLモード以外の発光モードへの変更
・フラッシュヘッドの角度変更
・スピードライト側操作によるモデリング発光
・測光モードの切り換え（マルチパターン測光と中央部重点測光との間の切り換
え以外の場合）
・カスタムメニュー「f3：ファンクション釦機能」を、「FVロック」および「FV
ロック／レンズ情報設定」以外にセット

■FVロックの使用方法
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■マルチエリアアクティブ補助光（AF補助光）

SB-900・800・600、SU-800のアクティブ補助光（AF補助光）は、このカ
メラの11カ所のフォーカスエリア全てに対応しています。夜間でも被写体の位置を
気にせずにオートフォーカスによるピント合わせが行えます。
● 全てのAFエリアモード（シングルエリアAFモード、ダイナミックAFモード、グループダ
イナミックAFモード、至近優先ダイナミックAFモード）で使用可能です。

● 焦点距離24～105mmのAFレンズを装着し、フォーカスモードをS（シングルAFサーボ）
にセットして撮影を行う場合、被写体が暗い時には自動的にアクティブ補助光（AF補助光）
を照射します。

● 焦点距離35mmより広角のAFレンズ装着時に左端、右端のフォーカスエリアを選択してい
る場合は、アクティブ補助光（AF補助光）は照射されません。

スピードライト撮影 －つづき－

■オートFPハイスピードシンクロ
シャッタースピードが1/250秒以上の高速になった場合、自動的にFP発光に切り
換わります。1/8000秒までの全てのシャッタースピードでスピードライト撮影が
可能です。日中の撮影でも、同調シャッタースピードを気にすることなく、レンズ
の絞りを開いて背景をボカした撮影が行えます。
● オートFPハイスピードシンクロを使用するには、カスタムメニュー「e1：同調速度変更」
を「1/250FP」に設定する必要があります（xP.106）。

● アドバンストワイヤレスライティングによる増灯時でも機能します。
● 使用できる発光モードは、1灯での使用時はi-TTLモード、絞り連動外部自動調光、距離優
先マニュアル発光、マニュアル発光です。また、増灯時はi-TTLモード、絞り連動外部自動
調光、外部自動調光、マニュアル発光が使用できます。

FVロック時の測光領域について

● FVロック時の測光領域は以下のようになります。

画面中央φ6mm相当

発光モード撮影状態 測光領域

1灯撮影時
i-TTLモード

スピードライトの外部測光領域絞り連動外部自動調光

全画面
アドバンストワイヤレス
ライティングによる増灯時

i-TTLモード

スピードライトの外部測光領域
絞り連動外部自動調光

外部自動調光（主灯）
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CLS非対応スピードライトのTTLモードによる撮影

■マルチエリアBL調光
1005分割RGBセンサー測光情報をもとに主要被写体と背景光のバランスを考慮したBL（バ
ランス）調光を行います。特にモニター発光を行うスピードライト（SB-80DX・50DX・
28/28DX・27・26・25）使用時は、シャッターボタンを押すとスピードライトが本発光
直前にモニター発光を行い、画面内の各部から戻ってくる反射光をカメラ内のTTL自動調光用
5分割センサーが瞬時にモニターして、主要被写体と背景光のバランスを考慮した最適な調光
レベルを決定します。

■スタンダードTTL調光
スピードライトSB-80DX・50DX・28/28DX・27・26・25・24使用時はスピードラ
イト側で設定可能です。その他のTTLスピードライトではカメラの露出モードを ¢（マニュ
アル）にセットした時に自動的に行われる調光モードです。背景の明るさは考慮されず、撮
影画面が基準露光量となるように調光します。主要被写体のみを強調する場合や、スピード
ライト撮影で露出補正を行う時に適しています。

別売スピードライト（SB-900・800・600・400以外）をカメラに装着
し、スピードライトをTTLモードにセットすると次のような撮影が行えます。

● 測光モードをスポット測光にセットすると、自動的にスタンダードTTL調光になります。

● モニター発光が可能なスピードライトとGタイプまたはDタイプレンズを組み合わせると、
距離情報も加味され、より精度の高い3D-マルチBL調光になります。

● モニター発光が行われないスピードライト使用時や、GタイプおよびDタイプ以外のレン
ズ装着時は、モニター発光による情報や距離情報が省略されたマルチBL調光になります。

● 非CPUレンズ装着時は、「レンズ情報」でレンズの焦点距離と開放絞り値を設定すると、
より精度が向上します（xP.149）。

● スポット測光時は自動的にスタンダードTTL調光となりますので、カメラの測光モードは
スポット測光以外にセットしてください。
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TTLモード以外に、外部自動調光やマニュアル発光などの発光モードがあり
ます。発光モードは、CLS対応、CLS非対応ともに、使用するスピードライ
トによって異なりますので、使用するスピードライトの使用説明書をご覧く
ださい。

■絞り連動外部自動調光（AA）
スピードライトの発光による被写体からの反射光をスピードライト自身が測光し、カメラか
ら伝達されるフィルム感度・絞り値・焦点距離・露出補正量などの情報を加えて、スピード
ライトが発光量を制御します。
● 使用するスピードライトがSB-80DX・28DXの場合は、カスタムメニュー「e3：SB絞
り連動」（xP.107）を「ON」にセットしてください。SB-900・800の場合は、この
設定にかかわらず、スピードライト側の設定が優先されます。

■外部自動調光（A）
スピードライトの発光による被写体からの反射光をスピードライト自身が測光し、適正な露
出となるようにスピードライトが発光量を制御します。カメラの絞りを変えることで、露出
補正（xP.76）が簡単に行えます。
● 使用するスピードライトがSB-80DX・28DXの場合は、カスタムメニュー「e3：SB絞
り連動」（xP.107）を「OFF」にセットしてください。SB-900・800の場合は、この
設定にかかわらず、スピードライト側の設定が優先されます。

● 手動でスピードライトに絞りをセットする必要があります。

● 手動でスピードライトに発光量、発光間隔、発光回数をセットします。

■距離優先マニュアル発光（GN）
撮影距離、絞り値およびフィルム感度が決まれば、発光量はスピードライトが自動的にセッ
トするマニュアル発光です。CPUレンズ装着時には、撮影距離を入力すれば、絞りを変化さ
せても一定の露光量でのスピードライト撮影が行えます。

■マニュアル発光（M）
任意の絞りと発光量の組み合わせで露出や撮影距離をコントロールできるので、自動調光モー
ドでは難しいスピードライト撮影にも対応できます。発光量はM1/1（フル発光）から
M1/128の微少発光まで、撮影意図に合わせてセットできます（発光量は使用するスピード
ライトにより異なります）。

■リピーティング発光（RPT）
リピーティング発光では、シャッターが開いている間、スピードライトが連続発光するため、
1コマの画面内に被写体の連続的な動きを分解写真のように写し込めます。

TTLモード以外の発光モード
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アクセサリーシュー／シンクロターミナル／レディーライト

■アクセサリーシュー

● スピードライトSB-900・800・600・400・80DX・50DX・30・29s/29・
28/28DX・27・26・25・24・23・22sなどを使用する場合は、アクセサリーシュー
に差し込むだけでコードレスで接続できます。このカメラのアクセサリーシューはセーフ
ティロック機構（ロック穴）を備えていますので、セーフティロックピン付きのスピードラ
イト（SB-900・800・600・400・80DX・30・29s/29・28/28DX・27・26・
25・22s）を取り付けると、スピードライトが不用意に外れるのを防止できます。

■シンクロターミナル

● シンクロコードを必要とするスピードライト使用時には、シンクロコードをシンクロター
ミナル（ISO 519外れ防止ネジ付き）に接続してください。ただし、スピードライトSB-
900・800・600・400・80DX・50DX・28/28DX・27・26・25・24などをア
クセサリーシューに装着した状態で後幕シンクロを行う場合には、シンクロターミナルに
他のスピードライトを接続して増灯撮影などを行わないでください。

■レディーライト

● スピードライトSB-900・800・600・400・80DX・50DX・30・29s/29・
28/28DX・27・26・25・24・23・22sなどを使用している場合に、充電が完了し
て撮影が可能な状態になると、ファインダー内のレディーライト fi が点灯して知らせます。

● スピードライトがTTL、絞り連動外部自動調光、外部自動調光にセットされている時、
シャッターをきった後レディーライト fi が約3秒間点滅した場合は、スピードライトがフ
ル発光して露出不足の可能性があることを警告しています。撮影距離、絞り、調光範囲な
どを再度確認して、撮影し直してください。
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■シンクロモードの設定
シンクロモードはシンクロモードボタンとメインコマンドダイヤルでセットします。
シンクロモードボタンを押しながら、メインコマンドダイヤルを回して希望するシ
ンクロモードを背面表示パネルに表示させます。

※1：露出モードが ™ または ¢ の場合、自動的に「先幕シンクロモード」で制御されます。
※2：露出モードが ¡ または £ の場合は、スローシンクロモードも自動的にセットされま

す。セット後、背面表示パネルに下のイラストのように表示されます。

※3：スピードライト側が赤目軽減発光機能に対応していない場合は、シンクロモード表示
が反転表示になります。

※4：露出モードが ™ または ¢ の場合、自動的に「赤目軽減モード」で制御されます。

ノーマル表示時

シンクロモード

先幕
シンクロ
モード

スロー
シンクロ
モード※1

後幕
シンクロ
モード※2

赤目軽減
モード※3

赤目軽減
スローシンクロ
モード※3、※4

スタジオ用大型ストロボ使用時について

● スタジオ用大型ストロボ使用時に後幕シンクロモードをセットすると、正しい同調が行
えません。
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シンクロモード －つづき－

■シンクロモードの種類と特長
セットできるシンクロモードは次のとおりです。

各シンクロモードのご注意

● 赤目軽減モードと赤目軽減スローシンクロモード時には、シャッターボタンを押し込ん
でから赤目軽減発光を行った後にシャッターがきれてスピードライトが発光しますので、
シャッターがきれるまで、カメラや被写体の人物が動かないように注意してください
（シャッターチャンスを優先するような撮影にはおすすめできません）。
● 赤目軽減スローシンクロモードとスローシンクロモード時にはシャッタースピードが遅
くなるので、手ブレに注意してください（三脚のご使用をおすすめします）。

：先幕シンクロモード
通常のスピードライト撮影時にはこのモードにセットします（SB-26・25・24使
用時はスピードライト側のシンクロセレクターでセットします）。

：スローシンクロモード
露出モードを ¡（プログラムオート）または £（絞り優先オート）にセットしてスピー
ドライト撮影を行うと、通常はシャッタースピードが1/60秒～1/250秒（オートFP
ハイスピードシンクロ時は1/60秒～1/8000秒）に自動的にセットされますが、こ
のモードでは、背景の露出を考慮してシャッタースピードが最長30秒まで自動制御さ
れ、背景の夕景や夜景の雰囲気を生かした撮影が行えます。

：後幕シンクロモード
動く被写体をスピードライト撮影する場合に、その被写体の動きを想像させる光の流
れなどを被写体の後方に自然な形で表現できます（SB-26・25・24使用時はスピー
ドライト側のシンクロセレクターでセットします）。露出モードを ¡（プログラムオー
ト）または £（絞り優先オート）にセットすると、スローシンクロモードも自動的に
セットされます。

：赤目軽減モード
スピードライトが発光する前に赤目軽減発光を行い、暗い所で人物の目が赤く写る現
象を軽減することができます（SB-900・800・600・400・80DX・
28/28DX・27・26・25使用時のみ）。

：赤目軽減スローシンクロモード
赤目軽減モードとスローシンクロモードが同時にセットされます。露出モードは
¡（プログラムオート）または £（絞り優先オート）にセットしてください（SB-
900・800・600・400・80DX・28/28DX・27・26・25使用時のみ）。
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組み合わせる別売スピードライトによって、使用できるスピードライト撮影
機能が異なります。

■ニコンクリエイティブライティングシステム対応スピードライトの場合

装着レンズ欄の 1 2 3 は、それぞれ下記のレンズを示します。
1：GタイプまたはDタイプレンズ（DXおよびIXニッコールを除く）
2：GタイプおよびDタイプ以外のCPUレンズ、「レンズ情報」でレンズの焦点距離
と開放絞り値を設定した非CPUレンズ（xP.149）

3：非CPUレンズ

※1：アドバンストワイヤレスライティングの場合です。
※2：測光モードをスポット測光以外にセットしてください。
※3：スポット測光ではスタンダードTTL調光となります。
※4：AFレンズ装着時のみ可能になります。

使用可能なスピードライトについて

SB-900 SB-900 SB-600 SB-600 SB-400スピードライト SB-800 SB-800
（カメラ装着時）（補助灯時※1）

（カメラ装着時）（補助灯時※1）

1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3

i-TTL-BL調光※2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

スタンダードTTL調光※3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

絞り連動外部自動調光 ○ ○ ○ ○

外部自動調光 ○ ○ ○ ○

距離優先マニュアル発光 ○ ○ ○

マニュアル発光 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オートFPハイスピード
シンクロ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

FVロック ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

マルチエリアアクティブ
補助光（AF補助光）

○ ○※4 ○ ○※4

リピーティング発光 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

後幕シンクロ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

赤目軽減発光 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

装着レンズ機能

（カメラ装着のみ）
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使用可能なスピードライトについて －つづき－

※1：スポット測光ではスタンダードTTL調光となります。また、SB-80DX・50DX・
28/28DX・27・26・25・24以外のTTL調光が可能なスピードライトで露出モー
ドを ¢（マニュアル）にセットすると、スタンダードTTL調光となります。

※2：SB-80DX・28DX使用時に、12のレンズを装着した場合、絞り連動外部自動調光
が可能になります。カスタムメニュー「e3：SB絞り連動」を「ON」にセットしてく
ださい（xP.107）。

※3：ワイヤレススレーブセレクターをDにセットした場合、カメラのシャッタースピード
は自動的に1/200秒より低速側に切り換わります。

※4：SB-29s/29・SB-21B使用時のオートフォーカス撮影は、AFマイクロ（60mm・
105mm・200mm・70-180mm）レンズ装着時のみ可能です。

※5：SB-11・14・140を使用して、TTLモードを使用する場合は、接続にTTL調光コー
ドSC-23が必要です。Aモード、またはMモードを使用する場合は、SB-11・14に
はSC-13にSU-2を併用し、SB-140にはSC-13にSU-3を併用して、それぞれ接続
します。SB-11・14・140とも、SC-11かSC-15を使用して接続することもでき
ますが、この場合はカメラのファインダー内のレディーライトは使用できません。ま
た、シャッタースピードの自動切り換えも行われません。

※6：SB-140使用時の紫外線および赤外線撮影は、SB-140がMモード時のみ可能です。

■ニコンクリエイティブライティングシステム非対応スピードライトの場合

スピードライト
TTL A M ππ ¶ &

装着レンズ 3D-マルチ マルチBL スタンダード 外部自動 マルチ 後幕 赤目軽減
BL調光 調光 TTL調光※1 調光※2 マニュアル FP発光 フラッシュ シンクロ 発光

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 ○ ○ ○ ○

2 3 ○ ○ ○ ○

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

123 ○ ○ ○ ○ ○ ○

123 ○ ○ ○ ○

123 ○ ○ ○ ○ ○

123 ○ ○ ○ ○ ○
SB-11 ※5
SB-14 ※5
SB-140※5、※6

SB-29s/29 ※4
SB-23
SB-21B ※4

SB-25

SB-26 ※3

SB-27

SB-50DX

SB-80DX
SB-28/28DX

SB-24

SB-30、SB-22s
SB-22、SB-20
SB-16B、SB-15
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※：フィルム感度1段に対し、絞りは1/2段変化します。
また、フィルム感度が表の中間値の場合も、上下のフィルム感度から比例的に変化し
ます。
なお、制御される絞りよりも開放絞りが暗い場合は、装着レンズの開放絞りによって
制御されます。

● スピードライトの調光補正時はファインダー内に露出補正マーク = が点灯しますが、
補正値は表示されません。

● 露出モードが ¡（プログラムオート）の時、カメラが自動設定する開放側の限界絞りは、
使用するフィルム感度によって下表のように制御されます。

フィルム感度（ISO） 25 50 100 200 400 800 1000
開放側の限界絞り（F） 2.8 3.3 4 4.8 5.6 6.7 7.1

他社製のフラッシュについて

● 他社製のフラッシュ（カメラのX接点に250V以上の電圧がかかるものや、アクセサリー
シュー部の接点をショートさせてしまうもの）を使用しないでください。カメラの正常
な機能が発揮できないだけでなく、カメラおよびフラッシュのシンクロ回路を破損する
ことがあります。

別売スピードライト使用時の注意

● 詳細はご使用になる各スピードライトの使用説明書をご覧ください。
・ニコンクリエイティブライティングシステム（CLS）対応の別売スピードライトの使
用説明書にカメラ分類表が記載されている場合は、CLS対応グループカメラに該当す
る箇所をお読みください。
・CLS非対応のTTLモードが可能な別売スピードライトの使用説明書にカメラ分類表が
記載されている場合は、Aグループカメラに該当する箇所をお読みください。

● SB-26・25・24使用時はスピードライト側のシンクロセレクターのセットが優先さ
れ、カメラ側のシンクロモードのセットは無効になります。ただし、SB-26使用時にカ
メラのシンクロモードを赤目軽減モードまたは赤目軽減スローシンクロモードに設定し
た場合は、カメラ側の設定が優先されます。

● スピードライト使用時の同調シャッタースピードは1/250秒以下の低速シャッタースピー
ドです（メディカルニッコール120mm F4をご使用の場合は、1/125秒以下に設定して
ください）。

● TTLモード時のフィルム感度連動範囲はISO 25～1000です。
● マルチエリアアクティブ補助光（AF補助光）以外のアクティブ補助光（AF補助光）を備えた
別売スピードライト使用時は、フォーカスモードがS（シングルAFサーボ）でAFレンズを
装着し被写体が暗い場合でも、次の条件ではアクティブ補助光（AF補助光）が点灯しません。
・シングルエリアAFモード、またはダイナミックAFモード時に、中央以外のフォーカ
スエリアが選択されている時
・グループダイナミックAFモード時に、中央のフォーカスエリアを含まないグループが
選択されている時
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スピードライトを使用した撮影方法

ここではカメラにSB-900・800・600・400とGタイプまたはDタイプレ
ンズを装着して行う、i-TTL-BL調光による撮影の方法を説明します。

スピードライトを装着し、測光モードをセットします。
● スポット測光以外にセットしてください。1
露出モードをセットし、シャッタースピードと絞りを確認します。
● 赤目軽減スローシンクロ撮影とスローシンクロモード撮影を行う場合、露出モードは

¡（プログラムオート）または £（絞り優先オート）にセットしてください。
● 露出モードごとの、セット可能なシャッタースピードと絞りは下表のとおりです。

● カメラはセットされたシャッタースピードを基準に背景光を測光しますので、露出モー
ドが ™（シャッター優先オート）、£（絞り優先オート）の時は、適正露出範囲外を示
す露出インジケーターの表示頻度が高くなります。背景光を生かしたスピードライト撮
影を行うには、™（シャッター優先オート）、¢（マニュアル）の場合、この表示が適正
露出となるようにシャッタースピードをセットします。また、¡（プログラムオート）、
£（絞り優先オート）の場合、シンクロモードをスローシンクロモードにセットしてく
ださい。

※1：スローシンクロモード、後幕シンクロモード、赤目軽減スローシンクロモード時は、
シャッタースピードが最長30秒まで延長されます。また、オートFPハイスピード
シンクロ時は、高速側のシャッタースピードが1/8000秒まで制御されます。

※2：オートFPハイスピードシンクロ時は、高速側のシャッタースピードが1/8000秒
までセット可能です。

※3：調光範囲は設定しているフィルム感度と絞り値によって決まります。£（絞り優先
オート）および ¢（マニュアル）時の絞りのセットはスピードライトの調光範囲
を考慮して行ってください。

2

露出モード セット可能な
シャッタースピード セット可能な絞り

¡（プログラムオート）

™（シャッター優先オート）

£（絞り優先オート）

¢（マニュアル）

カメラが自動的に
1/60秒～1/250秒にセット※1

30秒～1/250秒※2、X

カメラが自動的に
1/60秒～1/250秒にセット※1

buLb、30秒～1/250秒※2、X

カメラが自動的に
セット

任意の絞り※3

x

P.66

P.68

P.70

P.72
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シンクロモードをセットします。3
スピードライトの電源をONにし、発光モードをセットします。
● TTL-BLにセットしてください（SB-400装着時は電源をONにするだけで自動的に
にセットされます）。

4
スピードライトの表示パネルを確認します（SB-400以外の場合）。
● 表示パネルにi-TTL-BL調光時の表示「 （SB-900・800の場合）」または
「 （SB-600の場合）」が点灯していること確認します。表示が異なる場合は
MODEボタンを押して点灯させてください。

5

構図を決め、ピントを合わせてファインダー内表示を確認します。

● シャッターボタンを半押しして、ピント表示 ● とレディーライト fi の点灯を確認し
ます。

6

調光範囲（光の届く範囲）を確認して、撮影します。
● シャッターをきった後レディーライト fi が約3秒間点滅した場合は、スピードライト
がフル発光して露出不足の可能性があることを警告しています。撮影距離、絞り、調
光範囲などを再度確認して、撮影し直してください。

● スピードライト撮影を行う際は、ご使用になるスピードライトの使用説明書も併せて
お読みください。

7

CSMe1：オートFPハイスピードシンクロをセットしたり、スピードライト撮影時の高速側
の同調シャッタースピードの限界を、1/60秒～1/250秒の中から選択できます
（xP.106）。

CSMe2：露出モードが ¡（プログラムオート）、£（絞り優先オート）時のスピードライト
撮影時の低速側の同調シャッタースピードの限界を、30秒～1/60秒の中から選
択できます（xP.106）。
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使用できるアクセサリー、カメラと電池の取り扱いに
ついて、仕様、索引などが書かれています。
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■アンティフォグ ファインダーアイピースDK-17A
寒い時や湿度が高い時など、ファインダーのくもりの発生を防止し、クリアーなファインダー
像を提供します。また、DK-17Aは脱落防止機能に対応しています。

■接眼補助レンズ／接眼補助レンズDK-17C
遠視、近視の方のための補助レンズで、接眼部にねじ込むだけで簡単に取り換えができます。
F6には、視度調節機構が内蔵されております（－2～＋1m－1）ので、この範囲を超える視
度補正が必要な時にご使用ください。－3、－2、0、＋1、＋2m－1の5種類が用意されてい
ます（いずれもF6の視度調節ノブが調節範囲の中央［－1m－1］の時の値）。視度補正は個人
差が大きいので店頭で実際に付けてお選びください。また、DK-17Cは脱落防止機能に対応
しています。

F6には撮影領域を拡げるさまざまなアクセサリーが用意されています。詳しく
は最新のカタログや当社のホームページなどでご確認ください。

■マルチパワーバッテリーパックMB-40
F6に装着すると、単3形電池（アルカリ電池、ニッケル水素充電池、リチウム電池）8本ま
たはLi-ionリチャージャブルバッテリーEN-EL4a/EN-EL4（バッテリー室カバーBL-3を併
用）を使用してF6本体に電源を供給し、最高約8コマ/秒の高速連続撮影が可能になります。
また、縦位置用のシャッターボタン、メインコマンドダイヤル、サブコマンドダイヤル、AF
作動ボタン、マルチセレクター、マルチセレクターロックレバーを搭載しています。

■Li-ionリチャージャブルバッテリーEN-EL4a/EN-EL4
マルチパワーバッテリーパックMB-40に使用可能なLi-ionリチャージャブルバッテリーで
す。クイックチャージャーMH-21/MH-22を使用して充電、キャリブレーションが行えま
す。バッテリー室カバーBL-3を取り付けて使用します。

■データリーダーMV-1
カメラに記憶した撮影データ（xP.114）をCFカードに保存することができます（CFカー
ド付属）。保存した撮影データはパソコンへ転送して活用することができます。
※：パソコンへ転送する場合、PCカードアダプターEC-AD1や市販のPCカードアダプターまたはCFカードリーダー

などが必要になります。

■クイックチャージャーMH-21/MH-22
Li-ionリチャージャブルバッテリーEN-EL4a/EN-EL4専用のチャージャーで、残量のない
EN-EL4aを約145分、EN-EL4を約100分でフル充電可能。キャリブレーション機能も備
えています。AC100～240V、周波数50～60ヘルツに対応しています。また、MH-22は
バッテリー2本を同時に装着可能、装着順に1本ずつ充電を行います。
※：日本国内専用電源コード（AC100V対応）付属。日本国外で使用する場合は、別売の電源コードが必要です。

使用できるアクセサリー
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■接眼目当てDK-19
接眼窓に取り付けて使用するゴム製の目当てで、撮影にあたってファインダー視野がよりはっ
きり確認でき、目の疲れを軽減します。DK-17（標準装備）、DK-17A、DK-17C、DK-17M
の脱落防止機能に対応しています。

■変倍アングルファインダーDR-5
アダプターリング（DR-5に付属）を併用して変倍アングルファインダーDR-5を装着可能。
垂直方向からファインダー像を見ることができます。しかも、倍率を1倍（等倍）、2倍※に切
り換えることができ、厳密なピントの確認が容易に行えます。
※：2倍では周辺部にケラレが生じます。

■マグニファイヤーDG-2／アイピースアダプターDK-7
アイピースアダプターDK-7を併用してマグニファイヤーDG-2を装着すると、ファインダー
中央部の像を拡大して見ることができます。接写や複写、超望遠レンズ使用時などに、厳密
なピントの確認が容易に行えます。

■専用セミソフトケースCF-64
F6には専用ケースとして、CF-64が用意されています。AF-S VR ED24-120mm F3.5-
5.6Gより小さいレンズを取り付けた状態で収納できます。

■ネックストラップ／ハンドストラップ
ネックストラップはあみひも製のAN-4Y、AN-4B、および幅の広いAN-6Y、AN-6Wがあ
ります。色はAN-4Y、AN-6Yが黄色、AN-4Bが黒、AN-6Wがワインカラーです。
ハンドストラップAH-4はカメラのホールディングを確実、容易にして速写性を向上させます。

■マグニファイングアイピースDK-17M
カメラのファインダー接眼部に取り付けることにより、ファインダー倍率を1.2倍拡大する
ことができます。また、DK-17Mは脱落防止機能に対応しています。
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■ファインダースクリーン

F6に標準装備されているスクリーン。一般撮影に適します。
特にマット面でのピント合わせを好む人や、長焦点レンズな
どスプリットプリズムが使用しにくい場合に適しています。

ファインダースクリーン 特長

B
型

B型と同じマット式ですが、200mm以上の望遠レンズを使用
する場合は、B型よりもファインダー像が見やすくなります。
なお、広角レンズなど焦点距離の短いレンズでは、周辺が暗
くなりますので適しません。測光モードは、中央部重点測光
またはスポット測光をおすすめします。

U
型

E型はB型マット式に方眼を入れたもので、撮影の際の構図決
定に役立ちます。特にPCニッコールを使用する時、このスク
リーンを用いると便利です。

E
型

顕微鏡写真およびベローズ使用の近接撮影に適します。透過式
で暗い被写体でも明るい視野が得られ、目盛線を利用して倍率
や被写体の大きさを知ることもできます。目をわずかに左右に
振っても、像と十字線のずれを感じないときピントが合ったこ
とになります。ただし顕微鏡で40倍以上の対物レンズ使用の
ときはこのずれが見にくいので単に像と十字線がハッキリ見え
るようにします。

M
型

一般撮影に適し、中央のマイクロプリズム部およびマット面
を使用してピント合わせをします。マイクロプリズム部はピ
ントが合っている場合はマット面と同じようにはっきり見え
ますが、ピントが合っていない場合はギザギザに見えます。
F8より暗いレンズでは、マット面でピント合わせを行います。

J
型

一般撮影に適し、マット面および中央のスプリットプリズム
を使用すると、正確なピント合わせが素早く行えます。スプ
リットには、F5.6までかげりなくピント合わせのできるブラ
イトビュースプリットを採用しています。

A
型

中央のスプリットプリズム部が約45°に傾斜していますので、
カメラを傾けなくても、水平線のピント合わせが行えます。

L
型

マット式

望遠用
マット式

方眼
マット式

十字線
透過式

マイクロ
式

スプ
リット式

斜スプ
リット式

M型に交換した場合について

● 測光不可となりカメラの露出計は使用できません。また、光学特性上、カスタムメニュー
「a5：フォーカスフレーム表示」の「MF時表示」（xP.97）を「OFF」にセットして、
マニュアルフォーカスで撮影することをおすすめします。
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■ニコンスピードライトSB-900
● ガイドナンバー34（照射角35mm、スタンダード配光時、ISO
100・m表示、20℃）の多機能、高性能スピードライト。

● 通常は単3形電池を4本使用。外部電源としてパワーアシストパック
SD-8A、SD-9、パワーブラケットSK-6もご使用になれます。

● レンズの焦点距離に応じて照射角を変化させるオートパワーズーム機
能を搭載（17～200mm）。

● 撮影シーンに応じて、「スタンダード」、「中央部重点」、「均質」の3種類
の配光タイプが設定可能です。

● 画面内に極端に反射率の高いものがある時や背景が大きく抜けている場合でも、背景と主
要被写体の明るさのバランスを考慮してより自然に表現するi-TTL-BL調光が可能です。

● i-TTL-BL調光、スタンダードTTL調光、絞り連動外部自動調光（AA）、外部調光（A）、距
離優先マニュアル発光、マニュアル発光、リピーティング発光の発光モードを備えています。

● ニコンクリエイティブライティングシステムに対応しており、アドバンストワイヤレスラ
イティング、FVロック撮影、オートFPハイスピードシンクロ、モデリング発光などが行
えます。

● F6の11カ所のフォーカスエリアに対応したマルチエリアアクティブ補助光（AF補助光）
を内蔵しています。

■ニコンスピードライトSB-600
● ガイドナンバー30（照射角35mm時、ISO 100・m表示、20℃）。
● 単3形電池4本で使用可能です。
● オートパワーズーム機能（24～85mm）を搭載。内蔵ワイドパネル
の使用で14mmレンズの画角もカバーします。

● i-TTL-BL調光、スタンダードTTL調光、マニュアル発光、リピーティ
ング発光（補助灯時のみ）の発光モードを備えています。

● ニコンクリエイティブライティングシステムに対応しており、アドバ
ンストワイヤレスライティング（補助灯としてのみ使用可能）、FVロック撮影、オートFP
ハイスピードシンクロ、モデリング発光などが行えます。

● F6の11カ所のフォーカスエリアに対応したマルチエリアアクティブ補助光（AF補助光）
を内蔵しています。

■ニコンクローズアップスピードライトコマンダーキットR1C1
● ニコンクリエイティブライティングシステムに対応したクローズアップスピードライトシ
ステムで、ワイヤレスで様々なクローズアップ撮影や増灯撮影を楽しむことができます。

● ワイヤレススピードライトコマンダーSU-800（1台）、ワイヤレスリモートスピードライ
トSB-R200（2台）にアタッチメントリングやカラーフィルター、ケースなどが付属さ
れたキットです。
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● 10ピンターミナルに下記のアクセサリーを接続することによ
り、遠隔撮影、無人撮影などが行えます。

● 使用しない時は、必ず10ピンターミナルにキャップをしてく
ださい。ゴミ等が入ると、誤作動の原因となることがあります。

● 10ピンターミナルへの接続は、プラグをイラストのようにペ
ンタプリズム側に傾け、指標を合わせて差し込み、リングを時
計方向に回して固定します。

● 10ピンターミナルを使用する場合は、先にシンクロターミナル側のキャップを外してから、
10ピンターミナル側のキャップを外すことをおすすめします。

■10ピンターミナルに接続するアクセサリー

名称 用途 長さ

MC-22・23・25・30・36に併用可能な延長コード
です。

延長コード
MC-21

約3m

コード先端にある端子（青、黄、黒）に特殊装置を接続
すると、音や信号による遠隔操作が可能となります。

リモートコード
MC-22

約1m

F6を2台同時に作動させるための接続コードです。
接続コード
MC-23

約40cm

2ピンターミナル用のラジオコントロールセットMW-2
や、インターバロメーターMT-2、ルミコントロールセッ
トML-2などを、10ピンターミナルに接続するための変
換コードです。

変換コード
MC-25

約20cm

カメラブレを避けたい時や、カメラから離れてレリーズ
操作をしたい場合に便利です。また、長時間露出（バル
ブ）撮影時に、シャッターボタンをロックする機能も備
えています。

リモートコード
MC-30

約80cm

カメラブレを避けたい時や、カメラから離れてレリーズ
操作をしたい場合に便利です。また、設定時間間隔で撮
影を行うインターバルタイマーの設定や、露光時間を指
定した長時間露出が可能です。照明付きの表示パネルや、
長時間露出（バルブ）撮影時にシャッターボタンをロッ
クしたり、レリーズ中1秒ごとに電子音で知らせる機能
を備えています。

リモートコード
MC-36

約85cm

最大で約8m離れたところから、信号（赤外パルス光）
による遠隔操作が行えます。また、あらかじめセットし
た撮影位置（送信機と受信機の間）に被写体が入ると自
動的に撮影が行われるオートトリガー撮影も行えます。

ルミコントロール
セット ML-3

－
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● F6の場合は、R60を除いて実用上露出倍数を考慮する必要はありません。R60を使用す
る場合は+1段の露出補正をしてください。

● F6の測光系の特性上、従来の偏光フィルター（Polar）は使用できませんので円偏光フィ
ルター（C-PLまたはC-PL II）をご使用ください。

● フィルターをレンズ保護のために常用する場合は、L37C、またはNCフィルターの使用を
おすすめします。

● 逆光撮影の際や輝度の高い光源が画面に入ったりする時は、場合によりフィルターによっ
てゴーストが発生するおそれがありますので、フィルターをはずして撮影することをおす
すめします。

● 露出倍数が1以外のフィルターを使用した場合には、マルチパターン測光の効果が得られ
ないことがありますので、中央部重点測光に切り換えて撮影することをおすすめします。
詳細は、各フィルターの使用説明書をご覧ください。

● 市販の特殊フィルター等をご使用の場合、オートフォーカスやフォーカスエイド撮影が行
えないことがありますのでご注意ください。

フィルターについて

ニコンフィルターは、ねじ込み式、後部交換式、および組み込み式の3つの
形式に大別できます。
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カメラと電池の取り扱いについて

■カメラの取り扱い

●カメラ本体をお手入れする際の注意
カメラ本体のお手入れは、ブロアーでゴミやホコリを軽く吹き払った後、乾いた柔らかい
清潔な布で軽く拭いてください。特に、海辺で使った後は、真水を数滴たらした柔らかい
清潔な布で塩分を拭き取ってから、乾いた布で軽く拭いて乾かしてください。
まれに、ブラシなどで表示パネルを拭いた場合に、静電気で表示パネルか点灯したり、黒
く変色したりしますが、故障ではありません。しばらくすると元に戻ります。

●ミラーやレンズを手入れする際の注意
ミラーやレンズにゴミやホコリが付いているときは、キズが付きやすいので、ブロアーで
ゴミやホコリを軽く吹き払う程度にしてください。
レンズに万一指紋などが付いてしまった場合は、柔らかい清潔な布に市販のレンズクリー
ナーを少量湿らせ、軽く拭き取ってください。

●強いショックを与えないでください。
カメラおよびレンズを落としたり、ぶつけたりしないように注意してください。
強い衝撃や振動を加えますと、破損したり精密に調整された部分に悪影響を及ぼします。

●シャッター幕に触れないでください。
シャッター幕は非常に薄い幕でできていますので、押さえたり、突いたり、ブロアーなど
で強く吹くなどは、絶対にしないでください。キズ、変形、破損などの原因となります。

●強い電波や磁気を発生する場所は避けてください。
テレビ塔のような強い電波や磁気の発生する場所では、カメラが正常に作動しなくなるこ
とがありますので注意してください。

●極端な温度変化は避けてください。
温度差が極端となる所（寒い所から急に暖かい所や、その逆となる所）にカメラを持ち込
むと、カメラの内外に水滴を生じます。カメラをバッグやビニール袋などに入れて、周囲
の温度になじませてからご使用ください。

●風通しの良い場所に保管してください。
カビや故障などを防止するために、風通しのよい乾燥した場所を選んでカメラを保管して
ください。
・ナフタリンや樟脳の入ったタンスの中、磁気を発生する器具のそば、極度に高温となる
夏期の車内、使用しているストーブの前などにカメラを置かないでください。故障の原
因になります。
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■電池の取り扱い

●保管する際は電池を取り出し、乾燥剤といっしょにしてください。
長期間カメラを使用しないときは、電池の液漏れなどからカメラを保護するために、カメ
ラから電池を取り出して保管してください。
・保管する際は、カメラをポリエチレン袋などに乾燥剤といっしょに入れておくとより安
全です。ただし、皮ケースをビニール袋に入れておくと、変質することがありますので
避けてください。電池は高温、多湿となる場所を避けて保管してください。
・乾燥剤（シリカゲル）は湿気を吸って効力がなくなりますので、ときどき交換してくだ
さい。
・カメラを長期間使用しないまま放置しておくと、カビや故障の原因となることがありま
すので、1ヵ月に一度を目安に電源を入れて数回シャッターをきってください。

●3V CR123A リチウム電池2本を使用してください。
マルチパワーバッテリーパックMB-40を使用すると単3形電池（アルカリ電池、ニッケル水
素充電池、リチウム電池）8本か、Li-ionリチャージャブルバッテリーEN-EL4a/EN-EL4
（バッテリー室カバーBL-3を併用）が使用できます。
・大切な撮影に際しては、早めに電池を交換するか、予備の電池を携行してください。

●電池を入れるときは、カメラの電源をOFFにしてください。
電池を入れるときは、カメラの電源スイッチをOFFにしてから、+-を間違いのないよう
正しく入れてください。
・付属の電池は購入時の作動テスト用ですので、寿命が短い場合があります。
・電池の両極が汗や油などで汚れていると、接触不良の原因となります。乾いた布でよく
拭いてから使用してください。

●低温時には新しい電池を使用してください。
低温時に消耗した電池を使いますと、カメラが作動しなくなることがあります。
低温時に撮影する場合は、新しい電池を使用し、保温した予備の電池を用意して暖めなが
ら交互に使用してください。
・低温時は、常温時より巻き上げ速度や撮影可能本数も低下します。低温のために、一時
的に性能が低下して使えなかった電池でも、常温に戻ると使える場合があります。

●電池を火の中に投入したり、ショートさせないでください。
電池を火の中に投入したり、ショートさせたり、分解、加熱、充電したりしないでください。
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故障かな？と思ったら（修理を依頼される前に）

こんなとき
原　因

上面表示パネル ファインダー内 背面表示パネル

● Gタイプ以外のCPUレンズ使用時にレンズ
の絞りリングが最小絞りになっていません。

ƒEE
（点滅）

（点灯）

ƒEE
（点滅）

FEE
（点灯）

● 電池容量がわずかです。
（点灯）

（点滅）

● 電池が消耗しています。
（点滅）

● カメラの内蔵時計がリセットされました。時計がリセッ
トしました
日時を設定して
ください

（点灯）
● 開放絞りからの絞り段数が表示されていま
す。非CPUレンズが装着されているか、ま
たはレンズが装着されていない状態で、レ
ンズの開放絞り値が設定されていません。

（点灯） （点灯）

Err
（点滅）

E
（点滅）

● フィルムが正しく送られていません。Err
（点滅）

E
（点滅）

空送りエラー

Err
（点滅）

● フィルム感度を s にセットした状態でDX
マークがないフィルムが入っています。

Err
（点滅）

DX ERR

E
（点滅）

［半押しタイマー
がOFFの間、点
灯に変わります］

［半押しタイマー
がOFFの間、消
灯します］

［半押しタイマー
がOFFの間、消
灯します］

● フィルム巻き戻し完了後、フィルムを取り
出さずにおくと、半押しタイマーがONの
間は、上面表示パネルおよびファインダー
内表示にEが点滅し、背面表示パネルに
「巻き戻し完了」と表示されます。

E
（点滅）

巻き戻し完了

End
（点滅）

● 撮影フィルムが終了しています。End
（点滅）

フィルム終了

o--
（点滅）

フィルムカウンター
（点滅）

● 電池容量の低下などで巻き戻し途中で停止
しています。

o--
（点滅）

フィルムカウンター
（点滅）

巻き戻し中

● オートフォーカスでピント合わせができま
せん。

?
（点滅）

上面表示パネル、ファインダー内表示、背面表示パネルに警告表示が点灯ま
たは点滅した場合は、修理を依頼される前に、次のことをご確認ください。
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対処方法 x

● レンズの絞りリングを最小絞りにしてください。 P.24

● 予備の電池を用意してください。 P.23

P.23● 電池を交換してください。

P.42
P.149

● レンズの開放絞り値を設定すると、レンズの絞り値が表示されます。

P.26

P.27
P.46

P.36

● フィルムを取り出して入れ直してください。

● DXマーク付フィルムに入れ換えるか、フィルム感度を手動でセットしてください。

● フィルムを取り出してください。

P.48
P.49

● R1ボタンとR2ボタンを同時に押してフィルムを巻き戻すか、巻き戻しクランク
を使用して手動で巻き戻しを行ってください。

P.48
P.49

● 新品電池に交換するなどした後に再度巻き戻し操作を行うか、巻き戻しクラン
クを使用して手動で巻き戻しを行ってください。

P.63● マニュアル（手動）でピント合わせを行ってください。

P.127● セットアップメニュー「日時設定」で、日時の設定を行ってください。
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こんなとき
原　因

上面表示パネル ファインダー内 背面表示パネル

● 被写体が明るすぎて、カメラの露出制御範
囲を超えています。

HI
（点灯）

HI
（点灯）

HI
（点灯）

● 被写体が暗すぎて、カメラの露出制御範囲
を超えています。

Lo
（点灯）

Lo
（点灯）

Lo
（点灯）

● ＋側の場合は被写体が明るすぎて、－側の
場合は被写体が暗すぎて、カメラの露出制
御範囲を超えています。

露出インジケーター
（点滅）

露出インジケーター
（点滅）

● 露出モードが ™ の時にシャッタースピード
が buLbにセットされています。

buLb
（点滅）

buLb
（点滅）

buLb
（点灯）

● 非CPUレンズが装着されているか、または
レンズが装着されていない状態で露出モー
ドが ¡または ™にセットされています。

¡ または ™
（点滅）

£
（点灯）

● 露出モードを ™ または ¢ にセットして、ス
ピードライトを使用する場合に、シャッター
スピードが同調スピードより高速にセットさ
れています。

25o
（点灯）

● 発光直後の約3秒間の点滅は、フル発光し
て露出不足の恐れがあります。

fi
（点滅）

● 撮影中に何らかの異常を検出しました。Err
（点滅）

Err
（点滅）

ERR
（点灯）

● 撮影データの記憶容量がいっぱいになって
います。

FuL
（点滅）

FuL
（点滅）

撮影データ
記憶容量不足
電源スイッチ
ON→OFF

● 赤目軽減モードまたは赤目軽減スローシンク
ロモードがセットされ、赤目軽減発光が不可
能なスピードライトが装着されています。

（反転）

［1/250秒より高
速のシャッタース
ピードをセットし
た時］

250
（点灯）

［1/250秒より高
速のシャッタース
ピードをセットし
た時］

25o
（点灯）

［1/250秒より高
速のシャッタース
ピードをセットし
た時］
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対処方法 x

● 露出モードが ¡ の時はND（光量調節用）フィルターを使用してください（™、£

の時に下記の操作を行っても警告表示が消えない場合も同様に対応してください）。
● 露出モードが ™の時はシャッタースピードをより高速側にセットしてください。
● 露出モードが £の時はより大きい数値の絞りにしてください。

P.67
P.69
P.71

● 露出モードが ¡ の時はスピードライトを使用してください（™、£ の時に下記
の操作を行っても警告表示が消えない場合も同様に対応してください）。

● 露出モードが ™の時はシャッタースピードをより低速側にセットしてください。
● 露出モードが £の時はより小さい数値の絞りにしてください。

P.67
P.69
P.71

● ＋側の場合はND（光量調節用）フィルターを使用してください。－側の場合は
スピードライトを使用してください。

P.69
P.71
P.73

● シャッタースピードを buLb 以外にセットするか、露出モードを ¢ にセットし
てください。

P.68
P.72

● 非CPUレンズが装着されている場合は、露出モードを £ または ¢ にセットし
てください。

P.67
P.69
P.70
P.72

● シャッタースピードは自動的に1/250秒に切り換わりますので、そのまま撮影
してください。

● SB-900・800・600使用時は、カスタムメニュー「e1：同調速度変更」を
「1/250FP」にセットして、セットしたシャッタースピードのまま、オートFPハ
イスピードシンクロ撮影が行えます。

P.106
P.168

● 撮影距離、絞り、調光範囲などを再度確認して、撮影し直してください。 P.162
P.169

● 再度シャッターボタンを押してください。この操作で警告表示が解除されなかっ
たり、頻繁に警告が表示される場合は、ニコンサービスセンターにご相談くださ
い。再度シャッターボタンを押して警告表示を解除した時に、フィルムが1コマ
送られる場合がありますが、フィルムカウンターは変わりません。ただし、画
面内、コマ間、いずれかの写し込み項目としてアップカウント数値がセットさ
れている場合、アップカウント数値はカウントされます。

P.185

● いったん電源スイッチをOFFにし、再度電源スイッチをONにしてください。警
告は解除され、撮影が行えます。ただし、記憶されている撮影データを消去す
るまで、次のデータは記憶されません。

P.122

● 赤目軽減発光が可能な専用スピードライトをご使用ください。 P.165
P.166
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■電子制御カメラの特性について

● きわめて稀なケースとして、表示パネルに異常な表示が点灯したままカメラが作動しな
くなることがあります。原因として、外部から強力な静電気が電子回路内部に侵入した
ことが考えられます。万一このような状態になったときは、電源スイッチをOFFにして
電池を入れ直し、電源スイッチをONにしてカメラを作動させてみてください。

■高温・低温下での液晶表示について

● 表示パネルとファインダー内に使用されている液晶表示は、高温下では黒くなり、低温
下では液晶の応答速度が多少遅くなることがあります。いずれの場合も常温時には正常
に戻ります。

■イルミネーターパネルの寿命について

● 表示パネルを照明するイルミネーターパネルは消耗品ですので、使用状況によって明るさ
が徐々に低下します。これはイルミネーターパネルの消耗によるもので故障ではありませ
ん。イルミネーターパネルの交換をご希望の場合は、最寄りのニコンサービスセンターへ
お申し付けください（有料）。

故障かな？と思ったら（修理を依頼される前に）－つづき－

■シャッター幕の特性について

● シャッターを作動させるとシャッター幕に走行跡が生じますが、これはカメラの耐久性
と高速駆動を得るための特性であり異常ではありません。また、性能上も影響を及ぼす
ことはありません。
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■この製品についてのお問い合わせは
ご意見、ご質問はニコンカスタマーサポートセンターでお受けしています。
・ニコンカスタマーサポートセンターにつきましては、使用説明書裏面を
ご参照ください。

■修理を依頼される場合は
ご購入店、またはニコンサービスセンターにご依頼ください。
・ご転居、ご贈答品などでご購入店に修理を依頼することができない場合
は、最寄りの販売店、またはニコンサービスセンターにご相談ください。

■補修用性能部品について
このカメラの補修用性能部品の保有期間は、製造打ち切り後10年間を目安
としています。
・補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。
・修理可能期間は、部品保有期間内とさせていただきます。なお、部品保
有期間経過後におきましても、修理可能な場合もありますので、ご購入
店、またはニコンサービスセンターへお問い合わせください。

・水没、火災、落下等による故障、または破損で全損と認められる場合は、
修理が不可能となります。なお、この故障または破損の程度の判定は、
ニコンサービスセンターにお任せください。

製品の保証について
1この製品には「保証書」がついていますのでご確認ください。
2保証書はお買い上げの際、ご購入店からお客様に直接お渡しすること
になっています。
「ご購入者氏名」および「ご住所」「購入年月日」「購入店名」がすべ
て記載された保証書をお受け取りになり、内容をよくお読みのうえ、
大切に保管してください。

3保証規定による保証修理は、ご購入日から3年間となっております。
「保証書」をお受け取りになりませんと、上述の保証修理がお受けに
なれないことになりますので、もしお受け取りにならなかった場合は、
ただちにご購入店にご請求ください。

4海外での保証内修理は領収書の提示を求められることがありますので、
保証書とともに領収書の携行をお願い致します（領収書のない場合は
有料となる場合があります）。

5保証期間経過後の修理は、原則として有料となります。また、運賃諸
掛かりはお客様にご負担願います。

6保証期間中や保証期間経過後の修理、故障など、アフターサービスに
ついてご不明なことがございましたら、ご購入店、またはニコンサー
ビスセンターへお問い合わせください。

アフターサービスと保証について
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モーター内蔵35mm一眼レフレックス
電子制御式フォーカルプレーンシャッターオートフォーカスカメラ

¡：プログラムオート（プログラムシフト可能）
™：シャッター優先オート
£：絞り優先オート
¢：マニュアル

24 × 36mm

ニコンFマウント（AFカップリング、AF接点付）

・GタイプまたはDタイプAFレンズ（DXおよびIXニッコールを除く）：
フル機能使用可
・PCマイクロニッコール85mm F2.8D：オートフォーカスおよび露出
モード ¡、™、£ を除く機能使用可（あおり操作時を除く）
・GタイプおよびDタイプ以外のAFレンズ（F3AF用を除く）：3D-RGB
マルチパターン測光を除く機能使用可
・AI-Pニッコール：3D-RGBマルチパターン測光およびオートフォーカ
スを除く機能使用可
・非CPUレンズ：露出モード £、¢ で可、開放F値がF5.6より明るい場
合フォーカスエイド可、レンズ情報設定によりRGBマルチパターン測
光、絞り値表示など使用可（AI方式レンズ使用時）
・TC-16AS：開放F値がF3.5以上明るいレンズでオートフォーカス使用
可（フォーカスエイド不可）、一部レンズを除く
・非AI方式レンズ：ニコンサービスセンターでボディーを改造することで
装着可能（絞り込み測光）

アイレベル式ペンタプリズム使用、視度調節機構内蔵（－2.0～＋1.0m－1）、
アイピースシャッター付、アイピースDK-17標準装備、脱落防止機能対応

18mm（－1.0m－1の時）

B型クリアマットスクリーン II改、他に別売の6種と交換可能

約100％（対実画面）

約0.74倍（50mmレンズ・∞・－1.0m－1の時）

・ピント表示、測光モード表示、AEロックマーク、FVロックマーク、露出
モード表示、シャッタースピードロックマーク、同調秒時マーク、シャッ
タースピード表示、絞り段数マーク、絞りロックマーク、絞り表示、多重
露出撮影マーク、バッテリーチェック表示、フィルムカウンター／露出補
正値表示、レディーライト、露出インジケーター、露出補正マーク、ブラ
ケティングマーク、フォーカスエリア（フレーム）11点

クイックリターン式

型式

露出制御

画面サイズ

レンズマウント

交換レンズ

ファインダー

アイポイント

ファインダースクリーン

ファインダー視野率

ファインダー倍率

ファインダー内表示
（イルミネーター付）

ミラー

仕様
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瞬間復元式

TTL位相差検出方式、マルチCAM2000オートフォーカスモジュールに
より検出
・検出範囲：EV－1～＋19（ISO 100・常温）

S：シングルAFサーボ
C：コンティニュアスAFサーボ
M：マニュアルフォーカス
・S、Cでは、被写体条件により自動的に予測駆動フォーカスに移行

11カ所のフォーカスエリアの中から1カ所または複数カ所を選択可能

・シングルエリアAFモード
・ダイナミックAFモード
・グループダイナミックAFモード
・至近優先ダイナミックAFモード

AE/AFロックボタン、またはS（シングルAFサーボ）時シャッターボタ
ン半押しにて可能

TTL開放測光方式
・3D-RGBマルチパターン測光：GタイプまたはDタイプレンズ（DXお
よびIXニッコールを除く）使用時
・RGBマルチパターン測光：GタイプおよびDタイプ以外のAFレンズ
（F3AF用を除く）、AI-Pニッコール、非CPUレンズ（レンズ情報設定時）
使用時
・中央部重点測光：φ12mm範囲を測光（中央重点度約75％）
・スポット測光：φ4mm相当を測光（全画面の約1.5％）、フォーカスエ
リアに連動して測光位置可動

3D-RGBマルチパターン測光：EV0～20
中央部重点測光：EV0～20
スポット測光：EV2～20
（常温、ISO 100、F1.4レンズ使用時）

CPU連動方式、AI方式併用、露出計連動レバーを可倒式に改造可能

±5段の範囲を1/3、1/2、1段ステップで補正可能

AE/AFロックボタンによる輝度値ロック方式

撮影コマ数：2～7コマ、補正ステップ：1/3、1/2、2/3、1段のステッ
プで可能

・DX方式、マニュアルのいずれも可能（マニュアル優先）
・フィルム感度連動範囲：DX時・ISO 25～5000、マニュアル時・
ISO 6～6400（1/3段ごとにセット可能）

レンズ絞り

オートフォーカス

レンズサーボ

フォーカスエリア

フォーカスエリアモード

フォーカスロック

測光方式

測光範囲

露出計連動

露出補正

AEロック

オートブラケティング

フィルム感度設定
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仕様 －つづき－

電子制御上下走行式フォーカルプレーンシャッター
（シャッターモニター機能内蔵）

・¡、£ モード時：30～1/8000秒
・™ モード時：30～1/8000秒（1/3段ステップ）、X（1/250）
・¢ モード時：30～1/8000秒（1/3段ステップ）、buLb、X（1/250）
※：¢ モード時に30分まで延長可能

X接点のみ、1/250秒以下の低速シャッタースピードでスピードライト
に同調（オートFPハイスピードシンクロ時は1/8000秒まで可能）

TTL自動調光5分割センサー一体型ICおよび1005分割RGBセンサー併用
による以下のTTL調光制御：
・i-TTL-BL調光：SB-900・800・600・400・SU-800／SB-
R200との組み合わせ時
・マルチエリアBL調光：SB-80DX・50DX・28/28DX・27・26・
25とGタイプまたはDタイプレンズの組み合わせにより3D-マルチBL
調光可能。GタイプおよびDタイプ以外のCPUレンズ、非CPUレンズ、
またはモニター発光を行わないスピードライトとの組み合わせ時にはマ
ルチBL調光可能
・スタンダードTTL調光：スポット測光時
・TTL調光時のフィルム感度連動範囲：ISO 25～1000

・先幕シンクロ、後幕シンクロ、スローシンクロ、赤目軽減、赤目軽減ス
ローシンクロがセット可能

SB-900・800・600・400・80DX・50DX・30・28/28DX・
27・26・23等使用時に充電完了で点灯、フル発光による露出警告時は
点滅警告

ホットシュー（ISO 518）装備、デジタルデータ通信対応
・シンクロ接点、レディ信号接点、TTL調光ストップ信号接点、モニター
信号接点、GND付、セーフティロック機構（ロック穴）付

シンクロターミナル（ISO 519）標準装備、外れ防止ネジ付

SB-900・800・600・R200・SU-800との組み合わせによりアドバ
ンストワイヤレスライティング、オートFPハイスピードシンクロ、モデ
リング発光、FVロック、マルチエリアアクティブ補助光（AF補助光）に
対応（SB-400はFVロックにのみ対応）

電子制御式、作動時間10秒

電子制御式、プレビューボタンにより絞り込み可能

給送モードダイヤル操作により可能

順巻きイージーローディング方式、フィルムセット完了後、裏ぶたを閉じ
ることにより1コマ目まで自動空送り

シャッター

シャッタースピード

シンクロ接点

スピードライトの
調光方式

シンクロモード

レディーライト

アクセサリーシュー

シンクロターミナル

ニコンクリエイティブ
ライティングシステム

セルフタイマー

プレビュー

ミラーアップ

フィルム装填
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内蔵モータによる自動巻き上げ
S ：1コマ巻き上げ
CL：低速連続巻き上げ（約2コマ/秒［約4コマ/秒］）
CH：高速連続巻き上げ（約5.5コマ/秒［約8コマ/秒］）
CS：超低速連続巻き上げ（約1コマ/秒［約2コマ/秒］）
・巻き上げ速度：フォーカスモードC、露出モード ¢、1/250秒以上の高
速シャッタースピード、3V CR123A リチウム電池、36EX平均値（［ ］
内はマルチパワーバッテリーパックMB-40に単3形電池またはLi-ionリ
チャージャブルバッテリーEN-EL4a/EN-EL4使用時）。

・フィルム終了後、内蔵モータによる自動巻き戻し
・途中巻き戻し（R1、R2ボタン操作による）、手動巻き戻し可能
・巻き戻し時間（36EX）：約7秒／約12秒（CS：超低速連続巻き上げ時）

撮影メニュー操作によりセット可能

撮影メニュー操作によりセット可能

・シャッタースピードロックマーク、同調秒時マーク、シャッタースピー
ド表示、絞り段数マーク、絞りロックマーク、絞り表示、ブラケティン
グマーク、露出インジケーター、露出モード表示、プログラムシフト
マーク、露出補正マーク、バッテリーチェック表示、露出補正値表示、
フィルムカウンター

・撮影情報画面（ノーマル表示、詳細表示、拡大表示）
・撮影データ画面（フィルム情報表示、コマ情報表示）
・メニュー画面（カスタムメニュー、セットアップメニュー、撮影メニュー、
レンズ情報、言語）

撮影メニュー操作によりセット可能
・画面内写し込み、コマ間写し込み、0コマデータ写し込み
・フィルム感度連動範囲：ISO 50～3200

・クォーツデジタル（24時間制）
・月末、うるう年自動修正（2099年12月31日まで対応）

蝶番式、フィルム確認窓付、AFエリアモードセレクトダイヤル、マルチ
セレクター、MENUボタン、ISO感度ボタン、シンクロモードボタン、
INFOボタン、背面表示パネル装備、データ写し込みユニット内蔵

記憶可能フィルム本数（36枚撮り）：簡易情報時（13項目）約57本／
詳細情報時（21項目）約31本

標準装備

フィルム巻き上げ

フィルム巻き戻し

多重露出

インターバルタイマー

上面表示パネル情報
（イルミネーター付）

背面表示パネル
（イルミネーター付）

写し込み

内蔵時計

裏ぶた

撮影データ記憶

10ピンターミナル
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・電池ホルダーMS-41（標準装備）：3V CR123A リチウム電池2本使用
・マルチパワーバッテリーパックMB-40：単3ホルダーMS-40（MB-40
に付属 単3形電池［アルカリ電池、ニッケル水素充電池、リチウム電池］
8本使用）またはLi-ionリチャージャブルバッテリーEN-EL4a/EN-EL4
（バッテリー室カバーBL-3併用）
・内蔵時計用バックアップ電池内蔵

電源ON、OFFの2ポジションに加え、上面・背面表示パネルにイルミ
ネーターを点灯させるポジションを装備

・電源スイッチON後、半押しタイマーが作動し、無操作状態で約8秒後、
半押しタイマー非作動
・電源スイッチON時は、シャッターボタンの半押し等の操作に連動して、
半押しタイマーが作動

半押しタイマーが作動中で、上面表示パネルおよびファインダー内表示に
以下のように表示

・記載されているフィルム本数は下記の当社試験条件によるものです。
1：装着レンズAF-S VR ED24-120mm F3.5-5.6G、手ブレ補正機能

使用、フィルム給送モードS、フォーカスモードC、シャッタースピー
ド1/250秒、無限遠から至近間を1往復し、シャッターボタンの半押
しを8秒間持続させ、1回レリーズした後、半押しタイマーがオフにな
るまで放置して、同じ動作を繰り返して実施。

2：装着レンズAF-S VR ED70-200mm F2.8G、手ブレ補正機能使用、
フィルム給送モードCH、フォーカスモードC、シャッタース
ピード1/250秒、無限遠から至近間を3往復し、シャッターボタン
の半押しを3秒間持続させ、1回レリーズした後、すぐに同じ動作を
繰り返して実施。

電源

電源スイッチ

半押しタイマー

バッテリーチェック

撮影可能フィルム本数
（36枚撮り）

表示パネル ファインダー 内容

点灯（電池容量充分）

点灯（電池消耗開始）

点灯（電池消耗）

点滅　交換表示（表示消灯時も電池交換）

仕様 －つづき－

試験条件1 試験条件2

20℃ －10℃ 20℃ －10℃

3Vリチウム電池使用時 約15本 約6本 約35本 約15本

MB-40使用時（単3形アルカリ電池） 約10本 約1本 約55本 約4本

MB-40使用時（単3形ニッケル水素充電池）約30本 約30本 約55本 約50本

MB-40使用時（単3形リチウム電池） 約45本 約35本 約95本 約70本

MB-40使用時 約40本 約30本 約75本 約60本（Li-ionリチャージャブルバッテリーEN-EL4a）

MB-40使用時 約35本 約25本 約65本 約50本（Li-ionリチャージャブルバッテリーEN-EL4）
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● 仕様中のデータは特に記載のある場合を除き、すべて常温（20℃）、新品3V CR123A
リチウム電池使用時のものです。

1/4（ISO 1222規格）

41項目（xP.92）

MENUボタンとINFOボタンを同時に約2秒間押す動作により、一部機能
を除き、各機能のセット状態を一括して初期状態にリセット可能

約157mm（幅）×119mm（高さ）×78.5mm（奥行）

約975g（ボディーのみ、電池を除く）

・マルチパワーバッテリーパックMB-40
・Li-ionリチャージャブルバッテリーEN-EL4a/EN-EL4
・バッテリー室カバーBL-3
・クイックチャージャーMH-21/MH-22
・データリーダーMV-1
・ファインダースクリーン6種
・アンティフォグファインダーアイピースDK-17A
・接眼補助レンズDK-17C
・ソフトケースCF-64

バルブ撮影時
連続撮影時間

三脚ネジ穴

カスタムメニュー

ツーボタンリセット機能

大きさ

質量（重さ）

使用できるアクセサリー

■商標説明

● CompactFlash™（コンパクトフラッシュ）は米国SanDisk社の商標です。
● Microsoft®、Microsoft® Excel、Windows®は米国Microsoft Corporationの米国お
よびその他の国における登録商標です。

● その他の会社名、製品名は各社の商標、登録商標です。

● 仕様・性能は予告なく変更することがありますので、ご了承ください。使用説明書の誤り
などについての補償はご容赦ください。

20℃ －10℃

3Vリチウム電池使用時 約5時間 約3時間

MB-40使用時（単3形アルカリ電池） 約6時間 約1.5時間

MB-40使用時（単3形ニッケル水素充電池） 約5時間 約4時間

MB-40使用時（単3形リチウム電池） 約8.5時間 約7時間

MB-40使用時 約7時間 約6時間（Li-ionリチャージャブルバッテリーEN-EL4）

※：撮影可能フィルム本数およびバルブ撮影時連続撮影時間は下記電池を使用した当社試験条件による
ものです。撮影状況により、撮影可能フィルム本数およびバルブ撮影時連続撮影時間は前後します。

・3Vリチウム電池：松下電池工業製 CR123A
・単3形アルカリ電池：松下電池工業製 LR6
・単3形ニッケル水素充電池：三洋電機製 HR-3UB（2300mAh）
・単3形リチウム電池：富士写真フィルム製 FR6
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操作ボタン・レバーや表示等は、各部の名称と主なはたらき（xP.10～18）
をご覧ください。

AEブラケティング........................................................................................................................................................................... P.77
AEロック...................................................................................................................................................................................................... P.74
AFエリアモード.................................................................................................................................................................................. P.54
BuLb.................................................................................................................................................................................................... P.72、82
CPUレンズ.................................................................................................................................................................................. P.24、40
DXマーク付フィルム................................................................................................................................................................... P.27
Dタイプ（CPU）レンズ.......................................................................................................................................... P.24、40
EV値.................................................................................................................................................................................................................... P.67
FVロック.............................................................................................................................................................................. P.157、158
Gタイプ（CPU）レンズ.......................................................................................................................................... P.24、40
i-TTL-BL調光................................................................................................................................................................. P.156、165
i-TTLモード......................................................................................................................................................................................... P.156
RGBマルチパターン測光......................................................................................................................................... P.40、64
SBブラケティング.......................................................................................................................................................................... P.77
TTLモード.......................................................................................................................................................................... P.160、166
0コマデータ写し込み............................................................................................................................................................. P.138
1005分割RGBセンサー....................................................................................................................................................... P.64
1コマ巻き上げ（S）....................................................................................................................................................................... P.47
3D-RGBマルチパターン測光............................................................................................................................ P.40、64
3D-マルチBL調光................................................................................................................................................... P.160、166

英数

あ 赤目軽減スローシンクロ（モード）...................................................................................................................... P.164
赤目軽減（モード）..................................................................................................................................................................... P.164
アクティブ補助光（AF補助光）................................................................................................................................. P.167
アドバンストワイヤレスライティング........................................................................................................... P.157
後幕シンクロ（モード）........................................................................................................................................................ P.164
イルミネーター..................................................................................................................................................................................... P.83
インターバルタイマー........................................................................................................................................................... P.145
写し込み（メニュー）............................................................................................................................................................... P.130
オートFPハイスピードシンクロ............................................................................................................................. P.159
オートフォーカス（AF）............................................................................................................................. P.28、50、62
オートブラケティング（自動段階露出）............................................................................................................. P.77

か 外部自動調光（A）....................................................................................................................................................................... P.161
開放絞り........................................................................................................................................................................................... P.70、72
開放絞り値の設定......................................................................................................................................................................... P.149
カスタムメニュー.............................................................................................................................................................................. P.92
画面内写し込み................................................................................................................................................................................ P.130
距離情報................................................................................................................................................... P.30、64、156、160
グループダイナミックAFモード.................................................................................................................................. P.54
言語（Language）.................................................................................................................................................................... P.152
高速連続巻き上げ（CH）.......................................................................................................................................................... P.47
コマ間写し込み................................................................................................................................................................................ P.134
コマンドロック.................................................................................................................................................................... P.69、71
コンティニュアスAFサーボ（AF-C）..................................................................................................................... P.50
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さ 最小絞り............................................................................................................................................................................ P.24、70、72
先幕シンクロ（モード）........................................................................................................................................................ P.164
撮影データの写し込み........................................................................................................................................................... P.130
撮影データの記憶......................................................................................................................................................................... P.114
撮影メニュー...................................................................................................................................................................................... P.129
至近優先ダイナミックAFモード.................................................................................................................................. P.55
視度調節機能............................................................................................................................................................................................ P.83
絞り優先オート（£）...................................................................................................................................................................... P.70
シャッターモニター機能......................................................................................................................................................... P.88
シャッター優先オート（™）................................................................................................................................................. P.68
焦点距離の設定................................................................................................................................................................................ P.149
シングルAFサーボ（AF-S）................................................................................................................................................ P.50
シングルエリアAFモード....................................................................................................................................................... P.54
シンクロ（モード）.................................................................................................................................................. P.163、164
スタンダードi-TTL調光....................................................................................................................................................... P.156
スタンダードTTL調光....................................................................................................................................... P.156、160
スポット測光............................................................................................................................................................................................ P.65
スローシンクロ（モード）................................................................................................................................................. P.164
セットアップメニュー........................................................................................................................................................... P.113
セルフタイマー..................................................................................................................................................................................... P.84
測光（モード）........................................................................................................................................................................................ P.64

た ダイナミックAFモード.............................................................................................................................................................. P.54
多重（露出）撮影......................................................................................................................................................................... P.143
中央部重点測光..................................................................................................................................................................................... P.65
調光範囲.................................................................................................................................................................................................... P.169
長時間露出（バルブ）.................................................................................................................................................................... P.82
超低速連続巻き上げ（CS）.................................................................................................................................................... P.47
ツーボタンリセット.................................................................................................................................................................. P.153
低速連続巻き上げ（CL）........................................................................................................................................................... P.47
同調シャッタースピード............................................................................................................. P.106、159、167

は 半押しタイマー..................................................................................................................................................................................... P.22
非CPUレンズ....................................................................................................................................................... P.41、42、149
被写界深度.................................................................................................................................................................................................. P.38
ファインダー視野率....................................................................................................................................................................... P.33
フォーカスエイド............................................................................................................................................................... P.40、63
フォーカスエリア................................................................................................................................................. P.13、32、52
フォーカスフレーム.......................................................................................................................................... P.13、32、52
フォーカスモード.................................................................................................................................. P.28、40、50、63
フォーカスロック（AFロック）...................................................................................................................................... P.60
プログラムオート（¡）............................................................................................................................................................... P.66
プログラムシフト.............................................................................................................................................................................. P.66
プログラム線図..................................................................................................................................................................................... P.67

な ニコンクリエイティブライティングシステム（CLS）.............................................................. P.156
日時の設定............................................................................................................................................................................................. P.127
年月日表示順の設定.................................................................................................................................................................. P.128
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ま マニュアル（発光／M）........................................................................................................................................................ P.161
マニュアル（フォーカス／ピント合わせ）...................................................................................................... P.63
マニュアル（露出／¢）............................................................................................................................................................... P.72
マルチBL調光.................................................................................................................................................................................... P.160
マルチエリアBL調光............................................................................................................................................................... P.160
マルチエリアアクティブ補助光（AF補助光）........................................................................................ P.159
マルチパターン測光....................................................................................................................................................................... P.64
モデリング発光................................................................................................................................................................................ P.157
モニター発光............................................................................................................................................... P.156、158、160
ミラーアップ（M-UP）................................................................................................................................................................ P.86

や 予測駆動フォーカス......................................................................................................................................................... P.35、50

ら レディーライト................................................................................................................................................................................ P.162
レンズ情報............................................................................................................................................................................................. P.149
連続巻き上げ............................................................................................................................................................................................ P.47
露出補正......................................................................................................................................................................................................... P.76
露出（モード）........................................................................................................................................................ P.30、66～73
リモート撮影...................................................................................................................................................................................... P.176
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